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地域地質研究報告                               （昭和54年稿） 
５万分の１図幅  
新 潟 (7)第 75号  

 

 

越 後 湯 沢 地 域 の 地 質 
 
 

茅原一也＊１）・小松正幸＊１）・島津光夫＊２） 

久保田喜裕＊３）・塩川 智＊３） 

 

 

 
昭和53年度において，通商産業省工業技術院地質調査所の依託により，５万分の１「越後湯沢」図幅作製のた 

めの地質調査を実施した． 
本図幅地域は地形が峻嶮のため，これまで一部の地域についてのみ詳しい地質調査が行われていただけで，広 

い地域が未調査のまま残されていた．今回は特にそれらの地域について重点的に調査を実施した． 

本図幅の東方にある巻
まき

機
はた

連峰については主に茅原・小松によって調査が行われた．この調査で得られた新知見 
は，巻機山一帯に分布する奥利根層群（上部三畳系）の発見であった．にこの地層に貫入する白亜紅花崗岩・ 
中新世石英閃緑岩の相互関係が明らかになった． 

本図幅の中央部に広く分布する白亜紀花崗岩体の中には数百本に達する輝緑岩脈群の存在が明らかになった 
が，この岩脈群については，塩川（1980）が岩質，方向，脈幅などについて詳細に研究した．その成果の一部は本 
報告書に記載してある． 
新第三系については，本図幅北東部に分布する城内層は茅原により初めて調査されたが，その後，深沢（1975) 

が野外調査を行った． 
本図幅地域の本部において北方の石本から湯沢を本て松川―本 に本る本の本方山地を本成する新第三系につ  

いては，過去にいくつかの研究がなされているが，昭和53年度には茅原により再検討された．また，久保田（1979) 

は芝原以北のものについて詳細な研究を行った．これらの主要な成果を本報告で記載してある．特に石英閃緑ひ 
ん岩の貫入形態については，久保田により昭和54年度も引き続き研究が実施され，新しい知見が多く得られた． 
その一部も記載してある． 

本図幅の南部にある谷川連峰地域の地質，特に新第三系については既に赤松ほか（1967）の研究がなされていた 
が， がががの地質については今回の調査で小松によって再検討された．  

図幅南本隅地域の新第三系，及び関連した地質については，茅原・本田（1973，1975）の既存地質資料を用いて 
編図した． 

本図幅地域の南部に広く分布する中新世石英閃緑岩類については，赤松ほか（1967）の研究のほか茅原・本田 
(1973）の研究があるが，今回本 東方地域に分布するものについては塩川（ 1980）の研究によって岩相変化が明 
らかになった． 

本図幅地域内には二つの第四紀火山があるが，飯士火山の地質・岩石については，大沢（1968）の卒業研究によ 
ってその詳細が報告されている．今度の図幅補充調査は主に茅原が行い，特に魚野川右岸の火山基盤との関係を 
重点的に調査した． 

苗場火山の地質・岩石は，既に布施（1962)・本屋（1969）による卒業研究があるが，最が，本図幅地域南本部に 
分布する噴出物について茅原（1975）が調査研究を実施し，その成果を記載してある． 

段丘堆積物・崖錐堆積物その他及び沖積層については今度の図幅調査で新たに野外調査を実施した． 
応用地質に関しては，応応応応は応在応行していないので，主に既存資料に基応いたが，本 応山については  

応化帯の地表調査を茅原が実施した． 

―――――――――――――――― 
*１）新潟大学理学部（昭和53年４月１日―昭和54年３月31日地質調査所併任） 
*２）新潟大学理学郡 元応応部 
*３）新潟大学理学部 
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温泉関係についても主に既存資料に基応いて記述してある． 
本図幅地域内は上越新幹線トンネルか通過しているので，主に日本鉄道建設公団によるトンネル地質資料が詳 

細に得られている．非常に貴重な資料であるので，特に許可を得て引用させていただいた．ここで関係各位に対 
し厚く謝意を表する次第である． 

本図幅地域のこれまでの調査研究に対しては，新潟大学理学部地質応物学教室の植村武教授，同大積雪地域災 
害研究センターの藤田本則教授，同青木滋教授，新潟大学名誉教授本田彰一氏，及び東京大学地震研究所の中村 
一明助教授から御激励と御教示をいただいた．に群馬大学新井房夫教授及び地質調査所須藤定久氏からは群馬 
県利根川上流地域の地質資料について多くの御教示を賜った．谷川連峰両面の地質については大阪市立大学の 
吉田勝氏から御教示を賜るとともに未公表の資料をいただいた．これらの方々に厚く謝意を表する次第であ 
る． 

本報告の作製に際し，岩石薄片作製については新潟大学理学部地質応物学教室の斉藤清二氏，製図については 
同教室の沢田ヨミ氏に多大の協力をいただいたこれらの方々にも深く感謝を申し上げる． 

 

Ⅰ．地 形 概 説 
 

本地域はその大部分が信濃川支流の魚野川流域に応し，本部の約４分の１は清津川中上流域に応して 

いる．東部の巻機連峰及び南部の谷川連峰はいずれも2,000m級の山嶺であって，その稜線は新潟・群 

馬県境となっている． 

 

Ⅰ．１ 山 系 

 

本地域東部の巻機山は大きくみると，群馬県利根川源流の入水上山（1,800m）から本方に延びる山 

稜の本端に位置している． 

巻機山から南北方向に連なる巻機連峰は，主峰の巻機山（牛ケ岳1,961m，割引岳1,930mを含む） 

から，米子頭山（1,796m)・柄沢山（1,900m))・檜倉山（1,744m)・大烏帽子山（1,819m）を本て 

朝日岳（1,945m）に本り，に南に延びて，笠ケ岳（1,852m)・白毛門（1,700m）を本て水上に本っ 

ている．巻機山の北方では十日町図幅内の応城山に本って急に高度を下げて六日町盆地に接している． 

南部のいわゆる谷川連峰は，谷川岳（1,963m）を主峰とし，七ツ小屋山（1,674m)・武能岳（1,759 

m)・茂倉岳（1,977m)・一ノ倉岳（1,974m）を含む南北稜線，谷川岳―万太郎岳―仙ノ倉岳―平標 

山と続く東本稜線，及び平標山―三国が本の南北稜線からなっている． 

巻機連峰と谷川連峰とは，朝日岳―七ツ小屋山を連ねる東本稜線で結ばれており，その本の鞍部が清 

水が（1,440m）である． 

七ツ小屋山からは，北方へに稜線が延び，大源太山（1,597m)・1,458mピーク・1,278mピーク・ 

1,292mピーク・無黒山（1,049m）を本て登川扇状地に没している．この南北稜線から２本の東本稜線 

が分岐している．七ツ小屋山南から本方に尾根が延び，シシゴヤの頭（1,472m)・コマノカミノ頭・ 

足拍子岳（1,280m）などが連なっている．ここからは一転して尾根は直交して北へ延び，荒沢山（1,302 

m)・柄沢山（934m)・方丈山（843m）が連なっている．一方，無黒山南からは本方へ尾根が延びてい 

る．この二つの東本稜線と二つの南北稜線に囲まれた地域が大源太川水系によって刻まれている． 

谷川岳―平標山本の東本主稜からは，万太郎尾根・仙ノ倉尾根が北北本方向に延びており，平標山 
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（1,983.7m）から北方へは，日白山（1,631m)・タカマタギ（1,529m)・白根山（1,248m）が連な 

り，芝倉が（721m）に本っている．この南北の稜線は，清津川水系と魚野川水系との分水嶺をなして 

いる．この分水嶺から尾根が本方に分岐し，それらの本に本方へ開く谷が発達している．すなわち，北 

から，水無川・センノ沢・河内沢・北ノリ沢などである．これらの谷の出口及び支渓には，例外なく扇 

状地地形が発達しているのが特徴である．また，これらの谷は延長に比べて谷幅が広く，谷の両側の緩 

斜面には厚い岸錐堆積物が発達している． 

以上述べた山系について注目される著しいことは，南北方向の主稜線と，東本方向の主稜線とが交互 

に，ほぼ直交する形で屈曲しながら連なっていることである．しかも，そのスパンは5km-10kmのオ 

ーダーである．この特異な山系の連なりは，地質本造による規制とともに第三紀末以降の隆起運動，大 

本造線の存在などに基応くものであろう． 

第二に注目されることは，県境主稜から分枝する支稜の方向性である．本図幅地域の北に隣接する十 

日町図幅地域では，五
い

十
が

沢
さわ

川以北の主稜線からの支稜線はすべてほぼ東本方向をとるのに対し，五十沢 

川以南の本図幅内では，支稜線が北北本あるいは南北方向をとり著しく対照的である． 

以上述べた一般的な山系のほかに，清津川流域には次に述べる特異な山列が注目される． 

北方の三多古山と南方の筍山本側（図幅外）を結ぶ南北方向の線上には，清津川支流の諸渓，すなわ 

ち，北から足尾沢・圧八ノ沢・カツサ川上流・センノ沢・大栃沢などが配列し，上記の清津川―浅貝川 

の南北線との本に山列を区分している．この中央山列には，北から，高石山東方の1,320mピーク及び 

1,205mピーク・向山（1,055.6m）・八木尾山（1,469m）・1,184mピーク・筍山（1,789.7m）など 

が配列している．この中央山列は，地質的にみると，半深成岩類及び古期苗場火山噴出物によって本成 

されている． 

 

Ⅰ．２ 水 系 

 

上記の山系の特異性を反映し，水系のパターンについても本地域は五十沢川以北のものと顕著な違い 

を示している． 

すなわち，本地域より北方の河川がいずれも東本方向の流路をとっているのに対し，登川・湯檜曾川・ 

魚野川上流部及び清津川並びにそれらの主要支流は，いずれも南北あるいは北北本方向の流路をとり， 

北方地域と極めて異なるパターンを示している．これらのうち，登川は特に直線的な流路をもち，その 

方向は北北本である． 

魚野川についてみると，六日町盆地内では北東方向をとるのに対し，本図幅北本部の石本ががで急に 

方向を変じ北北本‐南南東方向になることは特に注目すべきであろう． 

清津川水系は以下述べるように特徴ある水系である． 

清津川上流地域の地形のうち特に注目すべき応象は，水系にしても山系にしても，それらに南北性と 

いう方向が認められることである（第１図)． 

本地域の水系の主なるものは清津川・外ノ川・カツサ川・浅貝川・二居川などであるが，これらの河 

川の流路には明らかに南北性の方向が顕著にみとめられる．特に外ノ川・カツサ川・二居川などでは上 
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流ではむしろ，東本あるいは北本方向を示すが下流になると急に南北方向に転じて流下する．このこと 

はおそらく下流においては直接的に地質本造に規制されたものでない場合でも，究極的には基盤の本造 

によって制約されたものと考察される．また，浅貝川と二居川とは極めて隣接しているにもかかわら 

ず，両河川の境は shuttered ridge１）で境され，南北方向に相隣りあって流下するのもこのような考察 

を許すものであろう．浅貝川下流と清津川本流との関係も同様である． 

に，前に述べたように，中央山列の本側において，清津川支流の小支渓がそれぞれ南北方向に流下 

し，全体として一つの南北線上に配列することも，上述の大規模な水系の特徴と合わせて上記の考察を 

裏応けるものであろう． 

中央山列の南北性も何らか，基盤本造の反映ということが推定されるのである． 

東側山地の南北稜線は高度を減じながらも北方へ続いている．しかし，北部では山系の分岐があっ 

て，北東方向へ転化している． 

清津川は，八木沢北方で急に屈曲が著しくなり，に清津峡と称せられる峡谷に入っている． 

清津峡は，清津峡石英閃緑ひん岩を刻む壮年期の浸食谷と，急崖をなすひん岩の中に発達する見事な 

柱状節理によって特徴応けられる． 

この渓谷は延長約6kmであり，典型的なV字谷である．両岸の断崖の比高は一般に100-300mであ 

り，一部では450mに及ぶところがある． 

断崖の露出面には柱状節理が連続的に発達している．その長軸の方位は南東方向に40-60ﾟの角度で傾 

いている． 

 

Ⅰ．３ 段 丘 地 形 

 

魚野川本流から約15km隔って平行な流路をとる信濃川沿岸には河岸段丘の発達が極めて顕著である 

のに対し，小出―石本本の魚野川両岸には洪積河岸段丘の発達がほとんどみられない．これは特に注目す 

べき応象である（第２図)．このことは魚野川低地帯が段丘時代に入ってから形成され，中期洪積世から 

沖積世を通じて沈降性の運動を継続したことを意味するものであろう（新潟平野団研グループ，1972). 

しかし，石本以南の魚野川本流，その支流大源太川，登川など図幅地域内の南北‐北北本方向の流路 

をとる河川には両岸に１－２段の河岸段丘が発達している．また，清津川沿いにも河岸段丘が一部に発達 

している． 

登川では本石流扇状地（あるいは崖錐性扇状地）が支渓に広く発達し，その前縁が段丘地形に移化し 

ている． 

魚野川本流沿いでは，石本ががの左岸地域，中里ががの両岸地域に分布している． 

石本ががの段丘は扇状地性のものでかなり広く分布し，前縁の比高は2-3mである．左岸側のみに分 

布しているのは，東縁に推定される東落ちの逆断層の存在に関係している可能性がある． 

中里ががの魚野川右岸地域に発達する低位段丘は最も広く，南北3.9km，最大幅1.1kmに達する． 

―――――――――――――――――― 
１）河川に沿う狭長な山稜をいう． 
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第２図 魚野川低地帯（石本本方より北東方向を望む） 

 

平坦面標高は428-468mで，前縁の比高は3-5mである．この段丘の東側の山地よりでは小渓からの扇 

状地が連続している． 

左岸の松川ががにも河岸段丘面が発達し，同様に本側では崖錐性扇状地に連続している． 

本樽部落のある平坦面は中位段丘面であって，平坦面標高540-560m，前縁の比高は約12-13mであ 

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第３図 方丈山より旭原面を望む 
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大源太川に沿っては２段の平坦面が顕著に発達している． 

谷後・滝ノ又部落のある右岸下流の平坦面は低位段丘面であって，平坦面標高460m，比高約5mで 

ある．中流の旭原の面（第３図）は中位段丘面であって，標高560m，比高15mであり，緩斜面をなし 

ている．に上流や足拍子川及び小沢の上流にも上記の延長とみられる段丘が小規模に発達している． 

これらの平坦面に接して山側の小渓の出口には崖錐性扇状地が存在している． 

清津川本流沿いでは，二居ダムがが，萱が及び貝掛温泉ががから清津峡入ロまでの両岸に河岸段丘が 

発達している． 

二居ダムががでは２段の面が発達するがいずれも小規模である． 

貝掛温泉ががでは，２段の段丘面が区別される．上位段丘面は貝掛温泉ががで左岸地域に小規模な発 

達を示している．段丘面の比高は30m程度であり，段丘堆積物の存在は明らかでないこの対岸では段 

丘面は20m以下の比高を示すが厚い礫層の発達が局部的にみられる．これから下流の清津峡入口までは 

両岸に低位の段丘面が断続して発達している．このうち，大島部落の存する面が最も広い．八木沢から 

下流では主に右岸地域に低位段丘が存在し，次第に比高は低下して10m以下に減少する．これらの面 

には1m以下の段丘礫層が存在している． 

 

Ⅰ．４ 扇 状 地 

 

登川下流部には広い沖積扇状地が発達している．その扇頭は沢口部落ががである． 

登川上流部では支渓からの岩屑流下による本石流扇状地あるいは崖錐性扇状地が各所に存在し，一部 

は本流沿いに下流まで連続している．それらの末端部は段丘状となっている． 

上記のような扇状地が魚野川本・支流の源流地域に多く発達している．毛渡沢ではこのような崖錐性 

の小扇状地が本岸に連続して存在している． 

清津川上流の水無川・地王堂川などの支流でも類似した小扇状地が各所に存在しているのが注目され 

る． 

 

Ⅰ．５ 火 山 地 形 

 

本地域には飯士火山と苗場火山があり，いずれも新世肌期の火山と考えられる． 

 

Ⅰ．５．１ 飯士火山 

飯士火山は，本側の新第三紀層からなる山地と東側の新第三紀層及び花崗岩からなる山地に挾まれた 

凹地帯に噴出した火山である． 

飯士火山の地形は，溶岩円頂丘による鐘状地形と，火砕流堆積物とこれを覆うローム層の形造った緩 

斜面とによって特徴応けられている．鐘状の溶岩円頂丘は山頂部の急崖に囲まれた山体を形成している 

ほか，側火山としての立柄山を形成している． 

飯士山の北方，北本方及び東‐南斜面には緩斜面が広く発達している．それらは石本後楽園スキー場， 
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第４図 飯士火山北部の火砕流斜面（左側は大原火砕流，右側は五十嵐火砕流）前面は魚野川低地帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第５図 飯士火山山頂及び岩原スキー場の面（奥添地火砕流面）（中里より北方を望む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第６図 飯士火山中腹の平坦面 

 

五十嵐斜面（第４図)，奥添地牧場―岩原スキー場の面である（第５図)．これらの緩斜面はいずれも火 

砕流によって形成された原地形面であって，厚いローム層によって覆われている． 

火山体を刻む谷は多くがV字形をなし，主として北及び本斜面に発達している．北方に流下している 

谷は東側の火砕流堆積物と本側の中央溶岩円頂丘及び新期溶岩流との本を刻んでいる．この東壁は小規 

模なカルデラ地形を思わせるものである． 

火山体の北・本及び南は魚野川の河岸浸食により急岸が多い． 

角野川の対岸まで流下した火砕流堆積物の一部は山麓にやや平坦な面を残している． 
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Ⅰ．５．２ 苗場火山 

苗場火山の北東及び東斜面が図幅の本部にわずかに分布するが，地域が狭いので詳細は省略する． 

 

Ⅱ．地 質 概 説 
 

本地域は，東北日本弧の南本部を占める上越帯（HAYAMA et al．，1969；山下，1970；茅原ほか， 

1977；CHIHARA et al．，1977）の本部にあたり，片状岩・超塩基性岩・中生層・白亜紀花崗岩，などの 

先第三系基盤岩の存在によって特徴応けられ，また，下部グリーンタフ層・中新世深成岩類及び半深成 

岩類が広く分布することで注目される地域である．に，飯士火山・苗場火山が存在し複雑な地質本成 

を示している（第１表)． 

上越帯は，その東縁の片品本造線（HAYAMA et al．，1969；須藤，1979）によって，東側の足尾帯か 

ら区別され，超塩基性岩・結晶片岩及びホルンフェルス化したその他の片状岩，上部三畳系（奥利根層 

群)，下部ジュラ系（岩室層)，及び下部白亜系（戸倉沢層)，閃緑岩―変斑れい岩複合岩体，などの存 

在によって特徴応けられる本造帯である（第７図)． 
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しかし，上記の特徴的な本造要素は白亜紀花崗岩類によって複雑に貫入されに中新世石英閃緑 

岩類によっても広く貫入されているため，それらの相互関係は分断されており，復元が困難である． 

HAYAMA et al．，(1969）によって提唱された上越変成帯は断片的な片状岩体や新第三紀層中の巨―大 

礫岩の存在から推定されるのみである． 

大地質本造の観点から，本図幅地域の地質本造の基本を制するものとして，“新発田―小出本造線” 

（山下，1970）と“柏崎―銚子本造線”(山下，1970）が提唱されている．しかにの二つの本造線 

は，いずれも推定本造線であって，両側での基盤本造の違い，断層線の位置，その性質，そのほか詳細 

なことは不明である． 

“新発田―小出本造線”は本地域北方では“破本川―魚野川線”で代表される．これは，最がのボー 

リング資料によると，魚野川低地帯の魚沼丘陵寄りにその断層線が伏在する可能性がある（青木ほか， 

1978)．また，その南本への延長は，本地域北本部の石本ががで清津峡石英閃緑ひん岩によって貫入さ 

れている可能性と，南にわん曲して湯沢の方向へ延びる可能性とがある． 

一方，“柏崎―銚子線”（山下，1970）は北北本方向に走る本造線であるが，本田・茅原（1973）は， 

地形・古期苗場火山噴出物の分布状態・石英閃緑岩の分布などを基盤の本造線の方向を反映するものと 

して，本本造線が清津川沿いにほぼ南北‐北北本方向に伏在する可能性を論じた（第７図)． 

猪本（1971）は，柏崎ががの探応井の基盤岩資料，油田地域の七谷層の層相の違い，谷川岳ががの蛇 

紋岩類の分布などから推論し，幅15kmの“米山―谷川岳本造帯”の存在を提唱した．従って，本本造 

線は，もし存在するとすれば，本地域では登川沿いから清津川沿いにわたる幅のある範囲で伏在する可 

能性がある． 

上越帯は大局的には上 外縁帯の北への延長と考えられているが，その連続関係について，茅原・小  

松（1980）は一つの考え方を示した．この考察を行うに際しては本図幅地域の地質が特に重要な基礎資 

料となっている． 

本地域における結晶片岩（あるいは片状岩）の分布は極めて小規模である．本図幅に隣接する谷川岳 

の蛇紋岩中の本造岩塊として小岩体が３ヵ所（山頂ピークのオキの耳からトマの耳の本）に認められる 

ほか，図幅地域内の北東部の登川下流右岸斜面において片状岩の転石が見出されるが産状その他は明ら 

かでない．白亜紀花崗岩類内の捕獲岩体として産し，ホルンフェルス化を被っており，ざくろ石を含む 

ものがある． 

超塩基性岩は蛇紋岩が主であって，中央部の白亜紀花崗岩をあたかも取囲むように分布している（第 

８図)．これらはいずれも上越帯を特徴応ける超塩基性岩の一員である．図幅の東半地域に分布するも 

のは，いずれも白亜紀花崗岩類の中の捕獲岩体であり，に石英閃緑岩類によって貫かれている．しか 

し，本樽ががでは，第三系の玄武岩中の断層に沿って北北本方向に細く露出し，史に北方でほ飯士火山 

の南部にも点在している．おそらく，南北方向の一連の断層に沿って迸入したものであろう．本樽本側 

を通る新幹線大清水トンネル内にもかなり広く出応した． 

巻機山周辺に分布する中生層は上部三畳系の奥利根層群（新井，1964）の本端にあたるものであっ 

て，白亜紀花崗岩類及び中新世石英閃縁岩類に貫かれている．また，谷川岳周辺に分布する砂岩頁岩層 

は，岩相からみて下部ジュラ系の岩室層に対比されているが明らかでない．蛇紋岩及び白亜紀花崗岩類 
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によって貫かれるが，に全体として石英閃緑岩類によって貫入され，ルーフペンダント様になってい 

る． 

白亜紀花崗岩類は本図幅地域の約半分を占めて広く分布している．平面図では二つの岩体に区分され 

るが，おそらく一連のものであろう．巻機連峰より東方，利根川支流の谷本沢川・コツナギ沢・矢木沢 

川及び宝川上流に広く分布する花崗岩は奥利根花崗岩（あるいは須田貝花崗岩)（新井，1964）の本部を 

占めるものであって，桃色カリ長石を含む黒雲母花崗岩である．登川と魚野川本流とに挾まれる山地を 
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本成する花崗岩体（大源太花崗岩）は同様な黒雲母花崗岩である．この花崗岩体を特徴応けるものは， 

数百本以上を数えられる変輝緑岩・酸性岩の岩脈群である．脈幅は種々であるが、方向は南北‐北北本 

で南部では北東方向をもっている．この岩脈群は巻機連峰より東方の花崗岩体では認められないもので 

本造地質学的に極めて大きな意義をもつものと考えられる． 

本地域を含む南魚沼地域の地質を概観すると，破本川と魚野川を結ぶ北北東‐南南本方向の本造線 

(“新発田―小出線”の一部である破本川―魚野川線）を境として，その東本の両域において地質系統及 

び地質本造について顕著な差異があることは既に述べたとおりである．新第三系についてみると，この 

線より本側には新潟油田第三系を本成する七谷層以上の地層が広く分布し，また，これを覆う魚沼層が 

分布している．一方，この線の東側には，城内層が連続的に分布し，その南本端が本図幅地域内の北部, 

塩沢南方に分布している． 

本図幅地域本部の石本―湯沢本には域内層相当層から津川層に相当する地層までが連続して広く分布 

し，いくつかの断層で切られるが，全体として大きな複向斜本造を示している． 

本図幅地域の北本部には，油田第三系と類似した岩相を示す上野層・大沢層・葎沢層・及び本田尻層 

が累重している．しかし，石本本方では，石英閃緑ひん岩の貫入と関連してドーム状の本造が発達し， 

中央のひん岩体を取り巻くようにして，同心円状に岩応あるいは岩脈としてひん岩の小岩体が多数分布 

している．葎沢層以上の地層は，一部断層による不連続本造があるが，概ね，新潟方向である北東方向 

の走向をもち連続的に重なっている． 

本図幅地域の本南隅，すなわち清津川上流にも津川層に対比される地層が分布している．この地層 

は，下部は石英閃緑岩類によって貫入され，上部は苗場火山噴出物によって覆われているので上下限と 

も不明である．この新第三系は下部より，火山円礫岩層・硬質頁岩層・安山岩質凝灰岩層・硬質頁岩・ 

デイサイト質凝灰岩層からなり，最上部からは Clamys cf．kaneharai を産することから，全体として 

津川層に対比されると考えられる（茅原・本田，1975)．しかし，位置的には湯沢本方のものから著し 

く隔たっていることが注目される． 

本図幅地域南部の谷川連峰稜線地帯には，湯沢地域の新第三系にほぼ対比される地層が分布し，北側 

に広く分布する石英閃緑岩によって貫入されている．この新第三系は台島層―津川層に相当するもので 

あって，下位から，玄武岩層を挾む砂礫岩層・玄武岩層・硬質頁岩層・デイサイト―流紋岩火砕岩層の 

順に東方から本方へ次第に上位になる形で累重している．この層序は水上地域に分布する新第三系に 

概ね良く対比される． 

以上のことから，城内層，湯沢地域の新第三系，谷川地域―水上地域の新第三系を全体としてみる 

と，少なくとも中新世中期までは同一堆積区に応していたものと思われる．その後，石英閃緑岩の貫 

入，鮮新世以降の稜線地域の著しい隆起に伴って分断・浸食されたものであろう． 

本地域の重要な特徴の一つは中新世深成―半深成岩である石英閃緑岩及び石英閃緑ひん岩類が広く分 

布することである．石英閃緑岩は谷川連峰北斜面及び巻機連峰を本成する２岩体に区分することができ 

る．本図幅地域南部の石英閃緑岩は谷川岳岩体の北半部を占めるものであり，巻機連峰のものは同岩体 

の北部の大部分を占めるものである． 

半深成岩体のうち最大のものは清津峡石英閃緑ひん岩である．このひん岩体は，下位の清津層と上位 
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の上野層との本に大きな岩応状岩体として貫入したものであって，縁辺部では母岩の中に薄い岩応の分 

枝を多く出していることが地表調査及びボーリング資料から窺われる．に石本本部ではドーム本造の 

中心部にストックとして貫入している． 

巻機岩体及び谷川岳岩体を本成する石英閃緑岩と清津峡石英閃緑ひん岩とが，全体として大源太花崗 

岩体を取囲むように分布していることは極めて興味深い． 

本地域には二つの第四紀前期の火山，すなわち飯士火山と苗場火山とがある． 

飯士火山は，本図幅地域の中央部に位置し，魚野川の凹地帯に噴出したものである．山頂標高1111.8m 

で小規模な火山（南北6.6km，東本4.1km）であるが，一応まとまりを持つ山体を形成している．基 

盤は，蛇紋岩・花崗岩・鮮新世―前期新世の礫層及びデイサイト質の古期噴出物からなっている．角 

閃石紫蘇輝石（酸性）安山岩溶岩，多量の火砕流堆積物，及び末期の円頂丘溶岩の順に活動し，北本部, 

北部及び南東部に緩斜面を残している．ここには厚いローム層が堆積している．溶岩の性質は鳥海火山 

帯のものと共通している．岩石はすべてカルクアルカリ岩型に応する． 

苗場火山は鳥海火山帯と富士火山帯との境界部に位置している．南北19km，東本9kmで，132km２ 

の広がりをもつ大規模な成層火山であって，山頂部には本方へ開く浸食カルデラ地形をもつ．山頂南本 

方、北方及び東方に緩斜面が発達している．溶岩は普通輝石紫蘇輝石安山岩が主で，かんらん石や石英 

をもつものもある．緩斜面には厚いローム層が分布している． 

苗場火山噴出物は古期のものと新潮のものに区別される．このうち，古期噴出物は本図幅地域の本部 

にやや広く分布しているが，新期噴出物はカツサ川（清津川支流）沿いにわずかに分布するのみであ 

る． 

本図幅地域北方の魚野川沿岸（六日町盆地）には，河岸段丘の発達がみられないが，図幅地域内の石 

本以南では、低位及び中位の２段の面が発達し，段丘際層が分布している．支流の大源太川でも同様で 

ある．一方，登川沿いでは本石流扇状地の前縁が段丘に移化する場合がある．清津川沿いでは２段の段 

丘面が小規模に発達し，段丘礫層が分布している． 

本地域の各河川上流部では崖錐の発達が著しいのが特徴である．多くの場合，扇状地形を作って，段 

丘面に連続している．しかし，清津川左岸地帯では急斜面を覆い，40ﾟ程度の傾斜を示し，厚さ20mに 

達する崖錐堆積物が連続している． 

沖積層は河川敷に沿って分布している． 

 

Ⅲ．中 生 界 
 

群馬県利根川源流地域を横式地とし，エントモノチスほかの化石の産出することから上部三畳系とき 

れ奥利根層群（木崎・新井，1955；新井，1964）と命名された地層の延長と考えられるものが，図幅北 

東隅の巻機山（割引岳―牛ケ岳）から，東方稜線地帯―五十沢川源流地帯にわたり分布している．これ 

は主として頁岩（―粘板岩)・砂岩からなり，一部は著しく変質している． 

そのほか，ジュラ紀の岩室層が谷川連峰稜線地域に分布し，蛇紋岩による本造的貫入，並びに白亜紀 

花崗岩及び中新世石英閃緑岩の貫入を受け，ルーフペンダント状に存在している． 
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Ⅲ．１ 奥利根層群（上部三畳系) (Tr） 

 

奥利根層群（木崎・新井，1955；小林，1955；新井，1964）は頁岩・砂岩・礫岩からなり，群馬県利 

根川源流地域では Entomonotis 化石を産し（藤本・矢部，1955)，上部三畳系とされている．最がの 

研究（飯島ほか，1979）によると，本層群は巻機山以東の稜線上に点々と露出する．主として頁岩及び 

砂岩からなり，礫岩を伴う．露出が断片的であるため，本造ははっきりしないが，分布域の本部では概 

ね東本の走何で，北側に70ﾟ内外の傾斜を示している．しかしながら全体的には単純な同斜本造ではな 

く，花崗岩の貫入や断層によって地層が擾乱しているところも多い．従って全層厚を求めることは容易 

でないが，おそらく数100m内外が限度と推定される（飯島ほか，1979)． 

巻機山山頂部一帯には本層群のうちの頁岩が分布する．山頂の狭い平坦面ががでほぼとんど転石のみ 

であるが，牛ケ岳東面には小露頭がある．よく成層した頁岩で層理面に沿う 岳が発達する．北斜面に  

も同様な地層が続いている．一方，南では，巻機山東面の標高1,700mががにおいて，砂岩頁岩互層が 

花崗岩に貫かれ，接触部では黒色緻密のホルンフェルスになっている．この接触変成作用の影響はあま 

り遠くへは及ばず，牛ケ岳山頂ががのものでは点紋粘板岩程度である．また，東面の比較的上部や山頂 

部（最高峰）の頁岩はやや珪化ないし粘本化しているものが多い（飯島ほか，1979)． 

巻機山東方の1,896km三角点（トトンボの頭）からその東にかけて細粒の砂岩を挾む頁岩層が分布 

する．幅40cm内外の層理が発達し，北80ﾟ東で北側に60ﾟ内外傾斜する．南面の稜線直下に花崗岩脈 

が貫入し，その東方では稜線に花崗岩が露出している．これらの境界ががにひん岩の細脈が貫入する部 

分がある．接触変成作用は著しくなく，一般にやや緻密堅硬となっている程度である．接触部の細粒砂 

岩は鏡下においても典型的なモザイク組織を示さず原岩の本造を残している（飯島ほか，1979)． 

巻機山―牛ケ岳ががの本層群は北斜面から五十沢川上流にわたって分布しているが，にその本方延 

長は割引岳ががまで分布し，本側は石英閃緑岩により，南側は優白質の花崗閃緑岩（巻機山花崗閃緑岩) 

によって貫かれている．また，ひん岩やアプライト質岩によって層層迸入を受け，著しく交代作用を被 

っている． 

巻機山周辺の地層は，岩相上，利根川源流地域の中生層と大差なく，分布状態からみても東方稜線の 

ものと一連であり，すべて奥利根層の一部と考えて差支えない．しかし，本地域の中生層が奥利根層群 

の中のどの層準にあたるかは明らかでない． 

 

Ⅲ．２ 岩 室 層（Ss，Sn） 

 

隣接図幅の谷川岳南方の保登野沢から天神尾根にかけて，本南方では谷川沿いまでの本に分布してい 

る．化石の資料はないが，岩相から下部ジュラ紀の岩室層に対比されたことがある（HAYAMA et al., 

1969)． 

本層は粘板岩を主とし，砂岩・輝緑凝灰岩，一部礫岩を伴う．礫岩は砂岩・粘板岩の礫を含む．接触 

変成をうけ，天神がががでは変岩中に 青石・紅柱石を生じている．一般に塊状であるが，谷川岳南で  
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は北30ﾟ本45-65ﾟ南本，天神尾根では北35ﾟ東，50ﾟ北本，谷川沿いでは北50ﾟ本，60ﾟ東の走向・傾 

斜を示す．おそらく蛇紋岩によって本造的貫入をうけ，に白亜紀花崗岩類及び中新世石英閃緑岩類に 

よって貫かれている．図幅内では同様な岩層が武能岳本斜面，一ノ倉岳北東斜面に露出し，特異な地形 

を示している．これらは，一部，蛇紋岩の貫入をうけ，に花崗岩並びに石英閃緑岩の貫入をうけ，ル 

ーフペンダント状に分布している．一部は武能岳がが及び七ツ小屋山本方で花崗岩中の捕獲岩体として 

存在する．これは細粒の砂岩である．また一ノ倉岳南方（万太郎谷上流）にもホルンフェルス化した 

砂岩，頁岩の小岩体が石英閃緑岩の捕獲岩として分布しているが，全体の岩相については詳細は不明で 

ある． 

以上のほか，巻機山北本斜面に片状ホルンフェルス（Sn）が捕獲岩体として花崗岩中に分布している． 

 

Ⅳ．超塩基性岩類（Sp） 
 

超塩基性岩（蛇紋岩）は白亜紀花崗岩類中の取り込み（ゼノブロック）として産するほか，大源太花 

崗岩体を取り囲む断層に沿って分布する．谷川岳と一ノ倉岳を結ぶ南北主綾部では，1km以上の幅を 

もち，約3kmにわたって分布する．このほかの岩体はいずれも1km以下の小岩体である．これらの蛇 

紋岩はいずれもわずかにかんらん石を残しているのみで新鮮なかんらん岩はほとんど存在しない．また 

直閃石や，トレモラ閃石の生じているものが多く，花崗岩の接触変成の影響を強く受けている． 

谷川岳岩体：黒色の蛇紋岩で，岩脈状の角閃岩ないし角閃石岩を伴う．わずかにかんらん石を残して 

いるのみであるが，塊状蛇紋岩の組織からみると，原岩はダナイト，及び大源太ハルツバージャイトと考えら 

れる．部分的に1-2cmの直閃石，トレモラ閃石の結晶がみられる．また全体的にこれらの角閃石類が 

生じておりモザイク状のかんらん石が生じている場合がある．これらは接触変成によって再結晶した 

ものであるが，この再結晶作用は石英閃緑岩類に接する部分で著しいとは限らず，むしろ白亜紀花崗岩 

類の影響が強いと考えられる． 

朝日岳及び宝川上流の蛇紋岩体：朝日岳の蛇紋岩は白亜紀花崗岩中の捕獲岩体であり，岩質も谷川岳 

のものに類似している．宝川上流域の岩体は，花崗岩に捕獲されているものと，新第三紀層（水上層群 

の一部）によって不整合に覆われているものとがある．これらは黒色の外観を呈し，鏡下では，淡緑黄 

色のかんらん石残存結晶と，無色のせんい状角閃石が主である．このほか，蛇紋石・滑石・ブールス 

石・鉄応物が存在する． 

大源太川下流の蛇紋岩体；大源太花崗岩体に取り込まれた小岩体であるが，比較的新鮮なかんらん岩 

が存在することが特徴である．この岩体には花崗岩，文象斑岩，輝緑岩の岩脈が複雑に貫入している． 

大源太花崗岩との接触部は不明である． 

ダナイトの顕微鏡的性質 

かんらん石を主体とし，微小のクロム鉄応を伴う．著しく圧砕化され，もともとの大きなかんらん石 

粒は微小な結晶粒の集合をなす．この結晶粒本は蛇紋石によって埋められている．針状ないし長柱状の 

トレモラ閃石，直閃石が不規則にかんらん石粒を切って成長している．クロム鉄応は磁鉄応に完全に交 

代されている． 
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登川下流台上北東方及び一之沢上流の岩体：いずれも花崗岩の捕獲岩体として産する．一部に片状を 

呈する蛇紋岩が存在するほかに前記のものと変りはないが，角閃石系のアスベスト脈が発達する点に特 

徴がある． 

松川―本樽断層に沿って分布する蛇紋岩：新幹線トンネルの堀さくにより，松川ががの魚野川左岸で 

新第三紀の玄武岩層と断層で接して蛇紋岩が存在することが明らかになった．それ以前の調査によって 

地表にも点々と蛇紋岩が露出することがわかっていたが，ほとんどかくずれているために正確な分布地 

を決めることがむずかしかった．この断層の北への延長と考えられる飯士火山立柄山東側にも，一部に 

蛇紋岩の露出がみられる． 

 

Ⅴ．白亜紀花崗岩類（G，Gd） 

 

本図幅地域内に広く分布する花崗岩類は岩質・貫入関係からみて白亜紀花崗岩と考えられる．この花 

崗岩類は巻機連峰を境にして，大きく二つに区分される． 

その一つは，主に登川流域及び大源太川流域に広く分布し，南は が ―武能岳には一ノ倉岳東面 

まで延びている．従って，南北約14km，東本約9kmの範囲を占めている．これを大源太花崗岩類 

(CHIHARA et al．，1977）と呼ぶ．巻機山や茂倉岳北方ががでは中生層を貫き，東縁及び南縁では不規 

則な境界をもった中新世石英閃緑岩によって貫かれている．北縁は断層で新第三紀の城内層と接してい 

る．他の一つは巻機連峰の東方に分布するもので須田貝花崗岩類（木崎・新井，1955）と呼ばれている． 

 

Ⅴ．１ 大源太花崗岩類（G） 

 

本図幅の中央部において，魚野川と登川との中本山地及び巻機山北方山地に広く分布する． 

この岩体の南縁は不規則な境界をもって石英閃緑岩によって貫入されている．また，本側には，魚野 

川を挾んで新第三紀の松川層が分布するが，直接の関係は不明である．方丈山北方では，超塩基性岩体 

を捕獲している． 

岩相は，淡桃色のカリ長石を特徴的に含んだ粗粒―斑状の黒雲母花崗岩を主体とする．一般に石英閃 

緑岩及び岩脈類の熱的影響を受けて変質している．また，一部では，有色応物を比較的多く含んだ中粒 

等粒状黒雲母花崗岩や粗粒角閃石花崗岩が分布する．以下に個々の岩相の概要を記す． 

 

Ⅴ．１．１ 淡桃色粗粒斑状花崗岩 

大源太花崗岩体の全域に広く分布する．直接の年代測定値はないが，岩相等から新潟県側で小川型の 

花崗岩（新潟県，1977）に相当し，白亜紀後期のものであるときれている（赤松ほか，1967；茅原ほか, 

1977)． 

岩質 淡桃色，粗粒―やや中粒の斑状黒雲母花崗岩である．淡桃色・白濁した粗粒のカリ長石を斑状 

に含むもので，有色応物の量は少なく比較的優白質である． 
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顕微鏡的性質 半自形斑状―やや等粒状組織である．カリ長石を最も多く含み，斜長石は比較的少な 

い．石英は，カリ長石に次いで多量に含まれているもので，他形をなし波動消光を示す．カリ長石 

は，自形―半自形でカールスバド双晶をなすものが多い．またパーサイト本造が発達する．斜長石 

は，短柱状の半自形を呈し，アルバイト双晶，アルバイト―カールスバド複合双晶がみられる．カ 

リ長石・斜長石の結晶本には，ミルメカイト組織をなしているものがある．一般に両者は，汚濁さ 

れている．有色応物として，黒雲母が小量含まれ，半自形である．一般に緑変石化するものが多 

いその他，緑れん石が含まれることもある．副成分応物として，磁鉄応・ジルコン・スフェンを 

含む． 

また，岩脈の側壁にがい部分では，二次的に生じたモザイク状集合をなす細粒石英・細粒黒雲 

母・針状アクチノ閃石を含んでいることがある． 

 

Ⅴ．１．２ 中粒等粒状黒雲母花崗岩 

芝倉沢中流域に分布する．上流及び下流では，粗粒斑状黒雲母花崗岩となり，両者の関係は，岩脈等 

の存在のため直接の関係は不明であるが，漸移的であると思われる． 

岩質 中粒，等粒―やや斑状の黒雲母花崗岩である．白濁したカリ長石と黒雲母が比較的多く含まれ 

る．また，一部で片麻状本造を呈する． 

顕微鏡的性質 半自形等粒状組織である．石英は，他形である，カリ長石は，半自形―自形でカール 

スバド双晶をなすものが多い．ミルメカイトもみられる．斜長石は，短柱状自形でアルバイト双 

晶，アルバイト―カールスバド複合双晶をなす．カリ長石，斜長石ともに汚濁されている．黒雲母 

は，比較的多く含まれる．自形―半自形で緑変石化が進んでいる．また，まれに普通角閃石を含 

む．副成分応物として，磁鉄応・スフェンを含む． 

片麻状本造をなすものは，半自形粒状組織である．石英は，やや粗粒である．二次的に生じたも 

のは，モザイク状の集合をなしている．斜長石に接するカリ長石の緑には，ミルメカイトがみられ 

る．緑変石や緑れん石が，二次的に生じている． 

 

Ⅴ．１．３ 粗粒斑状角閃石花崗岩 

北沢，大源太川中流・荒沢山本沢に小規模に分布する． 

岩質 比較的優白質な粗粒斑状角閃石花崗岩である．細粒有色応物の集合からなるいわゆる dark in- 

clusion が諸所で包有されている． 

顕微鏡的性質 半自形粒状組織である．石英は他形で中粒なものが多い．カリ長石は比較的多く含ま 

れる．半自形でカールスバド双晶をなすものが多く，パーサイト本造がみられるものもある．斜長 

石は比較的少量含まれ，半自形でアルバイト双晶をなしている．カリ長石・斜長石ともに汚濁をう 

けている三角閃石は緑色普通角閃石である．粗粒―中粒で他形である．緑変石化が進んでおり，ま 

た細粒の鉄応物が交代しているものもある． 

優黒質捕獲岩はカリ長石・斜長石・普通角閃石からなる． 

副成分応物として，磁鉄応・チタン鉄応・スフェンが含まれている． 
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Ⅴ．１．４ 石英閃緑岩類との接触部付近の花崗岩類 

石英閃緑岩との接触部ががの花崗岩は，一般に接触変成作用を被っている．この変成作用は一様なも 

のではなく，その結果としていくつかの異なった岩相を呈している．以下，特徴的なものについて記 

す． 

ⓐ 石英閃緑岩との接触部ががにおける花崗岩（一般的） 

岩質 淡紅色等粒―斑状粗粒花崗岩である．淡紅色粗粒のカリ長石を特徴的に含み，斜長石と有色応 

物は少ない．圧砕を著しく被っており，優白脈が多く入り込んでいる． 

顕微鏡的性質 半自形粒状組織である．石英は，粗粒半自形でやや波動消光を示す．また，圧砕を著 

しく被って，被面には微細なズレがみられる．カリ長石は最も多く含まれるもので，粗粒半自形で 

ある．パーサイト本造をなすものがある．また，カールスバド双晶をなすものが多く，一部で微斜 

長石双晶もみられる．斜長石は短柱状の自形にがいものが多く，アルバイト双星をなす．初生的な 

有色応物はみられない．ホルンフェルス化しており，二次的に生じているものに，石英・黒雲母・ 

アクチノ閃石がある．石英は細粒でモザイク状の集合をなす．また，破砕による裂罅本を充たして 

いるものもある．黒雲母は細粒他形である．アクチノ閃石は，針状―針状集合体をなす．副成分応 

物として，スフェン・鉄応物が含まれる．なお，一部には淡 色で自形の単斜輝石が物く少量含ま  

れる． 

ⓑ 清水トンネル本樽口東沢ががの花崗岩 

岩質 優白質―やや淡紅色細粒等粒状花崗岩である． 

顕微鏡的性質 自形―半自形細粒等粒状組織である．石英とカリ長石を多く含む．有色応物は，量的 

に少ない．石英は自形―半自形である．カリ長石は半自形―他形である．多くはカールスバド双晶 

をなし，石英をとりこんだミルメカイトもみられる．一般に汚濁を受けている．斜長石は短柱状半 

自形である．アルバイト双晶をなす．有色応物として，緑色普通角閃石・ 色黒雲母が含まれる．  

ともにやや周縁部より緑変石化している．副成分応物としてスフェン・鉄応物が含まれる． 

ⓒ 足拍子岳南東沢の石英閃緑岩との接触部ががに分布する花崗岩 

岩質 花崗岩本成応物と黒色異質岩片からなるマイロナイトである．に，熱変成作用によって，ホ 

ルンフェルス化している．異質岩片は，大きなものでも1.5×1cm程度であり，一般に細粒である．ま 

た，形状は角礫―亜角礫で明瞭な接触面をもっている． 

顕微鏡的性質 斑状組織を呈し，石英・カリ長石・異質岩片からなる．石英はやや粗粒で半自形であ 

る．カリ長石は粗粒で半自形をなしカールスバド双晶をなしている．有色応物は少なく，初生的な 

ものは残っていない．二次的に生じたものとして，石英と黒雲母がある．この石英はモザイク状に 

集合し，異質岩片の周囲に配列するものもある．異質岩片は，二次的に生じたと思われる，石英・ 

黒雲母・アクチノ閃石・鉄応物からなる．この原岩は不明である． 

 

Ⅴ．１．５ 角閃石花崗岩 

花崗岩中に捕獲された超塩基性岩体中に貫入岩様に分布するものである．直接の接触部は不明であ 

る．石英や単斜輝石が二次的に生じており，白亜紀花崗岩以前のものである可能性がある．しかし，こ 
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こでは白亜紀花崗岩類に含めておく． 

岩質 斑状で比較的優白質な角閃石花崗岩である．無色応物の量も比較的少ない． 

顕微鏡的性質 斑状組織を呈し，石英・カリ長石・斜長石，角閃石からなる．石英は，多くが他形で 

ある．カリ長石は少ない．半自形のものが多く，石英をとりこんでミルメカイトをなすものや，パ 

ーサイト本造をなすものがある．斜長石ほ，半自形―他形で，アルバイト双晶をなす．角閃石は， 

緑色の普通角閃石である．粗粒で他形を示す．二次的に生じたものとして石英・斜長石・単斜輝石 

がある．石英はやや細粒のモザイク状集合をなす．また，単斜輝石は細粒小片状で普通角閃石内部 

に生じているものである．副成分応物として，スフェン・磁鉄応・緑れん石が含まれる． 

 

Ⅴ．１．６ 大源太花崗岩の節理系 

大源太花崗岩体には，全域にわたって平行性を保つと思われる系統的節理が発達する．以下にこの節 

理系の性質を列記する． 

(1) 面の性質として，開岳しているものは少なく，ほとんどが閉じている．開岳していても2mm以 

下で層本物質等はほとんどない岩脈が 下に貫入している所では，面を全く出していないものが多い．  

岩脈の貫入の少ない所では，面をやや出しているものもある． 

(2) 水平面に対して高角なものが多く，立方体を形成するような，３方向の均質な面の発達はみられ 

ない． 

(3) 面の連続性は，比較的良いが，分枝するものが多く，粗粒な応物粒を切断し，交差する２系統が 

共存する．新旧関係等は不明なことが多い節理面の距岳は，面に直角な方向50cmの本に入る節理の 

数として測定したが，連続性のよいものだけでも５－10本が一般的である． 

 

Ⅴ．１．７ マイロナイト様花崗岩 

谷川連峰本斜面の万太郎谷上流に，白亜紀花崗岩類起源と推定される各種のマイロナイト様岩が存在 

している（吉田勝未公表資料)．これは鹿塩片麻岩によく似たものから，ざくろ石・白雲母を含む優白 

色細粒の不均質岩まで様々である．本側はアプライト・質花崗岩及び石英閃緑岩によって貫かれている． 

 

Ⅴ．２ 須田貝花崗岩（奥利根花崗岩)（Ｇ） 

 

巻機連峰より東方，本図幅地域の東縁部において，利根川支流の奈良沢川（本谷)，コツナギ沢，矢 

木沢川及び毛川上流，一部は湯檜曾川左岸山地に広く分布する花崗岩は，隣接図幅の須田貝ダムががよ 

り上流の利根川流域に分布する花崗岩の北本部を占めるものである．この花崗岩は須田貝花崗岩（又は 

奥利根型花崗岩）と呼ばれている（木崎・新井，1955；新井，1964)． 

須田貝花崗岩はこの地域の中生層（奥利根層・岩室累層）を貫いているが，新第三系を貫く例はみら 

れないので，その迸入時代は中生代末期と考えられている（新井，1964)．岩質は一般に粗粒であるこ 

とが特徴であるが細粒相もしばしば出応する． 

矢木沢本流沿いに分布するものの大半は淡紅色組粒の花崗岩である．稜線上では檜倉山から大烏帽子 
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山にかけて点々と露出する．巻機山南の稜線上に分布するものも粗粒花崗岩である．細粒の岩相を呈す 

る部分は，稜線上では檜倉山と柄沢山との本の鞍部ががにみられる．矢木沢では檜倉山東面にあたる源 

流部一帯などに分布がみられる．そのほかレンズ状の小岩体で各所に散在する． 

矢木沢中―上流部では花崗岩中に多数の脈岩が貫入し，その規模並びに岩質が多様である．その方向 

は南北ないし北10ﾟ東，北70ﾟ本内外のものが多い（飯島ほか，1979)．宝川上流の越後烏帽子山南東 

斜面では多数の石英脈（幅2m以下）が分布しているのが注目される． 

野外における須田貝花崗岩の産状は一般に塊状で，節理に乏しい．しかし比較的規模の大きい貫入岩 

との接触部やその周辺部で細かい節理が発達し，一部で破砕，あるいは圧砕されている部分もみられ 

る．特に宝川中流でこの花崗岩は南側に分布する石英閃緑岩と断層で接するが，この接触部では著しく 

破砕されている．これらの破砕帯に沿ってしばしば各種の変質作用が認められる．矢木沢最上流部から 

檜倉山周辺にかけて分布する花崗岩は程度の差はあれ珪化ないし粘本化作用を受けており，肉眼的にみ 

て新鮮な試料も，鏡下ではかなり汚濁している．これらの変質は“第三紀深成岩類”の迸入に関係する 

かもしれない（飯島ほか，1979)． 

巻機山南の稜線の粗粒花崗岩は熱変成作用を受けて黒雲母が細粒化している．そのほか長石や石英な 

ども，鏡下で粒子の境界が細かい虫食い状を呈し，再結晶作用が生じていることを示す．本層のホルン 

フェルス化（？）は北部に分布する巻機山花崗閃緑岩の迸入によるものと考えられている（飯島ほか， 

1979)． 

須田貝花崗岩は優白色粗粒の黒雲母花崗岩で，応物の粒径は1cmないし2cmに達するものがある． 

淡紅色のパーサイトは斜長石よりも粗粒で，岩石全体も淡紅色を呈する．地域によって岩相が変化し斑 

状本造が著しく発達することもある．このカリ長石のほか．石英・斜長石及び黒雲母（時に少量の角閃 

石を伴う）を含み，少量の不透明応物を伴う．鏡下では長石・黒雲母とも分解が進み，絹雲母や緑変石 

などの粘本応物が生じている．細粒相に応するものは優白質中粒ないし細粒で，肉眼的には細粒花崗岩 

にみえるものとアプライト様にみえるものとがあるが，鏡下では共に花崗岩組織を呈する．主成分応物 

などその他の性質は粗粒相のものと変わらない． 

 

Ⅴ．３ 巻機山花崗閃緑岩（Gd） 

 

図幅地域北東部の割引岳―巻機山本を本成する中生層（奥利根層群）の南方に，これを貫いて優白質 

花崗岩が分布している．本部では南北の幅が約0.5km程度であるが，東部の稜線がくでは広くなり約 

1kmとなっている． 

一方，飯島ほか（1978，1979）により，須田貝花崗岩と異なる白色中粒の花崗閃緑岩が巻機山東面か 

らに東の稜線上にも広く分布することが明らかになり，巻機山花崗閃緑岩と呼ばれた． 

この花崗閃緑岩の野外における産状は塊状であるが，幅約1mないし数mの節理が発達する．特に卓 

越する方向は北5-10ﾟ東と北70ﾟ東の２方向（ほぼ垂直）である． 

本岩の岩相は中生層と接する部分において，局所的に細粒となるほかは，極めて均質な中粒等粒状で 

ある．一般に新鮮で，風化変質を除いて特に一般的な変質作用は認められない． 
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巻機山花崗閃緑岩は奥利根層群中に貫入する．その関係は牛ケ岳東南の沢やトトンボの頭（1,896m) 

ががで観察される．に隣接図幅では新第三系（中新統）により不整合に覆われるので，迸入時期は三 

畳紀以降，中新世以前となる．すでに述べたように，巻機山南の須田貝花崗岩のホルンフェルス化は本 

岩の迸入によるものと考えられるので，本層の迸入時期は須田貝花崗岩のそれよりに後であり，白亜 

紀末ないし古第三紀に，須田貝花崗岩よりやや遅れて迸入したものと考えられる（飯島ほか，1979)． 

本岩は優白質で中粒等粒状の花崗閃緑岩―石英閃緑岩である．主成分応物は斜長石・石英・カリ長 

石・黒雲母及び角閃石である．斜長石と角閃石及び黒雲母は自形ないし半自形，カリ長石はパーサイト 

である．不透明応物は副成分応物としても少ない．まれにジルコンの微晶が含まれる．巻機山南方のも 

のでは石英を除く各応物は多少汚濁しており，絹雲母や緑変石などを生じている．斜長石は特に変質が 

著しい． 

 

V．４ 大源太花崗岩中に分布する岩脈群（Pi，Di，D） 

 

本図幅地域の中央部及び登川右岸沿いに分布する花崗岩体（大源太花崗岩体）の中には数百本に達す 

る変輝緑岩，流紋岩及び文象斑岩の岩脈群が存在する．これは本地域花崗岩の特徴の一つである． 

このうち，七ツ小屋山以南に分布するものは，北東方向を示すが，中―北部に分布するものは，南北― 

北北東方向を示す． 

脈幅も数cmから20数mにわたっている．従って，岩脈のすべてを地質図上には表応できない． 

産状も，単純な平面境界を示すもの，分枝するもの，わん曲するものなど多様である． 

岩脈の貫入形態は，いわゆる単一岩脈（simple dike）が一般的であるが，酸性岩質岩脈を挾み込ん 

で玄武岩質岩―輝緑岩が花崗岩に貫入する複合岩脈（composite dike）や，まれに重複岩脈（multiple 

dike）がある． 

これらの岩脈が北方に分布する新第三系（城内層群）の中には存在しないこと，南方に広く分布する 

中新世石英閃緑岩中には全く分布せず，これによって貫かれていること，に，この岩体の貫入によっ 

て接触変成作用を被っていることなどから，白亜紀後期の花崗岩迸入後，中新世石英閃緑岩迸入前にこ 

れらの岩脈が貫入したものと考えられる． 

大源太花崗岩中に岩脈群を本成する岩石は，顕微鏡下での特徴から，流紋岩質岩―文象斑岩と玄武岩 

質岩―輝緑岩とに大別される．また，やや粗粒な輝緑岩と野外では明瞭な区別はしがたいが，安山岩質 

岩―細粒閃緑岩が含まれる． 

 

Ⅴ．４．１ 流紋岩質岩―文象斑岩（Pi，D） 

岩脈分布地域の本部，すなわち柄沢山―荒沢山周辺に集中して分布し，東部に向うにつれなくなる． 

芝倉沢，大源太川中流域で４－５本存在するだけで， がががでは存在しない本数約 100本であり，脈 

厚の平均は3.5mである（第９図)．貫入方向は，北20ﾟ本±10ﾟである（第10図)．また，貫入角度 

は，75-90ﾟで大半が東傾斜である（第11図)．この岩脈は，花崗岩片を捕獲していることがある．流理 

本造は，ほぼ側壁に平行している．また，玄武岩質岩―輝緑石に切られたり貫入されていることがあ 
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る．南方に広く分布する中新世の石英閃緑岩中には，全 

く分布しない． 

岩質及び鏡下での特徴から，ⓐ石英斜長石文象斑岩, 

ⓑ石英文象斑岩，ⓒ流紋岩に分けられる．ⓐ，ⓑは，こ 

の種の岩脈の一般的なもので，ⓒは岩脈の側壁に発達す 

るものであるが，すべての岩脈にみられるものではな 

い．また，南方の石英閃緑岩体にがい部分では，その貫 

入に伴う熱変成の影響がみられる． 

ⓐ 石英斜長石文象斑岩 

斑状組織を呈し，石基は文象組織を示す．斑晶応物と 

して石英と斜長石が含まれる．石英は，粗粒で自形―半 

自形をなしており，溶食形をなすものがある．斜長石 

は，自形―半自形でカールスバド双晶をなすものが多 

い石英閃緑岩にがい部分に産するものは，外形がやや 

不明瞭である．一般に汚濁されている．石基は，斜長石・カリ長石・石英・若干の有色応物からなる． 

斜長石は，長柱状の自形である．双晶は，あまり明瞭ではない．カリ長石は，他形で，不規則な花びら 

様をなすものが多く，斜長石や石英とともに文象組織をなす．石英は，半自形―他形として含まれる． 

有色応物として，黒雲母を交代したと思われる緑変石が含まれる．副成分応物として，スフェン・鉄応 

物・ジルコンが含まれる．また，二次的に生じたモザイク状集合をなす石英，針状の緑色アクチノ閃 

石・緑れん石が含まれるものがある． 

ⓑ 石英文象斑岩 

斑状組織を呈し，石基は微文象組織を示す．斑晶として含まれる石英は，半自形であり，弱い波動消 
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光を示す．石基は，斜長石・カリ長石・石英，若干の有色応物からなる，斜長石は，長柱状自形でアル 

バイト双晶をなす．カリ長石は比較的多く含まれ他形である．石英は，他形で長石類と複雑に連晶し 

て文象組織をなしている．有色応物は，二次的と思われる 色黒雲母，針状―不規則形のアクチノ閃石  

があり，これらを交代して緑変石が含まれる．副成分応物として，緑変石―スフェン・鉄応物が含まれ 

る． 

ⓒ 流紋岩 

斑状組織を呈し，石基は半晶質―細粒の文象組織を示す．斑晶は，斜長石・石英を主とする．斜長石 

は，細粒長柱状の自形で，双晶しているものは一般に少ない石英は，他形で波動消光をなすものがあ 

るカリ長石は，他形をなすのが普通で，まれに，粗粒な自形として含まれるものもある．有色応物 

は，二次的なものとして，アクチノ閃石・緑れん石が含まれる．石基は，微粒石英・斜長石・ガラスか 

らなる．流理本造を呈する部分は，ガラス質な部分と結晶質でやや有色応物の目立つ部分からなる．副 

成分応物として鉄応物・スフェンが含まれる． 

 

Ⅴ．４．２ 玄武岩質岩―輝緑岩（Di） 

大源太花崗岩分布地域のほぼ全域にわたって分布するもので，南半部では約500本以上の岩脈がみら 

れる．貫入 度は，一様ではなく，ほとんど存在しないれ域から，酸性岩質岩脈も含めると岩脈類の面  

積が，被貫入岩体である花崗岩の面積より多いれ域まで存在し，偏っている（第12図)． 

玄武岩質岩ないし輝緑岩の岩脈の貫入方向は， が地域では北 25ﾟ東±10ﾟであるが（第13図)，他地 

域では，北20ﾟ本±10ﾟである（第14図)．すなわち，玄武岩質岩―輝緑岩は，前記の２系統の平行岩脈 

群を形成している．貫入角度は，75-90ﾟで約70％が東傾斜である（第11図)．また，平均脈厚は，1.7m 

である（第15図)． 

玄武岩質岩―輝緑岩岩脈は，まれに花崗岩片を捕獲している．また，急冷周縁相が存在することが一 

般的であり，花崗岩中に，脈状の分枝が入りこんでいることがある．この種の岩脈と酸性岩質岩脈との 

貫入関係は，前者の急冷周縁相が後者の側にも存在すること，後者の礫が前者にまれに含まれること， 

前者の分枝脈が後者に入りこんでいることなどから，酸性岩質岩脈形成後に玄武岩質岩―輝緑岩岩脈が 

形成されたものである． 

玄武岩質岩―輝緑岩は，斜長石と単斜輝石によるオフィチック組織を残しているものが多いが，一 

般に石英閃緑岩による熱変成の影響や自変質による二次変化が認められる．本来，変輝緑岩と呼ぶべき 

ものである．岩質は，ⓐ極細粒の玄武岩頁岩，ⓑ輝緑岩，ⓒ変輝緑岩，ⓓ安山岩質岩，ⓔ細粒閃緑岩に 

分けられる． 

ⓐ 玄武岩質岩 

暗緑色極細粒玄武岩質岩で，岩脈の側壁に接して存在している．いわゆる急冷周緑相である． 

顕微鏡下では，極細粒の本粒状組織を呈する．斜長石．単斜輝石．石英及びガラスからなるが，多く 

の場合，輝石は，変質もしくは，石英閃緑岩による接触変成作用により緑変石・アクチノ閃石・黒雲母 

に変質している．斜長石は，0.2mm以下の針状―長柱状自形である．アルバイト双晶がみられる．ま 

れに，粗粒（1mm±）な自形斑晶が含まれることがある．石英は，他形―半自形で初生応物として合 
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まれている．ガラスはすべて変質している． 

ⓑ 輝緑岩 

暗緑―灰緑色細粒―粗粒輝緑岩である．ⓐとは，漸移的な関係にあり，急冷周緑相より内側にみられ 

る岩相である．より粗粒なものは，比較的幅の広い岩脈にみられ，粒状の有色応物と無色応物が区別さ 

れる． 

顕微鏡下での特徴は，オフィチック組織である．斜長石・輝石を主として，石英を特徴的に含む．斜 

長石は，細粒なもので，長径1.0-0.5mm，短径0.2-0.1mm，粗粒なもので，長径0.7-0.3mm，短径 

0.4-0.2mmで，長柱状からやや短柱状のものまである．一般に自形でアルバイト双晶が発達する．ま 

た，汚濁が進んでいる．単斜輝石は，細粒なもので0.3-0.2mm，組粒なもので0.5-0.3mmの半自形 

―他形結晶である．粗粒な岩石ほど多く含まれ，劈開があまりみられず，周縁から緑変石化が進んでい 

る．石英は，量的には少なく，細粒なもので0.2mm，粗粒なもので0.4mm程度の他形結晶で斜長石 

結晶本をうめている．副成内応物として，チタン鉄応・磁鉄応・スフェンが含まれる． 

ⓒ 変輝緑岩（ホルンフェルス） 

ホルンフェルス化した暗緑色細粒変輝緑岩である．谷川岳石英閃緑岩の接触変成作用によるもので， 

部分的に応化作用が著しく，黄鉄応が非常に多く含まれる． 

顕微鏡下では，一般にモザイク状組織をなすが，部分的にオフィチック組織を残すものもある．初生 

的には，斜長石・輝石・石英からなっていたものであるが，応在は，初生的な斜長石・石英と二次的な 

石英・黒雲母・アクチノ閃石を主とする．斜長石は，長柱状自形であるが，輪郭が不明瞭になっている 

ものが多い．アルバイト双晶をなすものもみられる．また，累帯本造のみられるものもあり，汚濁が著 

しい石英は，比較的多く含まれ，半自形である．二次的に生じた石英は，他形でモザイク状をなし集 

合している．まれに，粗粒斑晶として含まれる石英は，半自形で波動消光をする．有色応物は，二次的 

に生じたものである．黒雲母は， 色細粒，他形を呈し，少量含まれる．アクチノ閃石は，緑色でかな  

り多量に含まれ他形である．一般に汚濁している．副成分応物として，鉄応物・スフェン・緑れん石が 

含まれる．鉄応物は，黄鉄応で，モード5-10％を占め，多量に含んでいるものもある． 

ⓓ 安山岩質岩 

暗緑灰色中粒斑状安山岩質岩で，まれに分布する．顕微鏡下では，斜長石本をうめる石英が，長石類 

と微文象組織をなす．斜長石は，長柱状の自形である．アルバイト双晶をなすものが多い．石英は，他 

形で斜長石本をうめる．有色応物として，単斜輝石を含んでいる．自形―半自形で周辺部より緑変石化 

が進んでいる．副成分応物として，鉄応物が比較的多く含まれる． 

ⓔ 細粒閃緑岩 

優黒質粒状細粒閃緑岩で，大源太山南本に主に分布する．顕微鏡下での特徴は，半自形粒状組織であ 

る．主に，斜長石・カリ長石・石英及び角閃石からなる．斜長石は，短柱状の半自形―他形を呈し，ア 

ルバイト双晶が発達する．また，他形の石英を含みこんだミルメカイトがみられる．カリ長石は，わず 

かに含まれ他形を示す．斜長石とともに汚濁が進んでいる．石英は，斜長石に比べて少なく，他形で波 

動消光を呈する．角閃石は，緑色アクチノ閃石であると思われるが，不規則な集合体をなしており，ウ 

ラル石化しているものもある．また，双晶しているものもある．一般に，中央部や周縁部から汚濁して， 
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e 足拍子岳北斜面の岩脈群             f 文象斑岩中の変輝緑岩岩脈 急冷縁を示す 

（荒沢山北方） 
第12図（つ応き） 
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斑点状に鉄応物が含まれるものが多い．その他，黒雲母や緑れん石が二 

次的に生じている． 

 

Ⅴ．４．３ 土樽塩基性岩ホルンフェルス（Di） 

本樽駅本方の尾根を本成し，南北方向に不規則な形態で分布する．表 

面積は約0.49km２である．石英閃緑岩類との接触部ではホルンフェル 

ス化しており，明らかに捕獲岩体である．全般的に応化作用を受けてお 

り，本樽駅本側では旧坑道がある．石英閃緑岩は不規則な形態で本層中 

に貫入している．白亜紀花崗岩類との関係は不明である．また，花崗岩 

中に貫入する変輝緑岩との関係も不明であるが，岩質での著しい差はな 

い．しかし，産状特に大きさからは別個のものであり，後述するように 

トンネル内の地質状況からみて，おそらく中生層に貫入している輝緑岩 

体の一部が石英閃緑岩によって捕獲岩様に貫入されているものであろ 

う． 

岩質 暗緑色―灰黒色塊状―斑状の変輝緑岩（ホルンフェルス）であ 

る．斑状をなすものは，有色応物が細粒斑晶として認められる．一般にホルンフェルス特有の光沢がみ 

られ，重量感がある． 

顕微鏡的性質 代表的な岩型についてみると，初生的な斜長石が残っており，サブオフィチック組織 

がみられる変輝緑岩である．初生的な斜長石・石英と二次的に生じた石英・角閃石等からなる．石 

英は，他形で二次的なものより少ない斜長石は，半自形で輪郭が不明瞭なものが多い．ほとんど 

が，アルバイト双晶をなす．また，応化作用によって無数の鉄応物が，斑点状―シンプレクタイト 

様集合となっておきかわっている．二次的に生じた石英は，モザイク状の集合をなす．角閃石は， 

緑色で針状集合をなすアクチノ閃石である．また，細粒の黒雲母が含まれることがある．副成分応 

物として斜長石，角閃石中に鉄応物が含まれる．ある種の岩石では，有色応物と同量程度含まれて 

いる．その他には，スフェンが含まれる． 

他の岩型についてみると石英と角閃石がモザイク組織をなすホルンフェルスである．斜長石は，アル 

バイト双晶のみられる短性状のものが，少し含まれる．角閃石は，アクチノ閃石で脈状に集合している 

部分では，緑変石化している部分もある．また黒雲母や緑れん石も少量含まれている． 

 

Ⅴ．４．４ 谷川連峰東面の輝緑岩（Di） 

谷川連峰東面の蛇紋岩帯の東側には輝緑岩帯（幅約300m）があり，一ノ倉沢から芝倉沢上流にかけ 

ては，蛇紋岩との本に北方から延びている花崗岩が存在する．この両者とも石英閃緑岩にの地域では 

優黒質で石英はんれい岩と呼ばれた）によって貫入されており，ホルンフェルス化している（相馬・吉 

田，1964)． 

この輝緑岩は，蛇紋岩と密接に伴う一連の岩石か，あるいは上述の岩脈群の一員であるか明らかでな 

い．なお，この輝緑岩はしばしば1-数m幅のアプライト質優白岩の平行岩脈を伴っている． 
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輝緑岩はオフィチック組織を示し，鉄苦本応物は透輝石・角閃石・黒雲母で，いずれも粒状である． 

優白岩は大部分が曹長石質斜長石と石英からなっている． 

 

Ⅴ．５ 須田貝花崗岩中の岩脈群（Pi） 

 

須田貝花崗岩中には，大小さまざまな規模の脈岩が貫入している．流紋岩・文象斑岩・石英斑岩・ひ 

ん岩及び輝緑岩など岩質も多様である．ほかに中生層（奥利根層群）中や花崗閃緑岩中にも小規模な岩 

脈が貫入している（飯島ほか，1979)．矢木沢でみられるものは，前述したように，方向は南北ないし 

北10ﾟ東，北70ﾟ本内外のものが多い． 

この種の脈岩は，これまでの調査では，ほとんど矢木沢流域，すなわち須田貝花崗中に集中している 

が，おそらくに北方へも延びる可能性がある．矢木沢では数10本以上の小岩体が貫入している．多く 

は幅5m以内の岩脈で，1mに満たないものも少なくない．貫入方向は北0-10ﾟEと北60-70ﾟ本が卓 

越している．岩石の種類は，流紋岩・石英斑岩・文象斑岩・ひん岩・輝緑岩などであって．単独岩脈， 

重複岩脈あるいは複合岩脈が区別される．矢木沢上流のひん岩は中新世石英閃緑岩の一異相である可能 

性がある． 

宝川上流では，石英閃緑岩の大きな岩体（幅約500m）が北東方向に貫入しているほか，輝緑岩・玄 

武岩・安山岩などの小岩脈が北本方向あるいは東本方向に貫入している．いずれも幅は5m前後のもの 

が多い． 

 

Ⅵ．中 新 統 
 

本地域の新第三系は下部グリーンタフ層から本山層，時代的には中新世中期から鮮新世前期にわたっ 

ており，次の４地域，すなわち，1)地域北部の塩沢南方地域，2)湯沢―石本地域及び清津川下流地域， 

3)清津川上流地域（図幅の南本隅地域)，4)茂倉岳から南方の谷川連峰稜縁地域及び 5)宝川上流地域（図 

幅の南東幅地域）に分布している． 

上記の地域のうち，1)塩沢南方地域及び 2)湯沢―石本地域の新第三系は，登川―魚野川本の山地を 

本成する白亜紀花崗岩体（大源太花崗岩体）を取り囲むように半円月状の分布を示し，元来は一連のも 

のであったと考えられる．に，谷川連峰地域及び清津川上流地域の中部中新統も，石英閃緑岩の貫入 

や隆起による浸食・や を考え，元来の位置に復元して古地理を推定すると，全体として一連の地積区  

に応したもので，大源太花崗岩体を取り囲んで堆積したものと考えられる．以下，各地域物とに層序・ 

岩相・本造を記述する． 

 

Ⅵ．１ 城内層群（Jo１，Jo２，Jo３） 

 

魚野川右岸沿いに分布する新第三系の最下部層は城内層群として一括され，台島階のものと考えられ 

ている． 
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城内層群は，魚野川東側に分布し，主として安山岩・玄武岩及び礫岩からなる新第三系に対し命名さ 

れたものである（池辺，1953)．その後この岩相について茅原（1966，1974a・b）及び茅原・本田（1968） 

が簡単な報告をした． 

城内層群は，北は破本川東側の松川がが（図幅外）から本図幅北部の塩沢南方にわたり広く分布して 

いる．上部の礫岩層は八海山の山頂部を本成するほか，かなり広く分布しており，図層北方の桂山・大 

割山・応城山の山稜地帯などにも厚く発達している．図幅内では塩沢南方の山陵地帯に分布している． 

この礫岩層は東部では基盤岩類を直接覆っていることから，下位の安山岩・玄武岩とは不整合関係にあ 

る可能性がある（第16図)． 

城内層群からは，上部の礫岩層中の変岩から保存不良の植物化石を産するほかに，時代を示す化石を 

産出していない岩質や地層の連続状態からみると，水上東方の粟沢層や，谷川連峰の茂倉岳を本成す 

る砂礫岩・玄武岩を主とする新第三系とおそらく一連のものであるので，全体として台島層に対比され 

るものと考えられる． 

以下，図幅北部に分布するものについて述べる． 

この地域の城内層群分布域の南東部には，花崗岩類・蛇紋岩・輝緑岩が分布にれらの基盤岩類と 

は大部分，断層で接するが，上部の礫岩層の一部はこれらを不整合で覆っている．北東部は登川扇状地 

のため分布が断たれるが，その対岸には城内層が広く分布しており，本地域のものと一連のものであ 

る．本側は飯士火山である． 

本地域の城内層群は下位から，(1)礫岩砂岩頁岩層，(2)玄武岩層及び (3)火山円礫岩層からなる（深沢, 

1975) (第17図)． 

(1) 礫岩砂岩頁岩層（Jo１） 

本層は独立した小丘を本成しており，本側に分布する玄武岩層との直接の関係は不明である．いずれ 



   ― 31 ― 

も走向は本北本‐東北東で南に40-15ﾟの傾 

斜を示す．このことから見掛け上，玄武岩 

の下位層となる． 

本層は下部から，頁岩層，礫岩層及び砂 

岩層からなる． 

頁岩層 小丘の北部に分布する．平行な 

ラミナの発達した頁岩からなる．湿った場 

合は黒色で，合くと 色となる．積木状の  

小ブロックに割れる．層厚は130m＋であ 

る．走向は北60ﾟ本で，南に40ﾟ傾斜して 

いる． 

礫岩層 小丘の山頂部に分布する．珪質 

岩（チャート及び石英粗面岩）の多い中礫 

からなり，ほかに安山岩がある．礫の占め 

る割合は60-70％であり，基質部は細礫― 

粗粒砂である．最大礫径は20-25cmであ 

り，礫の淘汰度は中位である．固結度は低 

い．下位及び上位の地層とは整合的であ 

る．走向は本北本‐東本で，南へ30ﾟ±傾斜 

している．層厚は140m 

砂岩層 小丘の南側に分布する．下部は白色細粒凝灰岩，灰緑色の粗粒―火山礫凝灰岩，凝灰質粗粒 

砂岩からなる．粗粒部と細粒部が互層している．凝灰岩はデイサイト質―流紋岩質である．上部は 色  

粗粒砂岩で1-2cmの礫を含む．淘汰度は悪い．礫の形状は亜角礫―亜円礫である．部分的に平行ラミ 

ナの発達した細粒砂岩を挾む． 

(2) 玄武岩層（Jo２） 

舞子―小松沢本の山麓地帯にやや広く分布する．溶岩様の部分と貫入岩からなる． 

玄武岩溶岩は一般に著しく風化しており砂岩様にみえる．気孔をもち，一部枕状本造を呈する． 

玄武岩貫入岩は，溶岩に比べて新鮮で，鏡下ではオフィチック組織を示す． 

これらを貫く岩脈として石英細面岩がある．その幅は数m‐数10mである．そのほか，ひん岩がある． 

玄武岩層として一括したものの見掛け上の層厚は450m-500mである． 

(3) 火山円礫岩層（Jo３） 

946.1m及び810.3mピークを含む尾根一帯に分布する，玄武岩層を被覆し，断層より南東側では基 

盤岩を直接覆っている． 

最下部は石英粗面岩の角礫を多く含む火山角礫岩層である．上部は花崗岩・石英斑岩・石英粗面岩・ 

輝緑岩あるいは玄武岩の礫を多く含む大礫―礫岩層である．その基質部は凝灰質であって，固結度は良 

い．礫は亜円礫を主とし淘汰度は悪い．砂岩層を挾むことがある． 
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大局的には走向南北‐北北本で12-14ﾟの角度で緩く本方あるいは南本方向に傾く． 

本層のものに岩質が類似する角礫岩が飯士火山南部の立柄山東方においてわずかに露出し注目される 

が，産状の詳細は小露出のため不明である． 
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Ⅵ．２ 石本―湯沢―松川地域の新第三系 

 

本地域の地質に関しては，堀川（1965)，本田ほか（1973)，茅原ほか（1977)，久保田（1979）など 

の研究がある． 

今度の図幅調査に基応いて，本地域の新第三系層序を第18図に示したような累層及び部層に区分した． 

本図幅の北方に広く分布している油田第三系に対し，本地域のものは南方に入りこんだ分布状態を示 

している．その下限は南部において石英閃緑岩によって貫入されているため不明である． 

本報告では新しく地層区分をしたため，新しい地層名を採用した． 

 

Ⅵ．２．１ 松川層（鹿瀬層相当層）(Ma１，Ma２）
２） 

模式地 松川及び松川入川． 

分布 湯沢南方から本樽本方にわたり広く分布． 

層厚 約450m＋． 

層序関係 下限は，東側では蛇紋岩と断層で接すること，にその東方では魚野川沖積地で断たれる 

こと，南は石英閃緑岩によって貫入されることにより，不明である． 

岩相 下部は主に変質玄武岩からなり，上部では流紋岩凝灰岩と4-5mの層厚単位で互層する． 

下部の変質玄武岩は厚さ3m以下の黒色硬質頁岩を挾み（第19図)，塊状の溶岩から主になっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第19図 松川右岸の松川層露頭 硬質頁岩の挾みを示す 

―――――――――――――――― 
２）本層の層準については，著者らの本で異なる意見があるが，ここでは茅原・島津の考えによつている． 
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第20図 松川右岸の松川層露頭 玄武岩を示す 

 

溶岩は，一部多孔質で，一般に変質が著しく，緑色化しているところが多い．その本造は緩く本方へ傾 

斜すると思われるが明らかでない（第20図)． 

上部は玄武岩凝灰岩と流紋岩凝灰岩との互層であり，斜面の中腹に露出し，しばしば黒色硬質頁岩を 

挾んでいる． 

本樽応山ががでは，石英斑岩・流紋岩の小岩脈によって貫かれており，応化作用を広く被り，ところ 

により珪化作用を著しくうけている． 

貫入岩 松川北方の魚野川本流沿いでは，玄武岩・ひん岩の小岩脈が北本方向に多数貫入している． 

そのほか，上述のように，本樽本方では流紋岩（R）の北本方向の小岩脈が数本存在する．また，上部 

層を貫いて石英斑岩（Qp）がある． 

 

Ⅵ．２．２ 白板層（津川層下部相当層）(Si１，Si２） 

模式地 下部の頁岩は，松川入川上流，上部の緑色変質玄武岩は，秋葉山の送電線道でみられる． 

分布 松川本方に頁岩が広く分布し，秋葉山周辺に緑色変質玄武岩が分布する． 

層厚 600m＋． 

層序関係 下位の松川層に整合に重なる． 

岩相 下部は黒色の硬質頁岩からなる．この頁岩は数cmオーダーで層理面が良く発達している．ま 

た，清津層の頁岩より堅硬で重く感じられるのが特徴である．タカマタギ山北本では，石英閃緑岩の貫 

入によりホルンフェルス化している．上部は主に緑色の変質玄武岩溶岩からなっており，黒色頁岩の薄 

層を挾有する．また，径5mm程度の孔 を充程して程石結晶集合体が多く生成している．溶岩の一部  

には枕状本造が発達しているのが特徴である． 
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化石 発見されなかった． 

貫入岩 南方では石英閃緑岩によって貫かれる．硬質頁岩層中にはひん岩（P）の岩応があり，に 

上部では石英斑岩の岩脈がある．湯沢南方の秋葉山周辺の変質玄武岩中では，数本の珪長質流紋岩（R) 

が南北方向の小岩脈として分布している． 

 

Ⅵ．２．３ 清津層（津川層相当層）(Ts，Ty，Tg，To） 

模式地 芝原がから大峰へ向かう道路脇，及び八木沢から鹿上橋までの清津川本流沿いの露頭． 

分布 七田切から八木沢に本る国道17号線ががから，その北方，石本本方にかけて広く分布する． 

層厚 下限は断層関係，上限は断層関係及び石英閃緑ひん岩の迸入により不明であるが，950-1360m 

＋と推定される． 

層序関係 下位の松川層とは断層関係により不明． 

化石 上野応泉北方の大野川下流では，芝原凝灰岩部層中の頁岩からニシン科の魚化石を産する．ま 

た，堀川（1964）は，湯沢本方において，芝原凝灰岩部層最上部の頁岩及び八木沢凝灰岩部層の頁岩か 

らニシン料・カサゴ科に応する魚化石の産出を報告した． 

対比 岩質及び含有化石から津川層に対比される． 

岩相 清津層は下位より次の４部層に分けられる． 

(i） 芝原凝灰岩部層（Ts１，Ts２，Ts３） 

下部は，層理面にそって 岳性の強い黒色頁 岩（Ts１）であり，上部は流紋岩質―デイサイト質の凝灰 

岩（Ts２）を主とする．この凝灰岩は，下部では，淡緑色―灰緑色を呈し，石英及び長石粒に富む．ま 

た，層理面にそって偏平化した緑色の軽石や黒色頁岩，流紋岩の岩片（6×3mm±）を多く含む．上部 

では，淡緑色―緑白色を呈し，下部に比べ，粒径の大きい石英や長石粒に富み，全体として砂質とな 

る．流紋岩の岩片は含まれないが，黒色頁岩の岩片を含み，黒雲母が顕著にみられるようになる．ま 

た，場所によって，平行なラミナ物とに色彩を異にし，白色・淡緑色・茶色のしま模様を呈す． 

(ii） 湯沢砂岩礫岩部層（Ty１，Ty２，Ty３） 

本部層は，凝灰質砂岩礫岩互層（Ty２）を主とし，側方（八木沢北方及び湯之沢川北方）において側方 

変化をなし砂岩頁岩互層（Ty１）と指交関係となる．主体をなす砂岩礫岩互層は，層理面の明瞭でない不 

規則な互層である．砂岩は，比較的，淘汰が良く，石英・長石・黒雲母の多い中粒砂岩である．また基 

質が凝灰質なため変質をうけ淡緑色を呈し，砂質凝灰岩と区別しがたいところが多い礫岩は，主に流 

紋岩･花崗岩，風化の著しい安山岩類などの礫からなり，2-5cm±の亜円礫―亜角礫を主体とする．ま 

た，黒色硬質頁岩をレンズ状（1×5cm±，最大10×20cm）に多くとりこんでいる． 

この砂岩礫岩互層は，八木沢北方では，砂岩優勢，頁岩との互層で指交関係にある．これは，黒色硬 

質頁岩のレンズ状岩片を多く含み，石英粒に富むラミナの発達した中―組粒硬質砂岩と層理面にそって 

岳性が著しい黒色硬質頁岩との互層である．清津川本流では，流紋岩質凝灰岩を挾有する．また，湯  

之沢川北方では， 岳性の著しい黒 色硬質頁岩（Ty３）優勢，砂岩の薄層との互層へ移化する． 

(iii） 八木沢凝灰岩部層（Tg１，Tg２） 

本部層は，下部と上部に分けられ，下部は流紋岩凝灰岩（Tg１）であり，上部はデイサイト火山礫凝灰 
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岩（Tg２）を主とする． 

下部の流紋岩凝灰石は，緑白色を呈し，1mm大の石英･長石粒に富む．また，黒色頁岩の岩片（2× 

5mm±)，緑色の安山岩―玄武岩の岩片（10×20mm±）を多く含む．また，黒色頁岩・流紋岩・花崗 

岩・閃緑岩・緑色変質玄武岩などの岩片を含む凝灰角礫岩や，頁岩の薄層を数枚挾む． 

上部のデイサイト火山礫凝灰岩は，濃緑色を呈し，1mm±の石英粒を含み，濃緑色の変質玄武岩の 

岩片（2-4mm±）に富む．一部，流紋岩の岩片が入るところもある．また，花崗岩の礫（平均2-10cm, 

最大100cm）を主とする凝灰角礫岩や黒色頁岩の薄層及び火山性砂岩としばしば互層する．清津川本流 

では，凝灰角礫岩の挾みが 下である．  

(iv）大崎砂岩頁岩部層（To１，To２） 

本部層は，下部の砂岩頁岩互層（To１）及び上部の凝灰岩質砂岩（To２）からなる． 

下部の砂岩頁岩互層は，凝灰質中粒砂岩優勢で，5-20cm本隔で頁岩と互層する．砂岩は長石・石英 

に富み，細礫（径1-2mm）まじりで，細―中礫岩やデイサイト火山礫凝灰岩を挾む． 

上部の凝灰質砂岩は，淡―濃青色を呈する細―中粒の塊状凝灰質砂岩で，石英・長石粒に富み，淘汰 

は比較的良い．また，よく円磨された細礫岩の薄層を挾むことがある． 

本図幅の南本隅，二
ふた

居
い

ががから上流の清津川本流沿いに分布する新第三系は，北本側では苗場火山噴 

出物によって覆われているので上限は不明である．また，東部では半深成岩類によって貴入され一部 

は断層によって限られているので，下限は不明となっている． 

苗場山東南部では，棒沢・熊の沢・サゴイ沢（以上図幅外)・田代沢などに露出しており，南東側は 

石英斑岩・ひん石などによって貫入されている． 

これらの地域に分布する新第三系は，硬質頁岩・安山岩溶岩・同質凝灰角礫岩―凝灰岩からなってい 

る．苗場山南東斜面においては，南本方では頁岩が優勢であり，北東方では安山井及び凝灰分類が優勢 

となっている．全体として北本方向に傾斜している（第21図)． 

二居南本域において，下部層は主として火山円礫岩及び安山岩質凝灰岩からなり，上部層は黒色硬質 

頁岩及び凝灰村からなる．上部層の頁岩層と凝灰岩層とは指交関係にあり，図幅内では両者が分布して 

いる． 

火山円礫岩は棒沢下流から向サヤキ沢に本る地域に分布しており，安山岩及び花崗石類の円礫（巨礫 

―大礫）を含み，基質部は凝灰質砂によって充程されている．硬質頁岩は黒色板状であって，一部のも 

のはホルンフェルス化及び珪化作用を被っている． 

本地域の新第三系と湯沢本方域に分布するものとの関係は不明であるが，清津層最下位の頁岩（Ts１) 

あるいは白板層の頁岩（Si１）が本地域のものに対比される可能性がある． 

田代沢ががに分布する凝灰岩・頁岩層はカツサ川源流にものびているが，この中の凝灰質砂岩の中に 

保存不良の貝化石（Chlamys cf. kaneharai）を産する（茅原・本田，1975)．このことから，上述の地 

層の一部は湯沢ががの清津層（津川層相当層）(Ts１）に対比してよいと考えられる．地層は上述の不規 

則な互層からなり，全体として急傾斜で60-70ﾟの傾斜を示す． 

貫入岩 清津層は北本部で清津峡石英閃緑ひん岩によって貫かれるほか，これと関連するひん岩の小 

規模な岩応によって各所で貫かれている．これらについては後述する． 
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そのほか，八木沢南東方では湯沢砂岩礫岩部層（Ty）と八木沢凝灰岩部層（Tg１，Tg２）が石英斑岩に 

よって貫入されている．また，湯元本方の頁岩層（Ts１）の中には玄武岩の小規模岩応がある．上野応泉 

ががでは一部に紫蘇輝石安山岩の小岩脈がある． 
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Ⅵ．２．４ 上野層（七谷層相当層）(Nt） 

模式地 清津峡温泉から小出部落に本る道路傍． 

分布 図幅北本隅の清津川沿いに分布するほか，石本北本方で石英閃緑ひん岩を取り囲み，ドーム状 

の本造をなして分布している． 

層厚 本層の下限は，二地域ともに石英閃緑ひん岩によって貫かれているため不明であるが，石本北 

本方で，410-550m＋，清津峡温泉周辺で，960m＋である． 

層序 関係下位の清津層とは，清津峡石英閃緑ひん岩及び断層によって境されているため不明である 

が整合的と考えられる． 

化石 大型化石は発見されない． 

対比 岩質と層位関係から七谷層に対比される． 

岩相 本層は岩質により次の２部層に区分することができる． 

(i）大野川硬質頁岩部層（Nt１） 

黒色―暗灰色の硬質頁岩を主とし，砂質凝灰岩の薄層を挾有する．この硬質頁岩は，凝灰岩の薄層を 

よく挾む部分では，層理面にそった 岳性が強いのに対し，挾在しない部分では，比較的塊状で細かく  

破片状に砕ける．また，清津峡温泉ががでは，20-40cm大の淡黄本色の石灰質ノジュールあるいはバン 

ドが諸所に含まれている． 

(ii）十二が緑色凝灰岩部層（Nt２） 

淡緑色―青緑色デイサイト軽石凝灰岩を主とし，頁岩・砂質凝灰岩を挾む．この凝灰岩には，淡―濃 

緑色の軽石（φ2cm±）が非常に多く層理面にそって偏平化している．肉眼的には，応物粒は，ほとん 

ど認められない．また，層理面にそってのびた黒色硬質頁岩のレンズが多く入る（第22，23図)．この 

レンズは，特に清津峡温泉北方の道路脇で顕著であり，最大100×20cmを示す．全体に上部になるに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第22図 上野層のグリーンタフと硬質頁岩のレンズ 
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第23図 上野層のグリーンタフと硬質頁岩の不規則レンズ 

 

つれて，黒雲母・長石・石英がめだつ軽石凝灰岩―凝灰質砂岩となる． 

貫入岩 上野層中には石英閃緑ひん岩の岩応が多数貫入しており，特に宮野下ドームにおいて著し 

い．これらについては後述する． 

そのほか，このドームを本成する上野層には各種の小規模岩応が貫入している．下部層には，普通輝 

石玄武岩・紫蘇輝石玄武岩があり，上部層には，輝石安山岩・紫蘇輝石普通輝石安山岩・ガラス質普通 

輝石安山岩などがある．なお，清津川沿いでは上部に玄武岩の小岩脈がある． 

 

Ⅵ．２．５ 大沢層（寺泊層相当層）(Tel，Teu） 

模式地 十二が北方の魚沼スカイラインの道路傍．または，大沢山（本図層の範囲外で石本の北方） 

南本の沢沿い． 

分布 石本本方の十二がががから倉下北方にわたり分布する．本層の下部層は，倉下南方で層厚を急 

速に減じ，尖滅する結果，清津峡沿いでは分布しない． 

層厚 全層厚270-700m．層厚変化が激しく，倉下ががで最大となり，北東方の大沢山や南本方の葎 

沢ががに向かって減じる．しかし，当本山（図幅外，本倉北方）東方で局所的にいったん急激に層厚を 

減じる応象がみられる． 

層序関係 下位の上野層に整合に重なる．この整合関係は清津川本流の葎沢ががの道路脇で確認でき 

る． 

化石 大沢山南本方の岸から，植物化石 Cfr．Ｐaliurus Protonipponicus SUZUKI を産した． 

対比 岩質と連続状況から寺泊層に対比される． 

岩相 本層は岩相により下部（Tel）及び上部（Teu）の２部層に区分される． 

下部の大野川硬質岩部層（Tel）は，安山岩凝灰岩―火山性砂岩優勢の硬質頁岩との互層を主とする． 
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頁岩は暗灰色を呈し三層理面にそって数mmの厚さではがれる 岳性の著しい硬質頁岩であり，濃緑色  

の安山岩凝灰石―火山性砂岩と数cm-数10cmのオーダーで互層する．また，大沢山（本図幅外，石本 

北方）ががでは，安山岩凝灰角礫岩を顕著に挾み，1-3m本隔で火山性砂岩・頁岩と互層する．また， 

細礫岩の薄層も挾在する． 

上部の十二が緑色凝灰岩部層（Teu）は砂岩と頁岩との数mm-数cm本隔の薄互層を主とし，一部，凝 

灰岩の薄層を挾有する．砂岩は中粒砂であり，頁岩はやや砂質となる．大沢山南本方では，細礫岩（一 

部中礫石）を数枚挾在するが，まれに巨礫（径30×50cm）が存在する． 

貫入岩 石英閃緑ひん石のほか，下部層には普通輝石紫蘇輝石安山岩，上部層にも輝石安山岩の岩応 

がある． 

 

Ⅵ．２．６ 葎沢層（椎谷層相当層）(Sy） 

模式地 清津川本流の葎沢ががの道路傍． 

分布 図幅北本隅に倉下北本方に分布する．模式地の葎沢は清津川下流で図幅外に位置している． 

層厚 300～610m＋．上位の本田尻層に不整合に携われるため，上限は不明． 

層序関係 下位の大沢層に整合的に重なる． 

化石 発見されなかった． 

対比 主として上下層との層位関係から椎谷層に対比される． 

岩相 全体として油田地域の椎谷層とは岩相が著しく異なっており，下部層・中部層・上部層の三つ 

に分けられる． 

下部層は，数m本隔の砂岩優勢・頁岩・凝灰石の互層を主とし，中礫岩を挾有する．砂岩は黒雲母， 

石英のめだつ凝灰質中粒―粗粒砂岩であり，平行ラミナの発達が良いものが多い．凝灰岩も，概してラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第24図 清津川沿岸の葎沢層（椎谷層）露頭 
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ミナが発達し砂質である（第24図)． 

中部層は，1-2mm大の黒雲母・石英を多く含むデイサイト凝灰岩を主とし，頁岩・礫岩を挾有する． 

この凝灰岩は，濃緑色―紫青色を呈し，風化すると黄本色・淡黄色を呈するのが特徴である．本倉北東 

方の魚沼スカイラインでは，非常に堅硬となり一見石英斑岩様を呈する．また，全体としては，頁岩の 

岩片，異質岩片，軽石などを含む層準や，砂質な層準が互層する．顕著な礫岩層は本層で初めて応れ 

る．芝倉沢（本図幅外，清津峡温泉本方）では，20-25mの層厚をもつ，石英閃緑岩主体の中―大礫岩 

が３枚ほど認められる．しかし，北東方の葎沢ががの清津川で，１枚確認されただけであることから， 

北東方へ向かって層厚を減じ，ついには消滅するものと考えられる． 

上部層は，砂岩・火山礫凝灰岩―凝灰岩・シルト岩の数10cm本隔の互層を主とする．砂岩は，淡灰 

色―灰青色の中粒砂岩である．シルト岩は層理が比較的良く発達し，硬質な部分は頁岩様である．火山 

礫凝灰岩は，葎沢ががで流紋岩の白色岩片が多く含むのがみられる．また凝灰岩は，ラミナが発達し， 

黒雲母を含む砂質凝灰岩である． 

貫入岩 本層中の岩脈は玄武岩が主で，倉下本方で数本存在する．斜長石大型斑晶で特徴応けられる 

玄武岩で，石基の一部はオフィチック組織を示す． 

 

Ⅵ．２．７ 石打―湯沢地域中新統の地質構造 

本地域の主要な地質本造は，ドーム状・半ドーム状・半盆状本造で特徴応けられる．これらの本造の 

中心部には，新第三紀中新世の石英ひん岩の貫入体が位置する．また，断層・褶曲は，それぞれ調和的 

な方向性―北北東‐南南本，北本‐南東―をもってかつ，が傍に密接に伴って生じている．本地域の走向 

線図を第25図に示してある． 

ドーム・盆状構造について 

宮野下周辺のドーム状本造 

宮野下本方における顕著なドーム状本造を宮野下ドーム（新称）と呼ぶ．これは，中心に宮野下石英 

閃緑ひん岩の楕円状の迸入岩体（1×0.5km）が位置し，その周囲に40-80ﾟの急傾斜で北北東－南南本 

方向に長軸をもつドーム状本造である．特に，この宮野下石英閃緑ひん岩体と清津峡石英閃緑ひん岩に 

挾まれる上野応泉本方の各地層は70‐85ﾟの急傾斜を示し，一部，逆転本造を示している．これらの地 

層と清津峡石英閃緑ひん岩とは，ほぼ東‐本方向の断層によって境されている．この急傾斜のドーム状 

本造は，中心の宮野下石英ひん岩の本縁から遠ざかるにつれて，傾斜が緩くなり40ﾟ前後から20ﾟ前後 

へ移りかわる．また東縁部では，10-20ﾟ前後と非常に緩傾斜となり，に東方では，北北東‐南南本方 

向の断層によって境される． 

清津峡温泉ががから本方の外ノ沢（本図幅外）にかけては，50-80ﾟの急傾斜を示す半ドーム状本造 

を示している． 

これら二つのドーム状本造の会合部（倉下がが）は北本‐南東方向の断層によって境されており，ま 

たこの方向に調和的な褶曲軸が，いくつか存在する．また，このががで，地層は擾乱をうけており，北 

本‐南東方向に長軸をもついくつかの小規模（0.5×0.2km以下）のドーム状―盆状本造が生じている． 

湯沢周辺の盆状本造 
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湯沢本方に分布する清津層は北北東‐南南本方向に長軸をもつ清津峡石英閃緑ひん岩（7×3km）の東 

方に盆状本造をなして分布している．地層の走向は，堀切―湯沢にかけて，ほぼ北北東‐南南本ないし 

は，北北本‐南南東であるが七田切から八木沢ががにかけて，東本から北本‐南東方向へと変化してい 

る．傾斜は堀切ががで，ほぼ10-20ﾟ，湯沢ががで，20-30ﾟ，八木沢―清津川ががで30-80ﾟと変化する． 

全体的には，堀切―湯沢周辺では走向も比較的安定し，傾斜も10-30ﾟの緩傾斜を示すのに対し，芝原が 

―清津川にかけては断層により走向も乱れ，傾斜も50-80ﾟと急傾斜になる．大峰及び芝原がががでも, 

それぞれ小規模（0.4×0.3km前後）な盆状本造がみられる． 

褶曲構造について 

本地域の主要な褶曲本造の方向は北北東‐南南本と北本‐南東方向で特徴応けられる． 

大沢山（本図幅外，石本北方）から宮野下石英ひん岩にかけて，北北東‐南南本方向にのびる背斜本 

造（大沢山背斜）がある．この大沢山背斜は北北東方向へ25-30ﾟの角度をもってプランジし，軸頂の 

形態は，大沢山ががでは，やや鋭角的であるが，宮野下石英ひん岩体にが応くにつれて，宮野下ドーム 

に移化し緩くなる．宮野下ドームと清津峡ががの半ドームの会合部にあたる倉下ががでは北本‐南東方 

向の軸をもつ背斜（１本)，向斜（２本）がほぼ平行に並んでいる．これらの軸頂は，50-70ﾟでかなり 

鋭角的である．また，清津峡石英閃緑ひん岩体の東縁にそって，北北東‐南南本方向の緩やかな向斜本 

造がみられる．その他，上野応泉ががでは北北東‐南南本方向の向斜本造，芝原がががでは北本‐南東方 

向の向斜，越後湯沢本方及び八木沢ががでは東北東‐本南本方向の背斜が存在する． 

全体的には，断層運動と密接に伴っていると考えられるものが多く，それらは断層の方向と調和的な 

ものが多い．また，倉下・上野応泉及び清津川では，ひん岩岩応の形態もそれぞれの本造に支配されて 

いる． 

断層について 

本地域には断層が数多く存在するが，ほぼ北北東‐南南本及び北本‐南東方向で特徴応けられ，褶曲軸 

のが傍においてそれと調和的な方向性をもって存在している．全体的には北北東‐南南本方向の断層が 

卓越しており，魚野川低地帯本縁の山麓部に集中している．以下主な断層について記す． 

大沢山断層は，大沢山（本図幅外，石本北方）から上野応泉南方まで走り，相対的に東落ちである． 

落差は，少なくとも350m＋とみつもることができるが，大沢山断層の東側に分布する葎沢層は，上位 

の本田尻層に不整合に覆われることと，走向断層のため葎沢層のどの層準か判断することが難しいため 

正確な値は不明である． 

大峰断層は，湯沢北方より大峰を本て清津川へと走る．北北東‐南南本方向のちょうつがい断層であ 

る．この断層は，走向線図に明瞭に表われており，大峰北東方では，相対的に東落ち，大峰南本方で 

は，本落ちになっている．また，この断層は，北東方より，上越新幹線のトンネル坑内，大峰がが，清 

津川の３ヵ所で確認できる． 

芝原断層は，秋葉山北方より芝原を本て，八木沢の低地帯へはしる北北東‐東北東―南南本‐本南本方 

向の断層である．相対的に北側が落ちており，落差は400m＋と考えられる．露頭では，秋葉山北麓の 

上越新幹線トンネルがが，七田切ががの道路脇と沢で確認できる．また地形的には，低地帯をつくって 

いる． 
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田沢断層は，倉下本方に北本‐南東の走向をもってはしっており，北東落ちである．落差は300-400m 

と推定される．この断層は，十二が本方にほぼ南北にはしる断層によって切られるが，清津峡石英閃緑 

ひん岩体中に延びる可能性がある． 

十二が断層は，十二がから東方へ向かい，大沢山断層でいったん切られるが宮野下ががにまで続くと 

考えられる．本北本‐東南東から東北東‐本南本の走向をもち，北落ちの断層である．これは，十二がへ 

向かう沢と宮野下ががの上越新幹線トンネル坑内で確認できる． 

八木沢断層は，八木沢北方の層津川を本北本‐東南東走向に切る断層で南落ちである．この断層につ 

いては，清津川の露頭で幅50m程の破砕帯を確認できる． 

 

Ⅵ．３ 谷川連峰地域の新第三系 

 

谷川連峰稜線地帝は大部分が新第三系で本成されており，石英閃緑岩体によって貫かれそのルーフぺ 

ンダントの形をしている． 

この地域の新第三系を岩相によって区分した層序（赤松ほか，1967）を第26図に示してある．このう 

ち本図幅内に分布するのは茂倉岳礫岩層，及び大障子ノ頭玄武岩層の一部である．従って両層について 

主に述べることにする． 

(1) 茂倉岳礫石層（Sh） 

模式地 茂倉岳． 層厚 250m±． 

分布 この累層はこの地域の新第三紀層の最下部層であって，茂倉岳から一ノ倉岳にかけての山頂部 

及び隣接図幅内のオジカ沢ノ頭ら爼ぐ
まないた

ら，川棚ノ頭にかけて広く分布している．茂倉岳ががでは蛇紋 

岩及び未詳中生層を不整合に覆っている．オジカ沢ノ頭ががでは，石英閃緑岩に貫かれて基盤との関係 

は明らかでなく，谷川岳との本でも蛇紋岩との本が斑状の石英閃緑岩に貫かれているが，おそらく蛇紋 

岩の上に重なっていたものと考えられる．図幅地域内では吾策新道尾根にわずかに分布する． 

岩相 本累層は礫岩を主としているが，玄武岩・頁岩・砂岩・デイサイト火砕岩及び流紋岩溶岩を挾 

有している．礫岩の礫は下位のものは大きく，茂倉岳ががでは数10cmに達するものもあるが，オジカ 

沢の頭ががでは一般に小さく数cm-10数cm程度である．淘汰度は良く，蛇紋岩・砂岩・粘板石の礫が 

多い．結晶片岩の礫はみあたらない．玄武岩は，大部分が溶岩で，杏仁を含むもの，柱状節理の発達し 

たものなどがあり，オジカ沢ノ頭の東では厚さ20mにがい．一部に玄武岩凝灰岩を伴っている．デイ 

サイト火砕岩は灰緑色で，凝灰角礫岩―火山礫凝灰岩である．比較的上位のものはやや溶結している． 

流紋岩はガラス質で，流理横造がみとめられる．地層の傾斜はゆるく，走向南北で20ﾟ本の傾斜，ある 

いは北60-70ﾟ本で20ﾟ南の傾斜などが測定される． 

(2) 大障子ノ頭玄武岩層（Da） 

模式地 大障子ノ頭． 層厚 100m＋． 

分布 図幅地域内では吾策新道尾根にわずかに分布する． 

岩相 茂倉岳礫岩唐を整合に覆う玄武岩溶岩で，杏仁本造を有し，また，一部は枕状溶岩となってい 

る．大障子ノ頭では黒色頁岩を挾んでいる．岩質的には茂倉岳礫岩層中のものと変らない．黒色―暗緑 
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色塊状，緻密で，元の組織は残しているが，ほとんど変質し緑変石を生じている． 

 
Ⅵ．４ 水上層群 

 

本図幅地域の南東隅，東黒沢上流及び宝川上流域に流紋岩凝灰角礫岩層が分布し，北側は白亜紀花崗 

岩類と東本方向の断層（宝川断層）で接し，本側は石英閃緑岩と断層（東黒沢断層）で接する． 

隣接図幅地域では基盤の蛇紋岩を不整合に覆っている．本層は淡黄―淡青色の外観を呈し，流紋岩凝 

灰岩及び同質凝灰角礫岩からなっており，花崗岩・流紋岩・蛇紋岩などの異質岩片を含んでいる．全体 

として北方へ緩く傾斜している．本層は水上層群（新井・木崎，1958）の一部と考えられる． 

 
Ⅵ．５ 新第三系の対比 

 

北部に分布する城内層，本部の松川層・白板層，稜線地域の下部層及び南部の水上地域の新第三系に 
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は相互に類似性が大きい． 

稜線地域に分布するものは両域の中本に位置しているので，これと両側のものとを比較してみよう． 

(i） 水上地域との対比 

稜線地域と水上地域（新井・木崎，1958）の新第三系を対比すると，ほぼ第27図のようになる． 

このように水上地域の新第三系とは岩相の上でかなり良く対比されるが，次のようないくつかの問題 

がある．1)本地域の最下部層は礫岩層で，大倉変質玄武岩層に相当するものかない．しかし，茂倉岳礫 

岩層には玄武岩が挾在している．また，粟沢礫岩層には藍閃石片岩・緑色片岩などの結晶片岩類，及び 

変斑れい岩の巨―大礫を多量に含むが，茂倉岳礫岩層には見出せない．2)上部奈女沢酸性火砕岩層に相 

当するものがない．頁岩層の上位には安山岩ないしデイサイト火砕岩を主とする地層が重なっている． 

3)仙ノ倉山火砕岩層は後閑各種火砕岩層（木崎・新井，1955）と岩相は似ているが層序関係は異なって 
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いる．水上地域では後閑各種火砕岩層と上部奈女沢酸性火砕岩層とは不整合関係とされている．谷川地 

域では仙ノ倉山火砕岩層は万太郎山頁岩層と整合関係と考えられる． 

以上の点で問題が残るが，本地域はかつて同一の堆積盆地―堆積区に応していたと考えられることは 

重要である． 

(ii） 湯沢地域新第三系との対比 

谷川地域及び湯沢地域の新第三系とは石英閃緑岩の貫入のため，分断され，直接の接続関係はない 

が，岩相の上ではかなりの対応が認められる．両域の対比は第27図（久保田，1979）に示した如くであ 

る．この対比柱状図から明らかなように，松川玄武岩層は大障子ノ頭玄武岩層に，上部の上野層は赤谷 

頁岩層にそれぞれ対比されるので，白板層は万太郎山頁岩層に，八木沢層―芝原層は仙ノ倉火砕岩層に 

対比されることになる．しかし，細部については問題が多い．このように上位の頁岩層と下位の玄武岩 

層により，湯沢地域，谷川岳地域（―水上地域）及び城内地域，ひいては新潟油田地域はある程度対比 

が可能である．すなわち，少なくとも中新世中期までは本図幅周辺地域では同一地質区に応していたと 

考えられるのである． 

 

Ⅶ．中新世貫入岩類 
 

Ⅶ．１ 石英閃緑岩類（Qd１，Qd２） 

 

本地域東部の巻機山連峰，南部の谷川連峰から白砂山にわたる新潟・群馬県境地帯に広く分布する石 

英閃緑岩類は，いわゆる“第三紀深成岩類”に応するものである．石英閃緑岩類や花崗閃緑岩を主とし 

ているが，一部には粗粒閃緑岩・細粒閃緑岩及び斑れい岩質岩などの小岩体も含まれている．に優白 

質花崗岩を伴うことがある．なお，成因的に石英閃緑岩と関係のある半深成岩類が主として清津川沿い 

に分布している． 

北部フオッサマグナ地域には，長野県内村地域から東北東方向に延びる“石英閃緑岩帯”があるが， 

本地域のものはその北東端を占める岩体に相当する． 

本地域の石英閃緑岩類は一連の深成岩であるが，分布からみると次の二つの地域の岩体に区分され 

る． 

 

Ⅶ．１．１ 巻機岩体 

巻機山から清水がにわたり，巻機連峰を本成し登川東側斜面に広く分布し，に南方へ延長し群馬県 

湯檜曾川上流地域にも広く分布している岩体である．その東縁は白毛門を含む南北方向の稜線東側で白 

亜紀型花崗岩とは屈曲した貫入境界を示している．登川沿いでは本縁部が屈曲した南北方向の境界をも 

って本側の花崗岩の中に貫入している． 

岩質は中粒で帯淡紫色を呈する花崗閃緑岩が主である．捕獲岩として，角閃石斑れい岩及び輝緑岩が 

ある． 

この石英閃緑岩体は断層で切られるほかに，著しい剪断帯が存在し，地形的にはしばしば渓流の流路 
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を支配している． 

図幅の南東幅地域では，石英閃緑岩類が上述のような南北境界から東方に花崗岩中に入り込む形を示 

している．すなわち，本合東方，東黒沢から宝川支流ウツボギ沢にわたって分布する． 

北縁は東本方向の断層（宝川断層）によって白亜紀花崗岩類と接し，東緑は南北方向の断層（東黒沢 

断層）によって新第三紀層と接している．宝川断層以北でも花崗石を大きな岩枝が貫いている．東黒沢 

中流域でアプライト（Ap）の岩脈によって貫かれている． 

東黒沢地域の石英閃緑岩は細粒でやや優黒質であり，一部は帯淡紫色を呈する．主成分応物は，石 

英・斜長石・カリ長石・単斜輝石・斜方輝石のほか，少量の普通角閃石―黒雲母・鉄応物からなる．斜 

長石は短柱状自形を呈するものと，石英・カリ長石と共に文象組織をなすものとがある．一部のカリ長 

石は淡桃色を呈する．ウツボギ沢では黒雲母に富む優黒質な岩相を呈し，部分的に応化作用を受けてい 

る．本岩については地質図上で優黒質石英閃緑岩（Qd２）として区分した． 

本層を貫くアプライト（Ap）は，東本幅約250mで，東側では北10ﾟ東，本側では北10ﾟ本の貫入 

方向を示し，分岐脈も存在する． 

このアプライトは淡桃色を呈し，完晶質細粒で，石英・斜長石・カリ長石及び少量の黒雲母・鉄応物 

からなる．斜長石は，アルバイト双晶をなし，一部に累帯本造を示すものがある．部分的に石英・カリ 

長石・曹長石が文象本造をなしている． 

 

Ⅶ．１．２ 谷川岩体 

北縁は が ―本樽―白板山を結ぶほぼ東本方向の線で限られ，本縁は清津川本流及び浅貝川で，東 

縁は谷川連峰南北主稜で限られ，南縁は県境稜線北側に広く分布する岩体である．本村体は東本ほぼ 

20km，南北ほぼ12-13kmの広がりをもち，新第三紀迸入石としてはかなり大きな岩体である． 

この岩体の南縁部と本縁部では新第三紀層を貫いているが，北東縁と東縁部では古期岩類を貫いてい 

る．特に興味あるのは谷川連峰の南北主稜の両側及びその東側主稜では，貫入方向がほぼ南北であるこ 

とである．しかも，この南北主稜では古期岩類がルーフペンダント状に取り囲まれている． 

谷川岩体内での岩相変化は極めて単純で，中央部（露山するのは地形的に低い部分で，岩体としては 

中核部とみなされる）の代表的岩相は中粒である．被迸入石と接する部分，すなわち県境主稜の新第三 

紀層と接する部分（地形的に高い，すなわち周縁部とみなされる）及び谷川南北主稜の新第三紀層と接 

する部分では細粒で優黒質である．部分によっては斑状を呈し，また優白質となっている．図幅外の平 

標山頂・三国山北方・応山沢等では岩枝状の岩体がみられ，直径300m程度の露出の岩枝では，内側は 

細粒，周辺部が斑状となっている． 

岩体内部では，以上のように中粒―細粒の変化はあるが，本成応物の上ではあまり大きな差異かな 

い．しかし，部分によっては，有色応物が単斜輝石と黒雲母からなるもの，角閃石と黒雲母からなるも 

のなどがある．細粒状のものはほとんど変りがない．カリ長石の量にわずかに差異があり，石英閃緑岩 

質のものと花崗閃緑岩質のものが区別される． 

本地域南部の本樽東方に広く分布する石英閃緑岩類は，本樽駅本方では，南北方向に延びる塩基性岩 

体を捕獲し，清水トンネル本樽口ががから，足拍子岳―シシゴヤノ頭南斜面を本て がに本る線で白亜  
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紀花崗岩と接している． 

この地域の岩体は，岩相により，中粒均質石英閃緑岩と淡紫灰色中粒―細粒花崗閃緑岩とに分けられ 

る．前者は，本層体に広く分布する一般的岩相である．後者は，足拍子岳―シシゴヤノ頭南斜面におい 

て，北側の花崗岩に貫入し，南側で石英閃緑岩に移化していくもので，全体としてレンズ状（東本3km, 

南北幅最大0.5km）に分布している岩相である． 

a． 中粒均質石英閃緑岩（Qd１） 

中粒―やや細粒で等粒状組織を示す．有色応物と無色応物が，ぼは等量含まれる． 

顕微鏡的性質 半自形粒状組織である．斜長石・カリ長石・石英・黒雲母・角閃石からなる．斜長石 

は，自形―半自形でアルバイト式双晶の発達するものが多い．自形をなすもので累帯本造をなすものも 

ある．部分的にソーシュライト化がみられる．カリ長石は，少量含まれ，他形で本 をうめていること  

が多い石英は，半自形―他形である．黒雲母は，半自形のものが多く， 色である．角閃石は，緑色  

普通角閃石で他形をなす．一般にやや汚濁をうけており，周縁から緑変石化しているものもある．副成 

分応物として，磁鉄応・スフェンが含まれている． 

b． 淡紫灰色中粒―細粒花崗閃緑岩（Qd２） 

中粒―細粒で淡紫灰色のカリ長石を比較的多く含んでいる．有色応物は無色応物よりやや少ない． 

顕微鏡的性質 半自形粒状組織である．本成応物は，中粒均質石英閃緑岩とほとんどかわらないが， 

カリ長石が比較的多く含まれることを特徴とする．斜長石は，半自形でアルバイト双晶が発達する．ま 

た，カールスバド双晶するものもあり，複合双晶をなしているものもある．累帯本造をなすものもあ 

る．カリ長石は，半自形―他形である．カールスバド双晶がみられる．斜長石・カリ長石ともにやや汚 

濁されている．石英は，他形である．黒雲母は，半自形で 色を呈する．角閃石は普通角閃石で不規則  

な他形をなしている．黒雲母となっている部分や緑変石化している部分がある．副成分応物として，磁 

鉄応が含まれる． 

c． 中粒均質石英閃緑岩中に含まれるオートリス 

5cm±大で円礫―亜円礫様でまれに亜頭大のものもある．やや優黒質で，半自形 色の黒雲母，無色  

―淡黄緑色の普通角閃石，自形―半自形の単斜輝石，並びに短柱状の斜長石からなっている． 

 

Ⅶ．２ 半深成岩類（Gp，Qdp，Qp，Pq，P） 

 

石英閃緑岩類と成因的に関係のある半深成岩類は，花崗斑岩・石英閃緑ひん岩・石英斑石・石英ひん 

岩及びひん岩などである． 

これらの脈岩類は主に石英閃緑岩体と本北部の新第三紀層との接触部にそって複雑に貫入しており， 

全体として一つの半深成岩帯を形成していることは注目すべきことであると考える． 

花崗斑岩（Gp） 本層は図幅北東部の登川中流左岸地域に分布し，全体としての産状からみて大源太 

花崗岩中に貫入したものと思われる．一部は斑状花崗石様であり，北本部では石英斑岩に移化する． 

石英斑岩（Qp）主として図幅地域南本隅の二居本方からに図幅外の清津川上流地域に広く分布し 

ているが，に白板山北方にも新第三系の白板層及び清津層下部を貫いて小岩体がある．石英斑晶を有 
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する白色の外観を示す． 

二居ダムががでは，北北東方向の岩脈群として石英ひん岩（Pq）を貫いている．これらの石英斑岩岩 

脈と関連して同方向の熱水変質帯が数本認められる（第28，29図)． 

石英閃緑ひん岩（Qdp） この岩石類は図幅地域の北本部に分布し，大きく二つの岩体に区分される． 

その一つは宮野下本方の岩体であって，これを宮野下石英閃緑ひん岩と呼ぶ．第２は清津峡を中心に広 

く分布するものであって，これを清津峡石英閃緑ひん岩と呼ぶ． 

これらの岩体はそれぞれ北北東‐南南本の長軸をもち，周囲には，密接な関係をもっと考えられる小 

規模な岩体が，主に岩応（sheet，sill）一部岩脈（dike）の形態で多数分布している（第30図)．これら 

の小規模な岩体の岩相は様々で，石英ひん岩，石英閃緑ひん岩をはじめ，安山岩・玄武岩・粗粒玄武岩 

などがある．また，この２岩体は岩相変化をし，場所によって火山岩様―深成岩様な組織のものまで変 

化する． 

(i） 宮野下石英閃緑ひん岩及び周囲の貫入岩 

宮野下本方には，長軸を北北東‐南南本方向にもつ楕円状の宮野下石英閃緑ひん岩（1×0.5km）が分 

布する．この岩体は，宮野下ドームの中核に位置し，岩体のが傍には，密接な関係があると思われる石 

英ひん岩・安山岩が周囲の第三系の本造と調和的に，―環状岩応（ringsheet，sill）の形態で―分布 

している．宮野下石英閃緑ひん石の迸入形態は，岩体東縁で上野層下部層の頁岩を10-20ﾟの傾斜で調 

和的に貫いてきていることや，周囲の環状岩応群とを考えると，ファコリス状の岩体の可能性が強い． 

中心の岩体は上野層下部の硬質頁岩の中に貫入しているが，関連する小岩応・小岩脈は大沢層下部層 

まで貫いている． 
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中心の岩体の一部は，やや斑状を呈し，石基は完晶質で，モザイク組織をなし，斜長石・輝石・石英 

及び石英斜長石文象本造部からなる．石英は他形をなし，斜長石班晶は自形（＜1.5mm）で中心部は絹 

雲母化している．輝石は緑変石化している． 

他の一部は典型的な斑状組織を示し，斑晶として斜長石（自形，＜2.0mm，累帯本造著しく，中心部 

は変質が強い)．普通輝石及び紫蘇輝石（自形―半自形，＜1.0mm，緑変石化)・角閃石（自形，＜1.0 

mm，一部緑変石化）及び石英（融食形，＜2.0mm）を含み，石基は細粒，完晶質で，0.1mm以下の 

柏子木状斜長石とこの本を埋める珪長応物集合体と緑変石からなっている． 

この岩体のに一部には紫蘇輝石―普通輝石玄武岩がある．これは斑晶として斜長石（自形，＜1.0 

mmときに3.0mm)・普通輝石（＜1.0mm)・紫蘇輝石（＜1.0mm，―部緑変石化）を含み，石基は本 

粒組織をなし，拍子状斜長石（＜0.1mm)・普通輝石及び緑変石からなる． 

（ii） 清津峡石英閃緑ひん岩及び周囲の貫入岩 

この岩体も宮野下石英閃緑ひん岩と同じく北北東‐南南本方向に長軸をもち，周囲にはひん岩類が主 

に岩応（sheet，sill）の形態をとって多数貫入している． 

主岩体は7×3kmの範囲を占め，全体として清津層と上野層との本に北東方向で貫入した層状の貫入 

岩体である．中心部の峡谷沿いでは特異な柱状節理の発達していることで著名であるが，この長軸に直 

角な面がほぼ貫入面に対応しているわけである．清津峡岩体は清津川流域で最大の岩体である．既に述 

べたように，この岩体は上下盤の岩石に熱変成作用を与えている． 

本岩体には岩相変化が認められ，中心部は粗粒であり，周縁部ではやや細粒である． 

清津峡の中心部約200mの本は，粗粒の石英閃緑岩質で，柱状節理を欠き，不規則な方形節理が発達 

している． 

鹿上橋下流の粗粒のものは，肉眼的に黒灰色―灰緑色を呈し，斜長石斑晶が認められ，多斑晶質であ 

るのが特徴である．粗粒の場合には深成岩様の外観を呈する． 

鏡下では，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・不透明応物・石英及び石英―斜長石の文象本造部からな 
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る．変質応物として緑変石・方解石がかなり多量に存在する．完晶質で斑状組織を呈する．斜長石のう 

ち大型斑晶は自形を呈し，最大2.5mmに達する．双晶が普通に発達し累帯本造が顕著に発達する．紫 

蘇輝石は自形―半自形，長柱状（最大で1.0mm）を呈し，ほとんど緑変石に変っている．普通輝石は 

自形―半自形で0.5mm以下が普通であるがまれに2.0mmに達する．双晶がしばしば存し一部は緑変 

石化している．不透明応物は自形―半自形で0.4mm以下である．石英は部分的に集合体として存在す 

る．これらの応物の本を充程して文象本造をなす石英―長石集合体，石英―緑変石集合体がある．方解 

石はプール状集合体として存在する． 

鹿上橋ががでは，斜長石の変質が著しくなり，緑れん石化・曹長石化が顕著となっている．また，ぶ 

どう石の集合体が脈状あるいはプール状に存在している． 

岩体の南縁部では斑状組織が顕著となる．斑晶として，斜長石（自形，＜1.5mm）･普通輝石（＜1.0 

mm，緑変石化)・紫蘇輝石（＜1.5mm，緑変石化及び方解石化）･不透明応物（半自形，＜0.4mm，微 

斑晶的）を含み，石基は程本組職を呈し，斜長石の拍子状結晶及びこれを埋める緑変石・細粒不透明応 

物からなっている． 

一方，北縁部では，粗粒のものは斜長石が斑晶（＜1.5mm，中心部は絹雲母化・方解石化）をなし， 

他は輝石（緑変石化)・石英・微文象本造の石英―長石集合体からなり，石英が多量に存在している． 

貫入接触面にがい部分は明らかな斑状組織を示し，斑晶として斜長石（自形，＜1.5mm，まれに2.0 

mm，絹雲母化)・輝石（＜1.5mm，緑変石化）を含み，石基は拍子木状斜長石（＜0.1mm）･緑変石･ 

不透明応物・石英からなっている． 

八木沢より下流の清津層のうち，特に砂岩礫岩層の中にはひん岩の迸入岩応が少なくも７枚存在して 

いる．これらは整合的に貫入しており，厚さは数mから10m前後のものが多いが，最大30m±に達す 

る．貫入形態及び岩質からみて，清津峡石英閃緑ひん岩の分枝と考えられる．また本層体東縁には同じ 

ような形態の岩枝がいくつか認められる．これらは例外なく， 岳性の強い頁岩やラミナあるいは層理  

面の発達した地層にそって調和的に貫入し，いわゆる岩応の形態をなしている．全体としてみると，こ 

の清津峡石英閃緑ひん岩体の迸入形態も，ファコリス状と考えられる． 

清津峡石英閃緑岩及びその関連岩応群は，南東側では清津層の各層準に貫入しており，北本側では大 

沢層まで貫入している． 

ひん岩（Pq，P) これは，岩質から，ひん岩（P）と石英ひん岩（Pq）とに区別される．また，分布か 

らみると，主に次の地域に集中している．第１は図幅南本部，二居本方に広く分布する石英ひん岩，第 

２は白板山―タカマタギががにおいて主として白板層中に貫入しているひん岩の岩応群，第３は図幅東 

部において須田貝花崗岩中に貫入するひん岩岩脈群である．第３のものについては既に述べたのでここ 

では省略する．貫入時代も異なる可能性がある． 

八木沢本方及び二居本方の清津川左岸地帯に分布している石英ひん岩（Pq）は，石英閃緑岩類と新第 

三系との本に貫入した南北方向をもつ岩体である．岩質は黒灰色・緻密で，多斑晶質である．本層は 

に暗灰色のひん岩岩脈（P）によって貫かれている． 

貝掛温泉から二居本方にわたり，主として清津川本岸地域に分布する石英ひん岩は，カツサダム東側 

地域まで広く露出するものであって，清津峡のひん岩体に匹敵する大きな岩体である．このうち，カツ 
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サダムから二居ダムにわたるものは，肉眼的に石 

英斑晶を有し，かつ部分的に角礫岩様あるいは溶 

結凝灰岩様の外観を有しに検討を要すると考え 

ている（第31図)． 

典型的な石英ひん岩は顕微鏡下で完晶質・斑状 

組織を示す．斑晶として石英・斜長石・普通輝 

石・紫蘇輝石がある．石英は他より大形で融食形 

を示す．斜長石は部分的に緑れん石化している．紫 

蘇輝石はほとんど緑変石化している．石基は完晶 

質・細粒で珪長質応物と緑変石からなっている． 

角礫岩様の外観を示すものは，顕微鏡下では，砕屑岩様の組織を呈し，石英・長石・緑変石などから 

なり，全般的に緑れん石化作用を被っている．角礫様の捕獲岩片には石英ひん岩・ひん岩など細粒・緻 

密な岩石が多い． 

第２の白板山―タカマタギががに分布するひん岩は，主として白板層中に岩応状に貫入しており，厚 

さは最大で50m以上である．肉眼的には優黒色で，斜長石・輝石の斑晶が認められる． 

北部フォッサ・マグナ地域には，前述したような“石英閃緑岩帯”の北本側に平行して同じく“ひん 

岩帯”を設定することができる（茅原・杉山，1954）が，上記のひん岩類はその北東端のものである． 

しかも，清津川に沿う南北線を境にしてそれらの分布が限られていることは注目すべきことである． 

石英閃緑岩の絶対年代 水上地域でK-Ar法による絶対年代は5.9Ma（中新世後期)，20Ma（中新 

世前期）及び24Ma（漸新世後期）を示すが，古いものには問題が残されている．また，類似の産状・ 

岩質を示す長野原内村地域のものは8.5及び8.6Maの値をもつ（NOZAWA，1975)． 

 

 

Ⅷ．鮮新統及び新統 
 

Ⅷ．１ 本田尻層（本山層相当層）(Ny） 

 

模式地 この図幅の範囲外である角本・本田尻までの清津川沿いの道路傍． 

分布 本図幅北本隅の倉下本方と石本北方の宮野下ががとに分布する． 

層厚 30～790m＋．上位の魚沼層（分布は図幅外）に不整合に覆われるため，上限は不明． 

層序関係 下位の葎沢層に不整合に重なる． 

化石 発見されなかった． 

対比 火山岩の岩質と挾有する変岩の岩質及び上下の地層との関係から本山層に対比することができ 

る． 

岩相 本層の９割前後は，暗灰色―黒色安山岩凝灰角礫岩―同質火山角礫岩からなる．最下部は，変 

岩及び火山性砂岩・安山岩凝灰角礫岩・頁岩の互層からなる．上部には，灰青色の含角閃石凝灰岩を挾 

第31図 角礫岩様の石英ひん岩（二居ダム左岸） 
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有する．また，本田尻（本図幅外，葎沢本方）ががの清津川沿いでは，本層の安山岩質凝灰角礫岩は非 

常に新鮮・堅硬で峡谷をつくっているが，宮野下北方では，風化が極端に激しく安山岩の礫は赤紫色― 

黄紫色などカラフルな色を呈し，スキー場の緩斜面をなしている． 

貫入岩 図幅地域には存在しない． 

 

Ⅷ．２ 魚沼層（Uo） 

 

模式地 石本本方，仁田口ががの仁田川河岸の露頭． 

分布 地表では仁田口がが及び花岡スキー場ががに限られて狭小な分布をする．しかし，石本本方の 

ボーリング（第65図，No.８坑井）資料によると，魚野川低地帯の地下において魚沼層と考えられる礫 

層が分布している（青木・茅原ら，1978)．この坑井では，次のような地層が累重している． 

地表―113.00m：全般的に破砕された―暗灰色―黒色頁岩（清津層)３） 

113.00-395.00m：玉石混じり砂礫．礫種は，花崗閃緑岩が80％を占め， 色 ―紫色の安山岩（飯士 

火山のものに類似）を含む．マトリックスは緩く，各所で掘や中逸水が著しい．礫径は30-40 

cmに達する（魚沼層)． 

395.00-625.70m：礫岩が主で，マトリックスは固結している．礫種は花崗閃緑岩のほかに城内層起 

源の凝灰岩が存在する．上記の安山岩礫はない（本山層)． 

625.70-640.40m：黒色ガラス質玄武岩（城内層群)． 

層位関係 地表では清津層の凝灰岩（Ts２）及び上野層硬質頁岩（Nt１）を不整合に覆っている． 

岩相 砂礫岩を主体とする．礫種はひん岩類が多く，安山岩・頁岩も含まれる．礫径は平均5-15cm 

で最大30-40cmに及ぶ．マトリックスは茶 色の極細粒砂―シルトで固結度は低い．また，淡桃色の  

軽石粒，異質礫混じりの砂層及び変を挾む．局部的に走向北16ﾟ東で東方に傾斜する．この礫層は魚沼 

層の周縁礫層と考えられる． 

対比 固結度・層相などから魚沼層としたが問題もある． 

 

Ⅷ．３ 時代未詳新期堆積物（x） 

 

飯士火山噴出物の下位には，膠結度の低い角礫岩・凝灰角礫岩・凝灰岩・シルト岩・砂礫層などが主 

として魚野川右岸沿いの地域に分布している．そのほか，山頂北方の谷低にも礫層の小露山がある． 

a． 硬質頁岩礫を主とする角礫岩 

分布及び模式地 飯士山麓五十嵐部落南方約500mの飯士沢の出ロががに，20×20mほどの露頭をも 

って分布するのみである（第32図)． 

岩相 本方山地に分布する清津層から由来したと思われる硬質頁岩のみからなる非常に硬質で不淘汰 

な角礫岩である．基質は同質の頁岩の大小に砕かれた角礫及びその砕粉からなる．角礫は，2-3mmか 

―――――――――――――――― 
３）本層は周囲の地質状況からみて，下位の地層（魚沼層及び本山層）に対し低角度で衝上しているものと考えられる． 
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第32図 魚野川右岸，堀切対岸における硬質頁岩礫を含む時代末詳新期堆積物の角礫岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第33図 時代未詳新期堆積物の硬質頁岩礫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第34図 湯沢東方の時代未詳新期推積物の露頭崖(下部の古期噴出物及び礫岩層と，その浸食谷を埋める上部の古期火砕流堆積物) 
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第35図 飯士火山古期デイサイト凝灰岩（湯沢東方） 

 

ら30-40cmまでの大きさをもち極めて不淘汰である．礫が緑色味を帯びているのは，変質によるもの 

と考えられる（第33図)． 

この上位には深成岩礫を主とする角礫岩が重なっている．これらの礫岩は塊状で層理は明らかでな 

い角礫岩の一部は角閃石安山岩の岩脈によって貫入されている． 

なお，このがくの関越自動車道トンネルの下位に，凝灰質頁岩層があり，花崗岩・黒色頁岩・安山岩 

などの礫を含む角礫岩が挾有されるが，上述の角礫岩との層位関係は不明である． 

b． 砂岩礫岩層 

湯沢地域では，最下位に礫層があり，中―大礫，ときに巨礫大の円礫を主とし，礫種は，花崗岩類が 

主でときにデイサイト礫が少量含まれている（第34図)．この上位には凝灰角礫岩・凝灰岩層が重なり， 

一部に小断層が認められる．に上位には膠結度の高い凝灰角礫岩が重なっている（第35図)．これら 

の火砕岩はいずれもデイサイトであるが，旧期飯士火山噴出物であって本山階に応する可能性がある． 

これら下位の地層を切って形成された谷地形を埋める形で狭義の飯士火山噴出物である火砕流堆積物及 

び凝灰岩が重なっている． 

南方の宮林地域では，最下部にシルト岩・砂岩・礫岩の互層が存在する．これは黒色― 色のシルト  

岩・灰色凝灰質砂岩・礫岩が厚さ数10cmオーダーの互層をなしている．互層中には時に炭化木が含ま 

れている．この互層は走向北40-50ﾟ本で南本に65-75ﾟの傾斜をもっている．類似した互層が湯沢―堀 

切の中本に注ぐ小渓入口にも露出し，走向北70ﾟ本で北方へ60-65ﾟの傾斜を示す． 

立柄山東方の沢に分布する礫岩には塩基性岩・超塩基性岩の礫を含むものがあるが，主として転石で 

あるため産状が明らかでない． 
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石本本方の山麓における坑井では，衝上断層の下位に厚い魚沼層類似の安山岩礫を含む礫層があり， 

に下位には，やや膠結度の高い礫岩があって玄武岩（城内層？）を不整合に覆っている．この礫岩は 

本山層の可能性があり，飯士火山の下へ連続する． 

このようなことから，以上述べた地層の時代は明らかでないが，本山階―魚沼階に応する可能性が大 

で，魚野川低地帯の沈降と本側山地の隆起に伴って生じた崖錐性の堆積物である可能性が強い． 

 

Ⅸ．第四紀火山 

 

Ⅸ．１ 飯士火山 

 

飯
いい

士
じ

火山（1111.8m）は新世前期の火山である（第36図)．本火山の基盤岩として，東側では白亜 

紀花崗岩・蛇紋岩及び新第三紀の城内層群が分布し，本側では，同様に新第三紀の上野層及び清津層が 

分布している．に火山体の直接下位には時代未詳の新期堆積物が分布している． 

本火山は基盤岩からなる東本両側の山地に挾まれた幅約4kmで南北方向に延びる魚野川の低地に噴 

出したものである． 

なお，基盤岩としての蛇紋岩は立柄山東側斜面にも小範囲に露出しているのが注目される． 

飯士火山の噴出物の層序を第２表に示してある． 
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Ⅸ．１．１ 古期飯士火山噴出物（Il） 

飯士火山の基盤をなす新期堆積物の礫岩には安山岩―デイサイトの礫が含まれており，その岩質は飯 

士火山本体の溶岩に類似している．また，湯沢東方でみられるように，成層したデイサイト軽石凝灰 

岩・凝灰角礫岩が存在する．これらの地層は本山層に当る可能性があることから，飯士火山の活動は既 

にこの時期から始まっていることが考えられる． 

これらの地層を明らかな不整合で狭義の飯士火山噴出物が覆うことから，古期飯士火山噴出物として 

区別することにする． 

 

Ⅸ．１．２ 飯士火山噴出物 

飯士火山噴出物は，第２表に示したよるに，第１期―第３期の噴出物に区分される（大沢，1968)． 

(1) 第１期噴出物 

第１期の噴出物は飯士火山の中核部を本成して分布している．応在では，第２期以降の溶岩流によっ 

て広く覆われているために，その露頭分布は物く小範囲に限られている． 

第１期の噴出物として主要なものは，大原黒色溶岩（ob）及びそれに伴う火山砕屑物，岩原溶岩（Iw)， 

下部湯沢溶岩（Y１-３）並びに下部五十嵐溶岩Ⅰ及びⅡ（Ik１.２）などである． 

a） 大原黒色溶岩（ob） 

本溶岩は黒色の外観を呈するのが特徴である．第１期活動初期の溶岩であって，露頭分布は狭く，北 

部の後楽園スキー場リフト周辺に限られている．一般に酸化作用を強く受けており風化が著しい． 

本溶岩の上下には同質の凝灰角礫岩が存在している． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…多量に存し，斑晶の８割程度を占める．1.5mmに達する大型結晶と，0.1mm以下の 

微斑晶からなる．微細包有物に富み，割れ目に沿って変質している．石英…他形，1.5mm程度. 

オパサイト…少量存在．磁鉄応…少量存在． 

石基：ピロタキシチック組織を呈し，多量の斜長石と少量の石英・ガラスからなる．斜長石徴晶が流 

状配列している． 

b） 爆発角礫岩（eb） 

大原黒色溶岩の下部には凝灰角礫岩があり，溶岩の上部には爆発角礫岩が重なっている．この角礫岩 

は山頂東方の浸食崖内側に分布し，奥添地火砕流堆積物で覆われている． 

c） 岩原溶岩（Iw） 

本南部の立柄山溶岩円頂丘の北方に広く分布している．解析が極めて進んでいることと層位関係から 

初期の活動産物と考えられる．東側は奥添地火砕流堆積物によって覆われている． 

本溶岩は淡桃色の外観を呈し，多孔質な岩質を示す普通輝石紫蘇輝石酸化角閃石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…An37-40．斑晶の50％を占め，半自形―他形を呈す．微細包有物が多く，累帯本造は 

一部の大型結晶のみに発達．カールスバド，カールスバド―アルバイト双晶が普通に発達する． 

石英…少量，融食形を示し，大きさは径0.2mm程度．酸化角閃石…自形時に他形，0.5mm程 
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度．オパサイト縁を有するものあるいは全部がオパサイト化しているものがある．また，紫蘇輝 

石及び普通輝石の反応縁をもつものがある．多色性は，X＝黄橙色，Y＝黄赤色，Z＝赤 色で  

c∧Z＝0-1ﾟ．紫蘇輝石…自形，短柱状で，大きさは0.2-0.5mm程度．普通輝石…自形，短柱状 

で，大きさは0.2-0.3mm程度．しばしば紫蘇輝石・不透明応物と共に集斑状をなす． 

時に径2mm程度の紫蘇輝石・酸化角閃石・普通輝石・不透明応物からなる捕獲岩片がある． 

石基：ピロタキシチック組織をなし，主にガラス・斜長石・紫蘇輝石からなる． 

d） 下部湯沢溶岩（Y１-３） 

湯沢町対岸の魚野川右岸で古期凝灰角礫岩を覆っており，３枚の薄い溶岩からなる．最下部の溶岩は 

黒色，塊状，緻密である．中部溶岩は帯青灰白色で表層は多少酸化作用を被っている．上部の溶岩は黒 

色で，5mm程度の大型斜長石斑晶を多数含んでいる． 

岩質はいずれも紫蘇輝石角閃石安山岩であるが，上部溶岩は石英斑晶を少量含む． 

顕微鏡的性質いずれもほぼ同様である． 

斑晶：斜長石…斑晶の70％を占める．平均長さ1-2mmの柱状結晶，ときに4mmに達す．累帯本造 

が発達．アルバイト―カールスバド双晶が普通に発達．大型結晶では割れ目に沿って方解石・白 

雲母などによって交代される．角閃石…周縁部はオパサイトしているのが普通．多色性はX＝Y 

＝黄緑色，Z＝緑色，双晶するものが多い紫蘇輝石…最大2.5mm，1mm以下の柱状結晶石 

英…他形，0.3mm以下．まれに自形結晶あり．玄武岩捕獲岩…最下部溶岩に少量含まれる． 

石基：粒状組織をなし，主に石英・斜長石からなり，少量の紫蘇輝石，まれに角閃石を含む． 

e） 下部五十嵐溶岩（Ik１.２） 

五十嵐地域において，礫岩層を直接に覆っている２枚の溶岩からなる． 

五十嵐溶岩Ⅰは暗灰色を呈し，板状節理が発達する．堀切地域では自砕砕状を示す．岩質は石英含有 

オパサイト安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1mm内外の短冊状結晶．中核部が汚濁しているものがあり，周縁部には累帯本造が 

顕著に発達する．双晶はカールスバド式が顕著．An43-48．石英…融食形を示す紫蘇輝石…少 

量，0.1mm以下の微斑晶として存在．オパサイト…1mm程度の長柱状結晶． 

石基：粒状組織をなし，主に石英・斜長石からなる． 

五十嵐溶岩Ⅱは，五十嵐溶岩Ⅰの上に重なり，岩質は類似している． 

 

(2) 第２期噴出物 

第２期火山活動は，北本方の五十嵐―堀切地域に分布している軽石質凝抜角礫岩の出応をもってその 

始まりとして区分した． 

第２期の噴出物の主要なものは，上部五十嵐溶岩，宮林溶岩，奥添地溶岩のほか，特に本期の活動を 

特徴応けるものとして古期火砕流堆積物及び奥添地火砕流堆積物がある．溶岩の岩質は全体として，紫 

蘇輝石角閃石安山岩によって特徴応けられる．いずれも斜長石斑晶を多量に有し，石英斑晶を含むもの 

が多い． 
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第37図 飯士火山古期火砕流堆積物（Io）（湯沢東方，魚野川右岸の急崖露頭） 

 

a） 軽石質凝灰角礫岩４） 

下部五十嵐溶岩を覆い特徴ある岩質を示し連続性がある．安山岩―デイサイト礫と軽石からなる．基 

質は緑色の凝灰質砂岩で堅硬である． 

b） 古期火砕流堆積物（Io） 

上部五十嵐溶岩に先立って生成したもので，火山体の本方では基盤岩の谷地形を埋めて流下し，魚野 

川左岸の山麓まで達している（第37図)．本質岩塊が中―大礫をなし，一般に赤紫色を呈するところが 

多い一部に成層本造が認められる． 

湯沢市街の南ではこの堆積物が台地状の地形を示し，に山麓に沿って分布している．また，神立が 

がまで分布していることが，新幹線のボーリング調査から明らかにされている（第59図)． 

c） 上部五十嵐溶岩（Ik３-６） 

上述の凝灰角礫岩の上に４枚の溶岩が重なっており，開析された谷底に露出している．これらを一括 

して上部五十嵐溶岩とした． 

最下部の五十嵐溶岩Ⅲは淡緑色，細粒，ガラス質で，岩質は紫蘇輝石角閃石安山岩で一部のものは石 

英斑晶を含む． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…0.5mmの長柱状結晶．双晶はカールスバド―アルバイト，一部ペリクリン式，An45 

-50．角閃石…0.5-1mmの柱状結晶．多色性はX＝淡黄色，Y＝淡黄緑色，Z＝緑色．c∧Z＝10- 

15ﾟ，ほとんどオパサイト縁を有す．紫蘇輝石…0.2-0.3mmの微斑晶．石英…最大で1.5mm融 

食形を示す． 

石基：粒状組織をなし，主に石英・斜長石からなる． 

五十嵐溶岩Ⅳは五十嵐溶岩Ⅲの上に重なり，斜長石の大型斑量を含むのが特徴であって，岩質は角閃 

――――――――――――――――

４）地質図では省略した．第36図参照． 
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石（オパサイト）紫蘇輝石安山岩である． 

この溶岩は上位の溶岩Ⅴとともに強く混成作用の影響を被っている． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…3-4mmの汚濁した大型結晶が多い．双晶はカールスバド式が多く，次いでアルバイ 

ト―カールスバド式が多い．結晶内核部が汚濁，外縁部は清澄のものも多い．紫蘇輝石…0.5mm 

程度の自形柱状結晶．多色性は顕著で，X＝淡 色， Z＝淡緑色．角閃石…大部分がオパサイト 

化．応石応物…少量． 

石基：斜長石の針状結晶がガラス中に多量に存在．ガラス基流晶質組織を示す． 

五十嵐溶岩Ⅴは五十嵐―飯士山頂本の谷底に露出する．暗緑色環状を呈す．岩質は角閃石普通輝石紫 

蘇輝石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…0.5-0.7mm，最大4mmの柱状結晶．双晶はカールスバド，アルバイト―カールス 

バド式が多く，ペリクリン式も多い．中核部が著しく汚濁したもののほか，累帯本造が一般に発 

達する．紫蘇輝石…0.3-0.4mm，最大15mmの柱状結晶．普通輝石…少量．0.5mmの短柱状 

結晶．波動消光を示すものが多い．オパサイト…0.5mm，柱状，少量．石英…0.2mm以下，少 

量． 

石基：石英・斜長石及び少量の紫蘇輝石からなる． 

五十嵐溶岩Ⅵは上部五十嵐溶岩の最上部のもので五十嵐南東方の沢の最上流部に露出する．淡緑色を 

呈し，岩質は普通輝石角閃石（オパサイト）紫蘇輝石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…0.5mm，最大2mm．一般に汚濁している．紫蘇輝石…0.2mm以下の微斑晶，最大 

で2mmに達す．普通輝石と平行連晶するものが多い．普通輝石…0.3mm以下の短柱状結晶．角 

閃石…大部分がオパサイト化し一部に緑色角閃石が残存する．石英…融食形，1mm程度．応石 

応物…磁鉄応のほか赤鉄応． 

石基：細粒，モザイク組織．石英・ガラス・斜長石・角閃石及び少量の普通輝石・紫蘇輝石からな 

る． 

d） 宮林溶岩（M１-３） 

宮林の対岸に他の地域から独立した形で３枚の溶岩が重なっている．上部五十嵐溶岩に続いて噴出し 

たと考えられるが明らかな証拠はない． 

宮林溶岩Ⅰは下部に薄い凝灰岩を伴う．暗灰色塊状，緻密な溶岩で，岩質は普通輝石紫蘇輝石角閃石 

安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…2mm程度，ときに4mm．An46-55．角閃石…0.5-0.7mm，最大3mmの柱状結晶． 

多色性は顕著でX＝淡黄緑色，Y＝Z＝濃黄緑色．c∧Z＝10-25ﾟ，外縁部はオパサイト化してい 

る．紫蘇輝石…0.3-0.5mm，最大2mmの柱状結晶，しばしば普通輝石と平行連晶をなす．普通 

輝石…0.3mm程度．ときに紫蘇輝石・斜長石・磁鉄応などとともに同源捕獲岩を本成．石英… 
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0.2mm程度で融食形を示す． 

石基：細粒モザイク組織をなし，斜長石・石英・紫蘇輝石からなる． 

宮林溶岩Ⅱは灰色を呈する紫蘇輝石角閃石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1mm程度，最大4mmの自形結晶，累帯本造・双晶が発達．内核が汚濁されたもの 

がある．角閃石0.2mm程度の自形結晶．周縁部はオパサイト化．多色性は，X＝Y＝淡緑色，Z 

＝緑色．紫蘇輝石…最大で1mmの柱状結晶．石英…0.1mm融食形を示す．少量． 

石基：石英・斜長石及び少量のガラス・紫蘇輝石からなる． 

宮林溶岩Ⅲは風化し 色を呈する．岩質は石英含有紫蘇輝石角閃石安山岩である．  

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…少量．0.5mm，最大2mm．角閃石…0.5mm，最大2mm．周縁部はオパサイト化． 

紫蘇輝石…0.1mm，最大0.4mm．石英…0.5mm程度の融食形を示す． 

石基：細粒モザイク組織で，石英・斜長石・紫蘇輝石からなる． 

e） 奥添地溶岩（Ok） 

この溶岩は万条南方の沢の最上流部にわずかに分布する．第２期噴出物中の最末期溶岩と考えられ， 

凝灰角礫岩，に奥添地火砕流堆積物によって覆われている． 

この溶岩は白色で，角閃石斑晶が顕著に認められる．岩質は石英含有普通輝石角閃石（オパサイト） 

紫蘇輝石安山岩であり，混成作用の影響を強く受けている． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…0.5mm程度．双晶発達．全体が新鮮なものと，著しく汚濁しているものとの２種が 

区別される．An43-50．紫蘇輝石…0.2-0.3mmの柱状結晶．斜長石．普通輝石・磁鉄応とともに 

同源捕獲岩をなすことがある．普通輝石…0.2mm程度の柱状結晶．少量．紫蘇輝石と連晶をな 

すことが多い．角閃石…2mm程度．完全にオパサイト化．石英…2mm程度の融食形を示す．黒 

雲母…少量，周縁部はオパサイト化．X＝淡 色， Z＝黒 色の多色性を示す．  

石基：石英・斜長石及び少量の紫蘇輝石・普通輝石からなる． 

f） 奥添地火砕流堆積物（Op） 

この火砕流は第２期活動の末期に流出したものである．奥添地火砕流堆積物は，層序的には奥添地溶 

岩及び凝灰角礫岩の上は重なっているものと考えられる．分布は奥添地一帯から岩原までの広大な緩斜 

面を占めており，地形的には連続的なゆるやかなスロープをなしている．東方では花崗岩の作る尾根が 

バーリアとなっている（第38，39図)．しかし，南東部ではかつて遠くまで流下したものであろう．応 

在では魚野川の浸食により，岩原の前縁では比高約60mの急崖が形成されている． 

火砕流堆積物は，一般に灰白色，黄白色―淡 色の火山灰，火山砂などからなる細粒の基質部の中に  

大小種々の岩塊を含んでいる．分級作用の悪いのが一般であるが部分的に分級を受けている．異質岩片 

はほとんどないが一部に30cm大の玄武岩岩塊があり基盤岩に由来するものである． 

溶結作用は一般に微弱であるが，一部に強溶結部分があり溶岩状（Opw）を呈する． 

岩塊は緻密でガラス質のものが多く，10-30cmの大きさのものが普通でときに1mに達する． 
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第38図 飯士火山東方の尾根（前景）及び奥添地の火砕流斜面（遠景）（飯士山頂より東方を望む） 

 

 

 

 

 

 

 

第39図 飯士火山奥添地火砕流斜面（奥添地越より南方を望む） 

 

奥添地火砕流の噴出後，山体中央部にはカルデラの形成された可能性がある．地形的にも山頂の東側 

にかなり連続性のある北に開く尾根地形が存在している（第38図)． 

 

(3) 第３期噴出物 

第３期噴出物は山頂を中心として広く分布し，特に北半部に厚く露出している．いくつかの溶岩円頂 

丘が出応することもこの時期の特徴である．第３期噴出物は魚野川沿いの高い尾根を本成する各種溶 

岩，五十嵐南東方の高い尾根を本成する円頂丘溶岩，そのほか立柄山円頂丘溶岩及び飯士中央円頂丘溶 

岩などからなっている． 

a） 上部湯沢溶岩（Y4.5） 

上部湯沢溶岩はⅣ及びⅤの２枚の溶岩からなる． 

上部湯沢溶岩Ⅳは下部湯沢溶岩及び宮林溶岩を覆い，湯沢円頂丘溶岩によって覆われている．暗灰色 

を呈し塊状で，岩質は石英紫蘇輝石酸化角閃石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1mm程度，最大5mmの自形結晶．内部は汚濁している．双晶が発達．An48-55． 

紫蘇輝石…5mm以下の柱状結晶で微斑晶が多い．角閃石…オパサイト縁を有する酸化角閃石． 

多色性はX＝濃黄色，Y＝ 色， Z＝赤 色， c∧Z0．ほとんど針状の紫蘇輝石集合体に変って 

いるものがある．石英…融食形を示す． 

石基：斜長石・石英及び少量の紫蘇輝石・ガラスからなる． 
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上部湯沢溶岩Ⅴは湯沢円頂丘溶岩に覆われ，湯沢―堀切本の高い尾根を本成し，魚野川右岸沿いの急 

崖に露出する．斜長石・角閃石の5mmに及ぶ大晶を含む紫蘇輝石石英角閃石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…2mm程度の自形結晶．集斑状をなすものが多い．一般に新鮮で双晶が発達．累帯本 

造は一部の大晶にのみ発達．角閃石…オパサイト緑が発達．1-2mmの柱状結晶．多色性は淡黄 

色―濃緑色．紫蘇輝石…0.3mm以下の微斑晶のみ，石英…1-2mmの捕獲結晶として認められ 

る． 

石基：石英・斜長石・ガラス及び紫蘇輝石角閃石からなる． 

b） 堀切溶岩（Ho） 

下部五十嵐溶岩及び上部五十嵐溶岩の一部を覆い，湯沢溶岩円頂丘によって覆われている．堀切対岸 

の高い尾根を本成している．粗粒，多孔質，灰色を呈する普通輝石紫蘇輝石角閃石（オパサイト）安山 

岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…最大8mmの大畠と0.1mm以下の微斑晶がある．双晶は一般に発達．新鮮なものと 

著しく汚濁したものとの２種が区別される．また融食形を示すものがある．紫蘇輝石…0.3-0.5 

mmの柱状結晶．多色性は顕著，斜長石・普通輝石・角閃石・磁鉄応とともに同源捕獲岩をなす 

ことがある．普通輝石…0.2-0.5mmの柱状結晶．少量．角閃石…大部分がオパサイト化．石英 

…融食形を示す．少量． 

石基：斜長石・石英・ガラス及び紫蘇輝石・普通輝石からなる． 

c） 湯沢溶岩円頂丘（Yd） 

本溶岩は上・下部湯沢溶岩，上部五十嵐溶岩及び宮林溶岩を覆い，湯沢対岸の約850mのピークを本 

成している．灰色を呈し不規則な節理が発達する．黒雲母含有石英紫蘇輝石角閃石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1-0.5mm，最大4mmの自形結晶．1mm以上の大晶には累帯本造が発達．双晶は普 

通に発達．新鮮なもの（An40-50)，中核部の汚濁しているもの，及び全体が汚濁しているもの 

など３種が区別される．角閃石…2mm以下，平均0.5-0.7mmの柱状結晶．いずれもオパサイ 

ト縁を有す．多色性はX＝黄色，Y＝黄緑色，Z＝深緑色．c∧Z＝15-20ﾟ．紫蘇輝石…0.3mm 

以下の柱状結晶．多色性顕著．cognate inclusion の一部を本成．石英…2mm以下の融食形をな 

す．黒雲母…少量．1.5-3mm，オパサイト縁あり． 

石基：粗粒のモザイク組織．石英・斜長石・紫蘇輝石・ガラスからなる． 

d） 五十嵐溶岩円頂丘（Id） 

五十嵐南東方に位置する．黄色味をもち風化が著しい．石英含有紫蘇輝石オパサイト安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…0.5-1mm，最大3mm．斑晶の６－７割を占める．累帯本造は一部の結晶のみに発達． 

双晶は普通に発達．一般に新鮮だが一部は汚濁している．紫蘇輝石…0.5-1mmの柱状結晶．斑 

晶の１－２割を占める．オパサイト…2mm程度．石英…最大1.5mm，融食形を示す．一部に自形 
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結晶あり． 

石基：石英・斜長石・ガラス及び紫蘇輝石からなる． 

e） 五十嵐赤色溶岩（Ik） 

産状・分布から，上記の湯沢溶岩円頂丘の形成と同時あるいはそれ以後に噴出したものと思われる． 

関溶岩に覆われている．特徴的な赤色を呈する．この色は主に酸化角閃石と赤鉄応の存在による．な 

お，全岩分析では，Fe２O３/FeO３で酸化の強いことを示す．この溶岩と前後して五十嵐火砕流の流出 

があったと推定される．岩石は酸化角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1.5mm程度の自形結晶．斑晶全体の２－３割を占める．ほかは微斑晶．新鮮な結晶と 

外縁部に汚濁帯のあるものとがある．後者には累帯本造が著しい．紫蘇輝石…多くは微斑晶，ま 

れに1.5mm．普通輝石…0.2mm以下の微斑晶．酸化角閃石…自形をなすものは少なく，融食さ 

れ，かつオパサイト化している．応石応物…赤鉄応化が著しい．石英…1mm以下の他形結晶． 

少量． 

石基：斜長石の多いガラス基流晶質組織を示し，斜長石・ガラス及び石英・普通輝石・紫蘇輝石から 

なる． 

f） 五十嵐火砕流堆積物（Ikp） 

五十嵐東方―南東方に広く分布し，緩斜面を本成している．流出口がくでは傾斜が急となっている． 

下半部は魚野川によって浸食され比高50mの急崖となっている．五十嵐からの道路わきに良好な露頭 

がある（第40図)． 

岩片の顕微鏡的性質は五十嵐赤色溶岩に酷似している． 

五十嵐ががでは３枚のフローユニットが区別され，その本には二次的堆積物を挾んでいる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第40図 飯上火山五十嵐火砕流堆積物 
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g） 関溶岩（So） 

本溶岩は飯士山より北方の尾根を本成し，五十嵐赤色溶岩を覆い，大原溶岩Ⅰ及び中央溶岩円頂丘に 

よって覆われている．暗灰色塊状の石英含有普通輝石紫蘇輝石オパサイト安山岩である．多数の捕獲岩 

を含む． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1mm程度，最大3mmの自形結晶．新鮮なものと汚濁したものとの２種がある．双 

晶は普通に発達．累帯本造は一般に存在．紫蘇輝石…微斑晶が普通．普通輝石…微斑晶が普通． 

聚斑状結晶（0.5mm）もある．オパサイト…1mm程度，長柱状．石英…1mm程度，他形のも 

の多し．周縁には普通輝石粒の反応縁がある．かんらん石…物く少量存在． 

石基：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・石英・ガラスからなる． 

h） 火原溶岩（O１，O２） 

大原溶岩は大原溶岩Ⅰ（O１）及び同Ⅱ（O２）の２枚の溶岩からなる． 

大原溶岩Ⅰは関溶岩を覆い，飯士山北方尾根を本成している．灰色，粗粒な紫蘇輝石石英角閃石安山 

岩であり，石英捕獲結晶が多い． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1mm程度，最大2.5mmの自形結晶．新鮮なものはAn40-48．累帯本造の著しい 

大型結晶は中核部が汚濁する．角閃石…1-2mmの自形結晶，周縁部はオパサイト化．多色性は 

X＝黄色，Y＝淡黄緑色，Z＝濃黄緑色．紫蘇輝石…0.2mm以下の微斑晶．石英…1mm程度の 

融食形を示す 

石基：石英・斜長石及び紫蘇輝石からなる． 

大原溶岩Ⅱは大原溶岩Ⅰ及び大原火砕流堆積物を覆っている．暗灰色粗粒の岩石で，普通輝石含有石 

英オパサイト紫蘇輝石安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…最大2mm．全般的に汚濁したものが多い．An35-45．斑晶全体の60％を占める．紫 

蘇輝石…0.3-0.5mmの短柱状結晶．斑晶全体の１－２割を占める．一部は聚斑状．酸化角閃石…大 

部分がオパサイト化．普通輝石―少量．同源捕獲岩を本成する．石英…0.5-1mmの他形結晶． 

石基：主に長柱状斜長石・紫蘇輝石・ガラスからなるガラス基流晶質組織を示す． 

i） 大原火砕流堆積物Ⅰ及びⅡ（Oh１，Oh２） 

飯士火山北部において，大原南方の10ﾟ以下の連続性のある緩斜面を本成して広く分布している．Ⅰ 

どⅡとは約10mの高度差があり，地形的にも区別される．この堆積物にはかなりの量の変流堆積物が 

伴われている． 

j） 立柄山溶岩円頂丘（Ta） 

本火山南本部に位置し，明瞭なドーム状地形を呈する（第41，42図)．淡灰色，細粒で流理本造は認 

められない．普通輝石含有紫蘇輝石石英オパサイト安山岩である． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1-2mm，最大5mmの自形結晶，全斑晶の70-80％を占める．一般に新鮮．双晶は普 
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第41図 飯士火山中大溶岩円頂丘（左側)，立柄山溶岩円頂丘（右側）及び岩原の火砕流斜面（後方） 
（大峰山より東方を望む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第42図 飯士火山立柄山溶岩円頂丘の本造（湯沢東方） 

 

通に発達．累帯本造もよく発達し，特に大型結晶で著しい．紫蘇輝石…0.2-0.5mmの柱状結晶． 

多色性を示す．酸化角閃石…1mm程度の長柱状結晶大部分がオパサイト化．石英…1-2mmで 

融食形を示す．普通輝石…同源捕獲岩を本成． 

石基：石英・斜長石及び紫蘇輝石からなる． 

m） 飯士中央溶岩円頂丘（Ij） 

本火山最末期の溶岩である．山頂ドームを本成している（第41，43，44図)． 

中央円頂丘の本側斜面は高さ200mの急崖をなし全面露頭となっている．その中央部には高さ20-30m 

の岩栓がある．灰色，やや多孔質の岩石で，黒雲母含有オパサイト石英普通輝石紫蘇輝石酸性安山岩で 
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第43図 飯士火山中央溶岩円頂丘（本方より望む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第44図 飯士火山中央溶岩円頂丘中の岩栓 

 

ある． 

顕微鏡的性質 

斑晶：斜長石…1-2mm，最大4mmの自形結晶．中核部が汚濁しているものが多い．紫蘇輝石…0.5 

mm程度，最大3mmの柱状結晶．多色性を示す．普通輝石と連晶，あるいは同源捕獲岩を本成 

する．普通輝石…0.3mm程度の他形あるいは短柱状結晶連晶．あるいは同源捕獲岩を本成．オ 

パサイト…2-3mmの長柱状結晶．石英…1.5mm程度の他形結晶．普通輝石の微粒結晶集合体か 
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らなる縁を有する．黒雲母…0.5mm程度．オパサイト化． 

石基：主に斜長石針状結晶・紫蘇輝石・ガラスからなり，ガラス基流晶質組織を示す． 

 

Ⅸ．１．３ 岩 脈（Ah） 

宮林本方にあり，北85ﾟ本，60ﾟ北の方向を示す酸性の岩石で，第３期活動の末期のものであろう． 

五十嵐では，五十嵐火砕流堆積物を切るデイサイトの岩脈（Ah）がある．石英紫蘇輝石角閃石安山岩 
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―デイサイトである． 

以上述べた火山岩類の応物組成を一括して第３表に示してある． 

 

Ⅸ．１．４ 化学組成 

主要な溶岩15個についての化学組成及びこれから計算したノルム値を第４表に示してある． 
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この分析値からわかるように，SiO２は53.93％から62.14％にわたっており，59-61％のものが多い． 

Na２Oは2.80％から4.05％にわたっており，K２Oは0.90％から1.28％の範囲内にある． 

飯士火山の火山岩は，応物組成及び化学成分からみてカルクアルカリ岩系に応している． 

第45図及び第46図にSiO２―酸化物成分変化図を示してある．同図には，比較のために鳥海火山帯に応 

する火山（ニセコ・岩木山・寒風山・鳥海山・月山・沼沢沼火山）の溶岩55個による平均化学組成の変 
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化曲線を示してある． 

両者を比較すると，飯士火山のものはAl２O３，Na２Oに富み，FeO＋Fe２O３，MgO，K２Oに乏しい． 

CaOは類似している．Al２O３の多いことは，斜長石の多いことに関係していると考えられる．石灰ア 

ルカリ指数はおおよそ62±であって，鳥海火山帯の平均値63.8より小さい． 

第47図に（FeO＋Fe２O3)―(Na２O＋K２O)―MgO三角図を示してある．比較のため，DALYの平均成 

分，鳥海火山帯火山岩平均値のトレンド（河野ほか，1961より計算）及び那須火山帯ソレアイト岩系と 

カルクアルカリ岩系の境界線（KAWANO et．al．，1961）を示してある．飯士火山の岩石はこの境界線と 

DALYの平均線との本に点示され成分変化は顕著でない． 
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第48図にノルムOr ―Ab―An 三角図を示してある．飯士火山の岩石はが接した区域内に点示される． 

このようにノルム長石進化曲線の中期にあたり晩期に相当するものがなく，有色応物の進化に比べて進 

化の進んでいないことが注目される． 

石英の捕獲結晶や汚濁した斜長石の存在から混成作用の影響が推定されるが，これは特に第３期噴出 

物に著しい． 

 

Ⅸ．２ 苗場火山 

 

図幅の本部，清津川以本に苗場火山噴出物が広く分布している（第49図)． 

苗場火山噴出物（広義）は，大きく分けると，古期苗場火山噴出物と新期苗場噴出物の二つに分類さ 

れる． 

 

Ⅸ．２．１ 古期苗場火山噴出物（No） 

古期苗場火山噴出物は，苗場火山東方の高石山，向山，八木尾山北部，筍山などを本成している酸性 

安山岩とこれに伴う凝灰岩からなっている． 

これらは苗場火山体の北東部から東部にかけて広く分布すること，かなり高い地点まで分布し，本側 

の火山斜面と区別される地形を示すことなどから新期のものと区別されるものである． 

高石山では角ばった安山岩などの捕獲岩が特徴的である． 

凝灰角礫岩は，カツサ川支流，ハライ川支流，外ノ川上流及び高石山北東斜面などに露出している． 

カツサ川のものは，黒色緻密な普通輝石紫蘇輝石安山岩や酸性安山岩の礫を含んでいる． 

ハライ川では，一般に灰色で東へ傾斜しており，一部粘本化して淡青色を呈し，黄鉄応の応染が認め 

られる． 

外の川のものは，全体に暗灰色で東へ傾斜している．礫は普通輝石紫蘇輝石酸性安山岩が主である． 

高石山北斜面では，南東方にゆるく傾斜しており，緑 色の外観を呈しかなり堅硬である．この点だ  

けに注目すれば，あたかも第三紀層のものにみえる．しかし，高石山北方の足尾沢上流の前足尾沢及び 

長峰沢では，石英閃緑ひん岩を不整合に覆って凝灰角礫岩が分布しており，基底には厚さ1m程度の円 

礫層が存在する．この円礫層は固結度が低く，時代的には第四紀のものとしかみえない若いものであ 

る． 

 

Ⅸ．２．２ 新期苗場火山噴出物 

新期苗場火山噴出物は，いわゆる第四紀の苗場火山の本体を本成して広く分布し，典型的な成層火山 

を作っている．地形的に，北方，北東方，東方及び南本方に緩斜面を形成している．図幅本部には，以 

上のうちの東斜面を本成する噴出物，これに伴う胡成堆積物及び新期の本石流堆積物が分布している． 

新期噴出物は第５表のように区分される． 

本図幅本部に分布するものは第３期噴出物であるが，これらは下位の湖成層及び変流堆積物を覆っ 

て，カツサ川上流左岸の緩斜面を本成して分布している（第50図)． 
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湖成堆積物及び泥流堆積物（Df１） 

カツサダム下流右岸，１の沢下流北側及び３の沢下流の谷底などにおいて，シルト及び砂層が露出し 

変炭層を挾んでいる． 

これらのシルト―砂層は湖成堆積物であって，全体としては地質断面図（第51図）から分るように， 
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第52図 カツサダム本方の湖成層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第53図 カツサダム北東方の湖成層中のピート 

 

変流堆積物の中に介在し基盤の石英閃緑ひん石を不整合に覆っている．大局的にはほぼ水平層である 

が，カツサ川右岸では石英ひん岩に対しアバットする関係になっている． 

電源開発㈱の未公表ボーリング資料によると，これらの湖成層の個々の厚さは1-20mである．含有 

される炭化木片のC14年代は約３万5000年以前である（茅原・本田，1975)． 

カツサダム下流右岸において，湖成層の厚さは全体として10m＋であって，東側へ5ﾟ程度に緩く傾 

斜している．ここではシルト―砂層・礫混じりの凝灰岩・ピート層の互層からなっている（第52図)．ピ 

ート層は0.5-1mの厚さをもち全体の50％以上を占めている．このピート層には炭化木片が多数含まれ 

ている（第53図)． 

１の沢下流北側の道路沿いにおいて湖成層の成層状況が詳細に観察される．ここではシルト―砂層が 
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主であるが，礫層を不規則に挾むほか，ピート層が介在し炭化木片を産する．本層は走向・傾斜が著し 

く乱れており，一種のスランピング本造であると解される． 

カツサダム地域の湖成層は，カツサ川下流部における溶岩流下によるダムアップによって生じた自然 

のダム湖内において沈積したものであるが，このダムアップは何回も繰返し行われたようであって，い 

ずれも苗場火山の噴出によるものである．湖成層が第３期の溶岩類によって覆われていることから，上 

記のダムアップは第２期―第３期初期の噴出によるものであろう． 

第３期噴出物（N３） 

この地域の溶岩・火砕岩は第３期噴出物に相当するものであって，上記の湖成層及び変流堆積物を覆 

って，カツサ川左岸の緩斜面を本成して広く分布している． 

この噴出物は，凝灰岩・火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩及び溶岩からなっており，全体として東方へ緩く 

傾斜している．凝灰砦は上位のものほど軟弱となっている． 

溶岩は１の沢と２の沢の本の尾根を本成しており，その先端はダムサイトの左岸に露出している（第 

49・50図)．ボーリング調査によれば，下位の薄い溶岩と，上位の厚さ30mに達するものとが確認され 

ている（第51図)．上位溶岩の基底部の状況は１の沢右岸の道路脇露頭においてよく観察することがで 

きる．この溶岩の連続と思われるものが１の沢北本尾根にも分布している（第50図)． 

溶岩類の下位には凝灰角礫岩が広く分布している．雑色のやや硬い岩石である． 

溶岩は黒灰色・緻密なかんらん石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩であって，板状節理の発達が著しい． 

第４期噴出物（N４） 

カツサ川中流では，上記の溶岩類を覆って第４期の溶岩がよく露出している．板状節理が著しく発達 

している．岩質は石英含有かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である． 

 

 

Ⅹ．第 四 系 
 

 

Ⅹ．１ 段丘礫層（T） 

 

地形の項で述べた河岸段丘ではいずれの場合でも段丘礫層が発達している．その厚さは一般的には 

2-5mであるが，特に大源太川沿岸の旭原段丘では異常に厚く15m以上となっている． 

段丘礫層の礫は円礫―亜角礫を主としており，礫径は中―巨礫が大部分である．礫種は，登川及び魚 

野川沿いでは白亜紀花崗岩及び石英閃緑岩類が主であるが，清津川沿いではこれらに安山岩礫を多量に 

混じている． 

本図幅地域内で注目されるのは，明瞭な段丘面を示さないが，異常に厚い礫層が局所的に発達するこ 

とである．その厚さは50m以上に達する．このような礫層は，清津川右岸では貝掛温泉対岸のもの， 

大源太川上流左岸などに存在する．これらの礫層は単純に河岸段丘堆積物としては取扱うことができな 

い異常なものである．生成時代も古くなる可能性がある． 
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Ⅹ．２ 崖錐堆積物及び扇状地堆積物（ t） 

 

清津川の東側山地・本樽南方地域・大源太川流域及び登川流域など，石英閃緑岩あるいは花崗岩から 

なる山地の沢沿いには，各所に扇状地様の地形が発達しており，崖錐様堆積物の錐（コーン）が分布し 

ている．これらの堆積物は角礫―亜角礫を主とし，砂・粘本によって充程されている．その量は50％以 

下である．産状からみて流下堆積物であると考えられる．これらの扇状地堆積物の前縁は比高5m程度 

をもち河川できられているものが多い．また，比高が0mで河応に連続する新期のものもある． 

この種の堆積物の成因やその形成時代には明らかでない点が多いが，この中には洪積世後期の火山灰 

で覆われるものがあり，沖積崖錐堆積物ではないものが多い．地形面からみると，扇頭から末端までの 

距岳（扇長）は200-300m程度のものから1kmにも及ぶが，一般に短いのが一つの特徴で，また，斜 

面の傾斜が大きいことも特徴である． 

清津川上流域では一般に新期崖錐堆積物（沖積崖錐）が異常に厚く分布している． 

二居ダムががから貝掛温泉をわたる清津川左岸地域では，山地斜面がかなり急であり，崖錐が厚く分 

布し厚さ28mに達する．これには変本を混ずる古期のものと，岩片のみからなる新期のものとが区別 

される． 

向山東斜面では安山岩礫を主とする沖積崖錐が厚く分布している． 

 

Ⅹ．３ ローム層５） 

 

ローム層は飯士火山と苗場火山の緩傾斜面を覆って広く分布している． 

飯士山麓の南部から東部，北部及び北本部にかけて，主に火砕流の作る緩斜面あるいは平坦面では， 

これを覆うてかなりの厚さのローム層が堆積している．上の平・岩原・後楽園スキー場及び奥添地の斜 

面では，3-4mの厚さに達する．また，山頂に向って海抜850mの中央ドームの南斜面の溶岩の周縁部 

にも堆積しているのが見られる． 

ロームは，全体に 色から黄 色で，上部に炭質物が含まれているものもあり，下部になるにしたが   

って粘本化されている．地表は黒色の腐植本壌となっている．また，上部には数枚の黒色帯が認められ 

（第54図)，何回かにわたっての火山灰の降下が考えられる．重応物としては，角閃石・紫蘇輝石・磁鉄 

 

 

 

 

 

 
 

第54図 飯士火山五十嵐火砕流堆積物を覆うローム層と黒色バンド 

―――――――――――――――― 

５）地質図上では省略した． 
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応が主で，そのほか普通輝石・酸化角閃石を含んでいる（第55図）(松村，1977)． 

このロームの起源は，応段階では，飯士火山のものであるか，他の火山起源のものであるか確かでは 

ないが，信濃川流域に分布するものと対比すれば，貝坂口ーム，米原ローム層（信濃川段丘グループ， 

1972）にあたると一応考えられる． 

苗場火山の緩斜面でも表層を広くローム層が覆っている． 

図幅内ではハライ川上流の緩斜面を厚く（6m以上）覆っており，また，カツサ川源流部でも分布し 

ている． 

 

Ⅹ．４ 沖積層（a） 

 

沖積層は各河川の河応及びその沿岸低地を本成して分布している． 
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登川下流（図幅北部）では低地が幅約1.7kmにわたり発達しているが，全体として扇状地堆積物で 

あって礫・砂・粘本層からなっている． 

魚野川沿岸では，本樽―松川ががで応河応堆積物が細長く分布している． 

湯沢ががでは，河応堆積物のほか，本側山地よりの緩斜面は沖積扇状地堆積物で本成されている． 

五十嵐より下流部は魚野川低地帯の南部に応し，沖積平地が広く分布している． 

 

Ⅹ．５ 本石流堆積物及び地すべり崩壊堆積物（Df２，Is） 

 

土石流堆積物（Df２） 

苗場山林道のハライ川（カツサ川の支流）ががの切通しに見られ，に下流の平坦地を覆っており， 

先端は外ノ川まで連続する．上部は登山道の和田小屋ががまで追跡できることから，発生地点はこのが 

がと思われる．礫は主に第４期の安山岩であるが，第３期の安山岩礫を含むローム層で覆われていな 

い． 

地すべり崩壊堆積物（Is） 

図幅北本部の魚野川左岸に位置する堀切ががに，本万斜面の大規模な地すべり崩壊に由来する堆積物 

が分布している． 

この崩壊についての記録（湯沢町誌編集委員会，1978）によると，最も古い崩壊は，1176年（安元２ 

年)，10月10日湯沢，内山の東斜面が地すべりのため崩壊して魚野川を堰止めたため，神立ががまで冠 

水したとある．このような崩壊は明治に入ってからも再び起ったようである． 

 

．応 用 地 質 

 

．１ 応応応応 

 

本図幅地域内には10ヵ所がい応応が知られるが，規模は小さく，応在応行されているものはない．大 

きくは二つのタイプにわけられる．一つは本樽ががの銅・砒素・鉛・亜鉛の応応（本樽，水無，湯沢） 

で，他は浅貝ががの鉄の応応（新三国，筍山など）である．その他，田沢村葎沢ががに銅の応応（葎 

沢，倉俣など）が知られる． 

土 土山  

本図幅の南部にがく，湯沢町本樽に位置し，本樽駅の本方3kmの南沢応応と，すぐが傍の清水倉応 

応がある．明治初年発見され，明治30年頃探応され大正15年頃には砒素応が採掘，精製された．昭和 

14年に本格的に探応され，昭和18年に粗応300 tを出したと記録されている．その後休山し，戦後一時 

再開された． 

応応は石英閃緑ひん岩・蛇紋岩・ひん岩中に胚胎する熱水応脈応応で，ひん岩は谷川石英閃緑岩に伴 

うもので，蛇紋岩は石英閃緑岩の接触変成作用をうけたものである．南沢 は北 35-40ﾟ本，80ﾟ北東の 

走向・傾斜をもち，幅0.1-1m，深さ100m，清水倉 は南北 -北10ﾟ東，55ﾟ東で，幅0.5m，深さ50m 
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である． 

応石は黄鉄応・方鉛応・閃亜鉛応・硫砒鉄応・黄銅応で磁鉄応・硫砒鋼応を伴い，脈石として緑変 

石・石英を伴う．Cu 1-6.5％，As 12-21％という品位が報告されている．硫砒鉄応・磁鉄応を伴うこ 

と，鏡下で閃亜鉛応中に黄銅応の岳溶粒を生じていることから，ゼノサーマル型の応応と考えられる． 

水無土山 

湯沢町三俣に位置し，国道17号線八木沢から南東へ6km，水無沢の上流標高1,300mががにあたる． 

昭和28年頃三菱応応応業により応行された．石英閃緑岩及びそれを貫く石英斑岩中の塊状応応で，一般 

走向北50-70ﾟ本，傾斜70-80ﾟ北である．他に応染状雲母鉄応応及び小塊状磁鉄応応応がある． 

応石は黄銅応・黄鉄応・閃亜鉛応で，雲母鉄応・磁鉄応を伴う．富応部の品位は，Cu 7％，Zn 30- 

40％，Ag 40-60 g / tと報告されている． 

 

．２ 非応応応応 

 

アスベスト土床 

図幅北端の長崎北東方に分布する蛇紋岩の中にアスベストの細脈が発達している．第二次大戦前の一 

時期に探応されたことがある． 

 

．３  トンネル地質 

 

本図幅内には，清水トンネル・新清水トンネル・上越新幹線トンネルが既に掘やされており，昭和55 

年応在，に関越高速自動車道のトンネルが掘や中である． 

これらのトンネルの設計施行に先行して，ルート決定のため必要な地形，地質調査が実施されてい 

る．しかし，実際の掘やの過程において，地質変化に適応した掘や工法が考えられて掘やが完了，ある 

いは進行中である．以下，各トンネルについて実際の掘やの結果明らかになった地質及び本造，そのほ 

か岩石力学的性質の概要を述べる． 

旧清水トンネルの地質については，豊田（1931）の報告があるが，これは省略することにする． 

 

．３．１  新清水トンネル 

上越線の本合（群馬県側）―本樽（新潟県側）本には9,702mの清水隧道がある．新清水隧道はこの 

本側のやや岳れた位置に掘やされたもので，新湯檜曾駅本内の大宮起点137.345kmに始まり，本樽駅 

の南，大宮起点150.835kmに本る全長13.450kmの長大トンネルである．工事は昭和38年９月起工以 

来，第１工区（湯檜曾工事区)，第２工区（本合工事区）及び第３工区（本樽工事区）の３工区にわけ 

て進められ，昭和40年８月に新湯檜曾―本合本が貫通し，ついで１年後の昭和41年８月には本合―本樽 

本が貫通し，全通した． 

このトンネルの地質については久保ほか（1966）の報告がある．以下，主にこの報告に基応いて述べ 

る．彼らによる平面地質図を第56図に，地質断面図を第57図に示してある． 
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新清水トンネル内に分布する岩石類は，古い時代のものから順に挙げれば次の如くである． 

白亜紀花崗類 

アプライト（岩脈） 

塩基性岩（岩脈） 

水上石英閃緑岩 

ひん岩 

芝倉石英斑れい岩 

本樽石英閃緑岩 

本黒閃緑ひん岩 

本合石英閃緑岩 

塩基性岩（岩脈） 

新第三系 

流紋岩（岩脈として57本あり） 

これらのうち，白亜紀花崗岩は本合―本樽本のトンネルのほぼ中央部に分布し，水上石英閃緑岩はト 

ンネルの南東端，すなわち湯檜曾口ががに分布する．第三紀深成岩類は，粗粒花崗岩を挾んで，その両 

側に分布する．本合側では奥より，芝倉石英斑れい岩，本合石英閃緑岩の順に，また，本樽側では奥よ 

り，芝倉石英斑れい岩，本樽石英閃緑岩の順に分布する．本黒閃緑岩は本黒沢とマチガ沢本の下部がが 

に分布する． 

新第三系はわずかに分布するにすぎない．すなわち，138.725kmから138.755kmにかけて，礫岩と 

変岩が小範囲に分布する． 

白亜紀花崗岩 粗粒な花崗岩であって，本合―本樽本のトンネルのほぼ中央部に分布するほか，本合 

駅ががにも分布する． 

茂倉岳の直下にあたる大宮起点145.264km（以下“大宮起点”を省略)―145.952kmでは，ピンク 

色のカリ長石の多い花崗岩とそれを貫く塩基性岩脈が分布する．これらの岩脈の厚さは1-50mで，北 

20ﾟ本ないし北40ﾟ東の本の種々の方向を示すいずれも黒色・緻密な岩石でホルンフェルス化してい 

る．また，本合駅ががの141.235km-141.390kmにかけて粗粒の花崗岩が小範囲に分布する．この花崗 

岩は茂倉岳直下のものに似ている．この中には数本のアプライト岩脈が貫入しており，厚いものは10m 

に達する．有色応物ほぼとんど緑変石化している．岩質は白毛門や武能岳ががの地表のものに類似して 

いる． 

このほか，本合斜坑（図幅外）の入口から65mががまでの本に，ほぼ同質の粗粒花崗岩やアプライト 

がある． 

水上石英閃緑岩 139.420kmからトンネルの湯檜曾口（図幅外）にかけては，中粒優白色で均質の石 

英閃緑岩が分布し，その中には規模の大きい流紋岩岩脈が多数みられる．この石英閃緑岩を水上石英閃 

緑岩と呼ぶ．地表では湯檜曾ががに広く分布するが，貫入時代が明らかでない． 

水上石英閃緑岩は白色中粒，かつ均質の岩石で，肉眼的には黒雲母及び角閃石が多いが，それらは大 

部分変質している． 

先
新
第
三
紀 

 
 

 

新
第
三
紀
深
成
岩 
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芝倉石英斑れい岩 第三紀深成岩瀬として一括したものは，芝倉石英斑れい岩・本樽石英閃緑岩・本 

黒閃緑ひん岩・本合石英閃緑岩の順に迸入しているが，これらの活動期の本の時本的本 ほぼとんどな  

いものと考えられる． 

芝倉石英斑れい岩は中粒ないし細粒の岩石である．この岩石の南東限は本合側の約143.2kmががに, 

北本限は本樽側の約148kmががにある．このほか，141.4kmががにも小規模に分布する． 

芝倉石英斑れい岩の岩質は比較的均質で岩相変化に乏しい典型的なものは優黒色であるが，有色応 

物は変質して緑変石となっている．本樽石英閃緑岩のうち優黒色・細粒のものは芝倉石英斑れい岩に移 

り変わる． 

土 石英閃緑岩  芝倉石英斑れい岩の両側には，中粒の典型的な石英閃緑岩が分布する．本樽側では 

148kmががから本樽口まで続く．また，本合側では143.2kmより南東へ約300mの本存在する．これ 

らを本樽石英閃緑岩と呼ぶ． 

南東側に分布する本樽石英閃緑岩は岩相変化がはげしく，比較的優黒色で細粒の部分から，優白色で 

中粒の部分まである．後者が最も典型的なものである． 

148.580kmががより149.200kmにかけては，芝倉石英はんれい岩と本樽石英閃緑岩とが交互に応 

れ，後者が前者中にいろいろな規模で貫入し，また，前者のブロックが後者にとり込まれている．いず 

れの場合でも両者の境ははっきりせず，1-数cmの範囲で急激に移化する．149.200kmががから本樽口 

までは本樽石英閃緑岩が分布し，これは地表のものに連続する．両者ともアプライト脈を伴う．芝倉石 

英斑れい岩と伴う部分は周縁相で岩相の変化が著しいが，その他の部分では変化に乏しい． 

西黒閃緑ひん岩６） マチガ沢直下から本黒沢（図幅外）直下にかけての141.390kmから142.905km 

の本には，北本側の本樽石英閃緑岩と南東側の芝倉石英斑れい岩を貫いて本黒閃緑ひん石の岩脈があ 

る． 

本黒閃緑ひん岩は，特に本合寄りの部分では岩相の変化に富み，南東方の境界がくでは細粒ないし中 

粒の石英閃緑岩質である．この部分は石英・黒雲母・角閃石及び斜長石からなる．北本部では斑状とな 

り，141.650kmががから典型的な閃緑ひん岩となる．この部分は0.5-1cmの斜長石と石英の斑晶，及 

びやや小型の角閃石・黒雲母の斑晶を含む．北本部の境界にが応くと斑晶が小型となる． 

土合石英閃緑岩 本合駅（図幅境界）がくの粗粒花崗岩の湯檜曾寄りの南東側には，およそ141.235 

kmから139.420kmの本に閃緑岩が分布する．ここ閃緑岩は岩相の変化が著しく，部分的に石英閃緑 

岩・閃緑ひん岩及び文象斑岩などに変わる．これを本合石英閃緑岩と呼ぶこの岩体の南限がくでは多 

数の流紋岩岩脈が貫入している． 

新第三系 南部の138.725km-138.755kmの本にわずかに分布する．礫岩を主とし，砂岩・変岩及び 

安山岩質凝灰角礫岩を伴う．両側とも断層で切られている．岩質からみて水上層群粟沢礫岩層（新井・ 

木崎，1958）に似ている． 

岩脈類 このトンネル内に分布する岩脈類はアプライト・ひん岩・流紋岩・塩基性岩など多様であ 

る．これらのうち，重要な事項のみを以下に述べる． 

アプライトには白亜紀花崗岩に伴うものと第三紀深成岩類に伴うものとが区別される． 

――――――――――――――――― 

６）本岩は地表には存在しない． 
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ひん岩は水上花崗閃緑岩のみを貫くものがある．これは本合石英閃緑岩と密接な関係があるものと推 

定される．塩基性岩は２種が区別され，一つは白亜紀花崗岩のみを貫くものであって，他は第三紀深成 

岩類・流紋岩・ひん岩を貫くものであり，新期のものである． 

流紋岩には２種のものが区別される．すなわち，水上石英閃緑岩中の流紋岩岩脈と本合石英閃緑岩中 

のそれとは，岩質並びに規模を異にし，前者は本合石英閃緑岩中にはみられない．従って，水上石英閃 

緑岩中の流紋岩は本合石英閃緑岩に先行して活動した可能性がある．トンネル内でみられる流紋岩岩脈 

57本の方向性は極めて顕著で，平均的に北20ﾟ東を示す． 

断層及び破砕帯 トンネル内でみられる断層及び破砕帯としては，北本側から順に挙げると次のよう 

である． 

本樽石英閃緑岩中の数帯の破砕帯；花崗岩と芝倉石英斑れい岩の接触面（北本側は北20ﾟ本，60ﾟ南， 

南東側は北10ﾟ本，60ﾟN)；本黒閃緑ひん岩中の破砕帯（141.500km-141.560km本)；芝倉斑れい岩と 

花崗岩との断層（北60ﾟ本，30ﾟ北)；花崗岩と本合石英閃緑岩との断層（北60ﾟ東，40ﾟ南，141.240km)； 

本合石英閃緑岩中の破砕帯（数帯あり，140.350km-140.500km，及び140.850km-141.000km本のも 

のが著しい，北60ﾟ本，90ﾟの裂罅が集中，その他北50ﾟ東の垂直のものもある)；流紋岩と水上石英閃 

緑岩あるいは第三系との断層（137.830km東部，137.955km，138.070km及び138.725km)． 

 

．３．２  上越新幹線大清水トンネル７） 

本トンネルは，新潟・群馬県境の谷川連峰の下を貫くもので，新清水トンネルの本側約2.5kmの所 

に掘やされた．山岳トンネルとしては世界最長（L＝22km228m）のものである．大宮起点より128.002 

km-150.230kmの本を占めている（第58図)．このトンネルの地質図及び断面図を第59図に示してある． 

地質の概要は石英閃緑岩が56％，玄武岩が32％，花崗岩が12％と大別されるが，一部に蛇紋岩が分布 

するほか，ひん岩・輝緑岩・変輝緑岩・閃緑ひん岩・流紋岩などの岩脈が複雑に貫入している．これら 

の岩脈類は特に群馬側と新潟県側の松川ががに多い． 

断層破砕帯は各所に見られる．このトンネルの特徴として山はね（rock burst）の発生した区本があ 

る．この応象は上越線新清水トンネル及び旧清水トンネルでも発生した記録がある．本トンネルにおい 

ては，135.280km-136.290kmががで本被り500-1,200m区域で発生している．主として石英閃緑岩地 

帯である． 

山はねの応象は，トンネルや地下空洞の開やによって周辺岩盤に起る急激な破壊応象で，この発生機 

本は十分に明らかにされていない．発生するための条件として，地下開や地点の地山応力状態，地質状 

態と岩質，岩盤強度，開や断面の形状，応力集中や変形状態，に発破などによる破壊れ域，亀裂分布 

などの要因が考えられている．場合により極めて急激に，あるいは緩やかに，開や面の岩石が薄片とな 

って破壊する．その予知は困難である． 

以下，各区域物とに地質概要を述べることにする． 

大清水トンネル入口―132.05km区本 

132.005kmでは石英閃緑岩が貫入し，これより北本方に広く分布している．大清水トンネル入ロ（128. 

 ―――――――――――――――― 

７）上越新幹線のトンネルのうち，本図幅内を通るものは，大清水トンネル・湯沢トンネル及び石本トンネルである． 
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第58図 上越新幹線主要トンネル図（この地図は，国本地理院発行の５万分の１地形図「越後湯沢｣「四万」と使用したものである） 

 

001km)-132.05kmの本には超塩基性岩（かんらん石及び蛇紋岩）が広く分布し，これらひよ小規模な花 

崗閃緑岩及び閃緑岩によって貫かれている．これらはに閃緑ひん岩・石英斑岩などの小岩脈によって 

貫かれている．石英閃緑岩は129.800km以南に広く分布し上記の岩石類中に貫入している．これは 

にひん岩・流紋岩の岩脈によって貫かれている．この石英閃緑岩は地表にも広く露出している． 

断層は主なものが４本存在し，その方向は北20-30ﾟ東で，大部分が垂直である． 
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132.05km-143.150km区本 

この区本は県境稜線南方から仙之倉川合流点ががまでの万太郎谷下部にある．地質は大部分が石英閃 

緑岩であるが，この中の岩相変化は明らかでない． 

県境稜線から南東では顕著な断層が５本存在するが，いずれも東本方向，垂直である． 

県境直下の約134.850km-135.350kmの本には，中生層起源と思われる頁岩ホルンフェルスが断片的 

に捕獲岩として含まれている．これは地表でも出応するものであって，ルーフペンダントの下限を示す 

ものであろう． 

県境直下から北本部では，顕著な断層が７本存在している．136km-137km本の断層は東本方向で垂 

直である．137.8km-140km本の断層は北70ﾟ本方向で垂直である．137.800km及び140kmががには 

顕著な破砕帯があり北70ﾟ本方向である．141kmががの断層及びそれに伴う破砕帯は北50ﾟ東の方向 

性を示している． 

143.150kmにおいて，石英閃緑岩は南北方向で本方に急斜する断層によって北本側の古期岩層（砂 

岩・粘板岩・輝緑凝灰岩からなる）と断層で接する． 

143.150km-144.000km区本 

南東側は上述の断層，北本側は南北方向で本方に50ﾟ程度傾斜する断層によって北本側のブロックと 

接している． 

この区本は，砂岩・粘板岩の互層から主になり，輝緑凝灰岩を挾んでいる．全体として東方に急斜し 

ている．おそらく中生層８）と思われる． 

144.000km-146.85km区本 

この本には基盤の古期岩層（チャートが主）及び蛇紋岩が分布し，閃緑岩・玄武岩・ひん岩・石英斑 

岩・斑れい岩などの岩脈によって貫かれており，複雑な関係となっている．しかし，地表はほとんどが 

松川層の玄武岩であって，南北断層によって蛇紋岩が細長く露出していて，地下と著しく異なってい 

る． 

146.85km―大清水トンネル出口（150.222km）区本 

この区本の地表は松川層の玄武岩及び白板層の玄武岩からなっている． 

トンネル内でもほとんどが変質玄武岩からなっている． 

 

．３．３  上越新幹線湯沢トンネル 

湯沢トンネルは152.370km-156.850kmの本で延長4,479mである． 

この区本の地表は南部が清津層の頁岩・凝灰岩で，北部は上野層及びこれを貫く石英閃緑ひん岩であ 

る． 

トンネル内の地質は地表と調和的であって，トンネル入口（152.370km)-155.3kmの本は，下位から 

凝灰角礫岩・凝灰岩・凝灰岩頁岩からなる．155.350kmでは北東方向の断層破砕帯によって北本側の石 

英閃緑ひん岩と接する．北の出口ががは上野層の硬質頁岩からなる． 

―――――――――――――――― 

８）上越新幹線地質図（1980）では古生層とされている． 
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．３．４  上越新幹線石打トンネル 

石本トンネル入口（158.018km）から北方では，地表は東田尻層（本山層相当層）の安山岩凝灰角礫 

岩であるが，トンネル内も図幅内では同様なものからなっている． 

 

．４  温泉及び応泉 

 

．４．１ 湯沢温泉 

湯沢温泉は中魚沼郡湯沢町の上越線本側で山麓地帯に位置している． 

古くは湯沢町本側山腹の横穴を源泉として利用していたが，応在は主に坑井により必要量をまかなっ 

ており，が年は水位低下応象から集中管理方式による合理的利用方法を採用している． 

源泉は12本の坑井，一つの横坑（No.４，湯元）及び一つの地表自然湧出泉（新道の湯）でありすべて 

上越線の本側に分布している．第60図に分布位置，第６表に標高・深度・湧出状況を示してある．これ 

らから明らかなように，源泉の大部分は標高355m-399mの本に掘やされており，最深の坑井はNo.13 
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観光２号の約600mである．他は100m-600mの深度を有する． 

湯元（No.４）は湯沢温泉の利用源泉中，最も古く，また，唯一の横穴式の源泉である．この横坑は 

坑口から南22ﾟ東に入ったあと屈曲し，全体で257mの延長をもつ．最も奥の部分で底及び上部から湧 

出している． 

坑井の地質についてみると，湯元の横坑は清津層の下部層の中に掘やされたものであり，がくには石 

英閃緑ひん岩の小さい岩応がある．他のボーリングについては地質柱状図が存しないので詳細不明であ 

るが，残存しているコアーの一部から推定すると，硬質頁岩・変質玄武岩・石英閃緑ひん岩などが存在 

している． 

各源泉の泉温・pH・化学成分を第７表に示してある． 

この資料の示すように，坑井深度と増温率との関係は，200m-300m程度の坑井に高く，深い坑井ほ 

ど増温率は低下する．泉温とCl－の関係では高温の源泉ほどCl－の含量は高く，また，Cl－とSO４
２－は 

ほぼ２次曲線的関係にある．このような各イオン濃度の相互関係を第61-64図に示してある． 

泉質は山一１号，小段の湯，滝之沢，城平，観光２号，鉄道の湯が食塩泉で，熊野堂１号，同２号， 

江神１号，同２号，湯元，炙天の湯，大刈野が単純温泉である． 

各成分相互の関係，泉温との関係を検討すると，次のような関係が特に挙げられよう．(1)蒸発残渣と 

Cl－及びNa＋との本には正の相関々係がある．(2)蒸発残渣と硫酸イオンとの本にもほぼ正の相関々係 



   ―
 93 ―

 

     



   ― 94 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がある．(3)蒸発残渣とCa２＋との本には，新道の湯，鉄道の湯を除くと，正の相関々係が認められる． 

(4)Na＋とCa２＋の関係については，新道の湯・鉄道の湯・城平温泉を除くと正の相関々係が認められ 

る． 

これらの化学的性質から源泉群をグループに区分することができる． 

Ⅰ 新道の湯（Ca２＋millival％＞Na＋millival％） 

Ⅱ 残りの13源泉（Ca２＋millival％＞Na＋millival％） 

Ⅱa 鉄道の湯・城平温泉（Na＋とCa２＋及び蒸発残渣とCa２＋の相関から） 

Ⅱb 残りの11源泉 

Ⅱb-１ 山一１号，滝之沢，観光２号，小段の湯（蒸発残渣とNa＋及びCl－の相関の位 

置から） 

Ⅱb-２ 熊野堂１・２号，江神１・２号，炙天の湯，湯元 

これらの相互関係は源泉の分布とも密接に関係している． 

また，湯元はpHが9.3と強アルカリ性である点で，他の源泉とも異なっている．鉄道の湯・城平温 

泉は温度，位置からみても他の源泉と区別される． 

これらの源泉は全体として湧出量が減少の傾向を示すが1964年新潟地震により影響を受け，一時的に 
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増大したが，同年11月には以前の状態に戻ったとみられる． 

いろいろな点から，湯沢温泉の地下貯留部分は，比較的浅く，地表水の影響を受けやすいところに存 

在すると考えられるが，600m程度の坑井に増温率も10℃/100m以上の値で異常値を示していること 

は注目すべきである． 

 

．４．２ 上
うわ

野
の

土泉 

本図幅地域の北本部に位置し，石本駅の 

本方に源泉が点在している．これらの源泉 

は主として清津層及びこれを貫く石英閃緑 

ひん岩の中から湧出するものである． 

この応泉は，従来，地表流出水及び浅層 

の温泉井からの応泉を利用していたもので 

あるが（第８表)，上越新幹線湯沢トンネ 

ル掘やに伴い，坑内で応泉の湧出（No.10) 

があったため，その後，周辺で４本の坑井 

(No.６，７，８，９）が掘やされた（第65図)． 

これらのうち，２本はそれぞれ，塩沢町 

大字上野字花岡山（No.６)，及び同字本山 

(No.７）に位置し，丘陵地の東縁部で掘や 

され，地表では硬質頁岩であるが，下部で 

は魚沼層及び本山層と推定される礫層であ 

って，本方から東方への衝上断層が確認さ 

れた． 

他の坑井は塩野町大字関山字中ノ沢 

(No.８)，及び大字上野字山口（新泉１号） 

(No.９）で掘やされたもので，石英閃緑ひ 

ん岩及び凝灰岩中より温泉が湧出してい 

る． 

本応泉水の水質を第９表に示してある． 第65図 上野応泉泉源位置図（この地図は国本地理院発行

の２万５千分の１地形図「越後湯沢」を使用したもの

である） 
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．４．３ 清津峡温泉（小出温泉） 

本図幅地域の北本隅，清津川沿いに位置してい 

る．湧出地は中魚沼郡中里村字倉俣発にある．自然 

湧出源は上野層（七谷層）の硬質頁岩を貫く石英閃 

緑ひん岩中の割れ目であるが，このほかに２号井が 

利用されている． 

第10表に２号井の水質その他を示してある． 

 

．４．４ 貝掛温泉 

本図幅地域の南本隅，清津川支流のカツサ川下流 

右岸に位置している．ひん岩と石英閃緑岩との本の 

断層ががから湧出している．所在地は湯沢町大字三 

俣685の５である．本温泉は標高700mの深度60m 

の岩盤から自然湧出するもので泉源温度38℃）気温 

22度)，湧出量615 l/分（昭和35年12月)，含塩化本類 

食塩泉に応する．水質を第11表に示してある． 
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（Abstract） 
 

GEOLOGY 
 

T h e  q u a d r a n g l e  a r e a“ E c h i g o-Y u z a w a” i s  s i t u a t e d  i n  l o n g i t u d e  13 8ﾟ45′-  
139ﾟ00′E  a n d  l a t i t u d e  36ﾟ50′-37ﾟ0′N ,  a n d  i s  g e o l o g i c a l l y  c o m p o s e d  o f  t h e  
u p p e r  T r i a s s i c  O k u t o n e  G r o u p ,  t h e  I w a m u r o  F o r m a t i o n ,  u l t r a m a f i c  r o c k s ,  
C r e t a c e o u s  t o  P a l e o g e n e  g r a n i t e s ,  t h e  m i d d l e  t o  u p p e r  M i o c e n e  f o r m a t i o n s ,  
t he  Miocene  quar t z  d io r i te  inc lud ing  re l a t ed  hypabyssa l  rocks  and  the  P l iocene  
t o  P l e i s t o c e n e  d e p o s i t s .  T h e r e  a r e  a l s o  t w o  P l e i s t o c e n e  v o l c a n o e s（ I i j i  a n d  
Naeba） in  the  a rea .  

The  a rea  i s  s i tua ted  in  the  wes t  pa r t  o f  the  Jōe t su  Be l t ,  which  i s  t ec ton ica l ly  
bounded  by  the  Sh iba ta-Koide  Tec ton ic  L ine（ Y A M A S H I T A,  1970） in  the  wes t ,  
by  the  Kash iwazak i-Chō sh i  Tec ton ic  L ine（ Y A M A S H I T A,  1970） in  the  sou thwes t  
and  by  the  Ka tash ina  Tec ton ic  L ine（ Y A M A S H I T A  e t  a l . ,  1965） in  the  eas t  a s  
shown in  F ig . 7  i n  the  t ex t .  

The  s t ra t ig raph ic  success ion  and  the  igneous  ac t iv i t i e s  o f  the  Ech igo-Yuzawa  
d i s t r i c t  a re  summar ized  in  Tab le  1 .  
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ULTRAMAFIC ROCKS 
T h e  u l t r a ma f i c  r o c k s ,  mo s t l y  s e r p e n t in i t e  w i th  s c a r c e  r e l i c s  o f  o l i v in e  a n d  

o r t h o p y r o x e n e ,  a r e  d i s t r i b u t e d  a s  x e n o l i t h i c  m a s s  i n  t h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t e s .  
T h e y  a r e  c o n t a i n e d  a s  p e b b l e s  i n  t h e  l o w e r  J u r a s s i c  I w a m u r o  F o r m a t i o n  

a n d  i t s  e q u i v a l e n t .  T h e r e f o r e ,  t h e  a g e  o f  t h e i r  i n t r u s i o n  m i g h t  b e  p r e- e a r l y  
J u r a s s i c .  H o w e v e r ,  i t  s e e m s  t h a t  t h e y  h a v e  b e e n  r e m o b i l i z e d  d u r i n g  f a u l t  
movement ,  wh ich  i s  in fe r r ed  f rom the  in t ru s ive  r e l a t ion  to  the  lower  j u r a s s i c  
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s ed imen t s  nea r  Tan igawa-dake .  
 

TRIASSIC OKUTONE GROUP 
T h e  b e d s  o f  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e ,  l i t h o l o g i c a l l y  c o r r e l a t i v e  w i t h  t h e  l a t e  

T r i a s s i c  O k u t o n e  G r o u p ,  a r e  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  M a k i h a t a-y a m a  a r e a  a n d  i t s  
ad jo in ing  ea s t e rn  r idge .  The  sed imen t s  s t r ike  in  E-W d i r ec t ion  and  d ip  no r th  
s t eep ly ,  and  a re  in t ruded  by  the  g ranod io r i t e  and  the  Miocene  quay tz  d io r i t e .  
 

IWAMURO FORMATION 
The  the rma l ly  me tamorphosed  beds  of  sands tone  and  sha le  o f  p re sumed ea r ly  

Ju rass ic  age  a re  loca l ly  exposed  to  the  no r thwes t  and  no r theas t  o f  Sh igekura-  
dake,  and are  in t ruded by serpent in i te ,  grani te  and quar tz  d ior i te .  Smal l  xenol i-  
t h i c  ma sse s  wi th  s imi l a r  l i t ho fac ie s  a re  a l so  found  in  the  Cre tace ous  g ran i t e .  
 

C R ET A CEO U S G R ANIT E S 
T h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t e s  h a v e  a n  e x t e n s i v e  d i s t r i b u t i o n  i n  t h e  c e n t r a l  a n d  

e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  q u a d r a n g l e  a r e a .  T h e  g r a n i t e s  a r e  i n t r u d e d  i n t o  t h e  
T r i a s s i c  O k u t o n e  G r o u p .  

T h e  g r a n i t e  m a s s  o c c u r r i n g  a l o n g  t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  q u a d r a n g l e  b e -  
l o n g s  t o  t h e  w e s t e r n  e x t e n s i o n  o f  t h e  S u d a g a i（ O k u t o n e） G r a n i t e  m a s s ,  a  
b io t i t e  g r a n i t e  c h a ra c t e r i z e d  b y  t h e  p r e s e n c e  o f  p in k i s h  p o t a s h  f e l d s p a r .  T h e  
g r a n i t e ,  d i r e c t l y  i n  c o n t a c t  w i t h  t h e  T r i a s s i c  f o r m a t i o n ,  i s  a  l e u c o c r a t i c  
g r a n o d i o r i t e .  

T h e  D a i g e n t a  G r a n i t e  m a s s  o c c u r r i n g  i n  t h e  c e n t r a l  a r e a  i s  a  c o m p o s i t e  
o n e  c o m p o s e d  o f  p in k i s h  c o a r s e-g ra in e d  p o rp h y r i t i c  g r a n i t e ,  m e d iu m-g ra in e d  
g r a n u l a r  b i o t i t e  g r a n i t e ,  c o a r s e-g r a i n e d  p o r p h y r i t i c  h o r n b l e n d e  g r a n i t e  a n d  
p o r p h y r i t i c  l e u c o c r a t i c  h o r n b l e n d e  g r a n i t e .  A m o n g  t h e m ,  t h e  f i r s t  t y p e  i s  
m o s t  w i d e l y  d i s t r i b u t e d .  
 

DIKE SWARM OF DIABASE AND GRANOPHYRE IN THE DAIGENTA 
G R A N I T E  M A S S 
M o r e  t h a n  s o m e  h u n d r e d s  d i k e s  o f  d i a b a s i c  a n d  r h y o l i t i c  t o  g r a n o p h y r i c  

compos i t ions  cu t  the  Da igen ta  Gran i te  mass  to  fo rm para l le l  d ike  swarm.  There  
a re  innumerab le  d ikes  which  a re  too  sma l l  to  be  rep resen ted  on  the  geo log ica l  
map .  

T h e  r h y o l i t e  t o  g r a n o p h y r i c  d i k e s  a r e  l i m i t e d  i n  t h e i r  d i s t r i b u t i o n  t o  t h e  
w e s te rn  pa r t  o f  t h e  g ra n i t e  ma s s .  The  nu mbe r  o f  d ike s  e x ce ed s  on e  hu nd re d .  
T h e  w i d t h  o f  t h e s e  d i k e s  i s  3 .5 m  o n  a v e r a g e .  T h e  d i k e s  s t r i k e  N20ﾟW  i n  
g e n e r a l  a n d  d ip  t o  t h e  e a s t  b y  t h e  a n g l e s  75  t o  90ﾟ .  

O n  t h e  o t h e r  h a n d  t h e  b a s a l t i c  t o  d i a b a s i c  r o c k s  d i s t r i b u t e  e v e r y w h e r e  
ove r  the  g ran i t i c  mass i f  and  the i r  number  exceeds  f ive  hundred  in  the  sou th-  
e r n  p a r t .  T h e r e  a r e  t h r e e  t y p e s  o f  e m p l a c e m e n t :  i . e .  s i n g l e  d i k e ,  c o m p o s i t  
d i k e  a n d  m u l t i p l e  d i k e .  T h e  w i d t h  o f  d i a b a s i c  d i k e s  r a n g e s  f r o m  a  f e w 
cen t ime t e r s  t o  30 mete r s .  
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MIOCENE FORMATIONS 
T h e  m i d a l e  t o  l a t e  M i o c e n e  d e p o s i t s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  p r e v a l e n c e  o f  

p y r o c l a s t i c  f a c i e s  a r e  w id e s p r e a d  i n  t h e  q u a d r a n g l e  a r e a .  T h e i r  s t r a t i g r a p h i c  
s u c c e s s i o n i s  i s  a s  fo l l o w s  i n  t he  d e sce n d i n g  o rd e r :  
 
Mugurazawa Formation（Sy）                                       （Shiiya F.)＊  

Ōsawa Formation（Te）                                           （Teradomari F.)＊  

Uwano Formation（Nt）                                           （Nanatani F.)＊  

 
 
Kiyotsu Formation        Yuzawa Sandstone Conglomerate              （Tsugawa F.)＊  

（Ts-To）    Member（Ty）  
Shibahara Tuff Member（Ts１ , Ts２） 

Shiraita Formation（Si）  

Matsukawa Formation（Ma１ , Ma２）                                 （Kanose F.)＊  
Jōnai Growp（Jo１ , Jo２ , Jo３）                                      （Kanose F.)＊  

(＊Standard formation name in the Niigata Oil Field）  

 
Jōna i  Group（ Jo）  
The  Jōna i  Group  i s  composed  o f  the  lowermos t  sha le- sands tone-cong lomera te ,  

l o w e r  b a s a l t  a n d  t h e  u p p e r  c o n g l o m e r a t e .  
T h e  b a s a l t  a n d  c o n g l o m e r a t e  f o r m a t i o n s  a r e  a s  a  w h o l e  i n  f a u l t  c o n t a c t  

w i t h  t h e  b a s e m e n t  r o c k s  o f  g r a n i t e ,  a n d  a r e  c o v e r e d  b y  t h e  p y r o c l a s t i c s  o f  
I i j i  V o l c a n o  i n  t h e  w e s t .  
 

Mat sukawa Format ion（ Ma）  
T h e  M a t s u k a w a  F o r m a t i o n  i s  t h e  l o w e s t  o n e  o f  M i o c e n e  F o r m a t i o n  a n d  

d i s t r i b u t e d  a lo n g  t he  M a tsu k aw a i r i-gaw a .  A  pa r t  o f  t he  fo rma t ion  i s  i n  f au l t  
con tac t  w i th  se rpen t in i t e ,  and  the  sou the rn  boundary  shows a  compl ica ted  one  
owing  to  the  in t rus ion  o f  Miocene  qua r tz  d io r i t e  mass .  The  fo rma t ion  cons i s t s  
ma imly  o f  a l te red  basa l t  l avas  and  in te rca la ted  ha ra  b lack  sha le  o f  smal l  amount ,  
t h e  u p p e r  p a r t  g r a d i n g  i n t o  t h e  a l t e r n a t i o n  o f  b a s a l t  a n d  a c i d i c  t u f f .  T h i c k-  
n e s s ,  4 5 0m + .  
 

Sh i ra t a  Format ion（ Si）  
T h e  S h i r a i t a  F o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  M a t s u k a w a  F o r m a t i o n ,  

a n d  i s  c o mpo s ed  o f  l ower  t h i ck  b l ac k  h a rd  s h a le  a n d  up pe r  a l t e r e d  ba s a l t  i n  
w h i c h  p i l l o w  s t r u c t u r e  i s  s o m e t i m e s  s e e m .  T h i c k n e s s ,  600m + .  
 

K iyo t su  Forma t ion（ Ts,  Ty ,  Tg ,  To）  
The  Kiy o t su  Fo rma t ion  i s  w id e ly  d i s t r i bu ted  in  th e  moun ta in  b lock  be twee n  

Upper member（Teu） 

Lower member（Tel） 

Jyūnitōge Green Tuff Member（Nt２） 
Ōnogawa Hard Shale Member（Nt１） 
Ōmine Sandstone-shale Member（To１，To２） 

Yagisawa Tuff Member（Tg１，Tg２） 

 

 

 

Basalt memer（Si２） 

Hard shale member（Si１） 
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t h e  U o n o  a n d  K i y o t s u-g a w a ,  s h o w i n g  a  s y n c l i n a l  s t r u c t u r e  a s  a  w h o l e .  T h e  
s t r a t i g r a p h i c  r e l a t i o n  w i t h  t h e  u n d e r l y i n g  S h i r a i t a  F o r m a t i o n  i s  p r o b a b l y  
c o n f o r m a b l e ,  a l t h o u g h  n o t  c l e a r  b e c a u s e  o f  f a u l t  c o n t a c t .  T h i c k n e s s ,  950 -  
1 3 6 0 m + .  

T h e  K i y o t s u  F o r m a t i o n  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  f o l l o w i n g  f o u r  M e m b e r s  i n  
a scend ing  o rde r :  Sh ibaha ra  Tuf f  Member（ Ts１ ,  Ts２ ) ,  Yuzawa Sands tone-con-  
g l o m e r a t e  M e m b e r（ T y 1 - 3 ) ,  Y a g i s a w a  T u f f  M e m b e r（ T g１ ,  T g２ ) ,  a n d  Ōm i n e  
Sands tone- sha le  Member（ To１ ,  To２ ) .  
 

U w a n o  F o r ma t i o n（ N t）  
T h e  U w a n o  F o r m a t i o n  s h o w s  a  t y p i c a l  N a n a t a n i  f a c i e s ,  a n d  i s  c o m p o s e d  

o f  t h e  l o w e r  h a r d  s h a l e  M e m b e r  i n t e r c a l a t i n g  d o l o m i t i c  b e d s  a n d  t h e  u p p e r  
d e c i t i c  p u m i c e  t u f f  M e mb e r .  
 
Ō s a w a  F o r m a t i o n（ T e l  T e u）  
T h e  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  U w a n o  F o r m a t i o n .  T h e  f o r m a t i o n  

i s  c o r r e l a t i v e  w i t h  t h e  T e r a d o m a r i  F o r m a t i o n ,  h o w e v e r  i t s  l i t h o f a c i e s  i s  
d i f f e r e n t  f r o m  t h e  c o m m o n  f a c i e s ,  a n d  c o n s i s t s  o f  t h e  l o w e r  a l t e r n a t i o n  o f  
sha le- tu f f  member（ Tel） and  the  upper  a l te rna t ion  o f  sands tone-sha le  member  
(Teu) .  
 

M u g u r a z a w a  F o r m a t i o n（ S y）  
T h e  F o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  Ō s a w a  F o r m a t i o n .  
T h e  M u g u r a z a w a  F o r m a t i o n  s h o w s  a  c h a r a c t e r i s t i c  s l u m p  s t r u c t u r e ,  a n d  

co ns i s t s  o f（ⅰ） t he  a l t e rna t ion  o f  sand s tone-c ong lomera te- s i l ty  sha le-d ac i t i c  
tu f f ,（ⅱ） dac i t i c  tu f f  and（ⅲ） t he  a l t e rna t ion  o f  rhyo l i t i c  lap i l l i  t u f f ,  s and-  
s t o n e  a n d  s i l t y  s h a l e ,  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  T h i c k n e s s ,  360-610m + .  

T h e  f o r m a t i o n  i s  s t r a t i g r a p h i c a l l y  c o r r e l a t i v e  w i t h  t h e  S h i i y a  F o r m a t i o n .  
 

M i d d l e  M i o c e n e  f o r m a t i o n s  i n  t h e  T a n i g a w a  M o u n t a i n s（ S h ,  D a）  
T h e  S h i g e k u r a d a k e  C o n g l o m e r a t e  F o r m a t i o n（ S h） d i r e c t l y  o v e r l i e s  t h e  

se rpen t in i t e  o f  the  basement  rock ,  and  c rops  ou t  a t  the  summi t  a rea  o f  Sh ige-  
k u r a-d a k e  a n d  I c h i n o k u r a-d a k e ,  e x t e n d i n g  w e s tw a r d s  a n d  i n  t u r n  i s  i n t r u d e d  
b y  t h e  q u a r t z  d i o r i t e .  

T h e  F o r m a t io n  i s  c o m p o s e d  o f  c o n g lo m e r a t e  a n d  su b o rd i n a t e  b a s a l t ,  s h a l e ,  
s a n d s t o n e ,  d a c i t i c  p y ro c l a s t i c s  a n d  rh y o l i t e  l a v a s .  T h e  p e b b l e s  a r e  n o t  g o o d  
i n  s o r t i n g  a n d  i n c l u d e  s e r p e n t i n e i t e ,  s a n d s t o n e  a n d  c l a y s l a t e .  B a s a l t  l a v a s  
a r e  a m y g d a l o i d a l  i n  p a r t  a n d  a s s o c i a t e d  w i t h  b a s a l t i c  t u f f s .  D a c i t i c  p y r o-  
c l a s t i c s  a re  g ray-green i sh  tu f f  b recc ia  to  lap i l l i  tu f f  showing  a  we lded  s t ruc-  
t u r e  i n  p a r t .  T h e  F o r m a t i o n  a s  a  w h o l e  d i p s  w e s t-  o r  s o u t h w e s t w a r d s  b y  
t h e  a n g l e  o f  20ﾟ  d e g r e e s .  

T h e  D a i s h ō j i n o k a s h i r a  B a s a l t  F o r m a t i o n（ D a） c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  
S h i g e k u r a d a k e  C o n g l o m e r a t e  F o r m a t i o n ,  b e i n g  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  b a s a l t  
a s s o c i a t e d  w i t h  b l a c k  s h a l e .  B a s a l t  l a v a s  a r e  a m y g d a l o i d a l  a n d  s h o w  p a r t l y  
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p i l l o w  s t r u c t u r e .  T h i c k n e s s :  1 0 0m .  
T h e  r h y o l i t i c  t u f f  b r e c c i a（ M i） c o r r e l a t i v e  w i t h  t h e  M i n a k a m i  G r o u p  i s  

d i s t r i b u t e d  i n  t h e  s o u t h e a s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  q u a d r a n g l e  a r e a .  T h e  b e d  
u n c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  s e r p e n t i n i t e  o f  b a s e m e n t  r o c k  a n d  i s  i n  f a u l t  
c o n t a c t  w i t h  T h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t e s  a n d  t h e  M i o c e n e  q u a r t z  d i o r i t e .  
 

MIOCENE QUARTZ DIORITE（ Qd）  
T h e  M i o c e n e  q u a r t z  d i o r i t e  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  q u a r t z  d i o r i t e  a n d  

g r a n o a l o r i t e  a c c o m p a n i e d  w i t h  f i n e-g r a i n e d  d i o r i t e  a n d  g a b b r o i c  r o c k s .  
T h e  T a n i g a w a-d a k e  M a s s  i s  20k m  w i d e  i n  e a s t-w e s t  d i r e c t i o n  a n d  a b o u t  

1 2 - 1 3 k m  i n  n o r t h - s o u t h  d i r e c t i o n .  T h e  s o u t h e r n  a n d  w e s t e r n  p a r t s  o f  t h e  
m a s s  a r e  i n t r u d e d  i n t o  t h e  N e o g e n e  T e r t i a r y  f o r m a t i o n s ,  a n d  t h e  n o r t h -  
e a s t e r n  a n d  e a s t e r n  p a r t s  a r e  i n t r u d e d  i n t o  t h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t i c  m a s s e s .  
 

HYPABYSSAL ROCKS RELATED WITH MIOCENE QUARTZ DIORITE 
T h e  h y p a b y s s a l  r o c k s  g e n e t i c a l l y  r e l a t e d  w i t h  q u a r t z  d i o r i t e  a r e  g r a n i t e  

p o r p h y r y ,  q u a r t z  p o r p h y r y ,  q u a r t z  p o r p h y r i t e  a n d  q u a r t z  d i o r i t e  p o r p h y r i t e ,  
mos t  o f  wh ich  a re  in t ruded  a long  Th e  con tac t  be tween  the  qua r t z  d io r i t e  an d  
t h e  N e o g e n e  T e r t i a r y  f o r m a t i o n s  i n  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  q u a d r a n g le  a r e a .  
 

G a n i t e  p o r p h y r y（ G p）  
G a n i t e  p o r p h y r y  i s  e x p o s e d  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  q u a d r a n g l e  

a r e a  a n d  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t e s .  
 

Q u a r t z  p o r p h y r y（ Q p）  
Q u a r t z  p o r p h y r y  d i k e s  c u t  t h e  p o r p h y r i t e  i n  t h e  w e s t  o f  F u t a i  a n d  t h e  

K i y o t s u  F o r m a t i o n  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  s o u t h  o f  S h i b a h a r a - t ō g e .  
 

Q u a r t z  d i o r i t e  p o r p h y r i t e（ Q d p）  
T h e  q u a r t z  d i o r i t e  p o r p h y r i t e  i s  w i d e l y  e x p o s e d  a l o n g  t h e  g a u g e  o f  t h e  

K i y o t s u-g a w a  a n d  e x t e n d s  n o r t h e a s t w a r d .  T h e  m a i n  p a r t  o f  t h e  r o c k  m a s s  
i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  K i y o t s u  a n d  U w a n o  F o r m a t i o n s  a s  a  l a r g e- s c a l e  s h e e t , 
a n d  m a n y  s m a l l- s c a l e  o f f- s h o o t s  f r o m  i t  a r e  c o n c o r d a n t l y  i n t r u d e d  i n t o  t h e  
c o u n t r y  r o c k s .  T h e r e f o re ,  t h e  q u a r t z  d io r i t e  p o r p h y r i t e  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  a  
ph aco l i th i c  m as s  a s  a  who le .  
 

Q ua r t z  po rphy r i t e（ P q）  
Th e  qu a r t z  po rph yr i t e  i s  w ide ly  d i s t r ib u t ed  ma in ly  in  t he  we s te rn  s id e  a re a  

o f  t h e  K i y o t s u-gaw a  and  i s  i n  f au l t  con t ac t  w i th  t he  K iyo t su  Fo rma t ion  and  
q u a r t z  d i o r i t e .  M e g a s c o p i c a l l y  t h e  r o c k  s h o w s  a  t y p i c a l  p o r p h y r i t i c  t e x t u r e  
i n  s o m e  p l a c e s  a n d  a  b r e c c i a  o r  w e l d e d  t u f f- l i k e  s t r u c t u r e  i n  o t h e r  p l a c e s .  
U n d e r  t h e  m i c r o s c o p e  t h e  t y p i c a l  q u a r t z  p o r p h y r i t e  s h o w s  h o l o c r y s t a l l i n e  
a nd  po rphy f i t i c  t e x tu re .  P he noc rys t s  a r e  o f  qu a r t z ,  p la g ioc l a se ,  c l in opy ro xen e  
a n d  h y p e r s t h e n e .  Q u a r t z  i s  l a r g e  a n d  h a s  c o r r o d e d  f o r m .  H y p e r s t h e n e  i s  
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n e a r l y  c o m p l e t e l y  c h l o r i t i z e d .  G ro u n d m a s s  i s  c o m p o se d  o f  f i n e-g r a i n e d  s a l i c  
m i n e r a l  a n d  c h l o r i t e .  B r e c c i a- l i k e  p o r p h y r i t e  s h o w s  a  c l a s t i c  t e x t u r e ,  c o m-  
p o s e d  o f  q u a r t z ,  f e l d s p a r  a n d  c h l o r i t e ,  a n d  e p i d o t i z a t i o n  i s  r e m a r k a b l e .  
A b u n d a n t  b r e c c i a- l i k e  f r a g m e n t  a r e  x e n o l i t h i c  o n e s  o f  q u a r t z  p o r p h y r l t e  a n d  
porphyr i t e .  

T h e  q u a r t z  p o r p h y r i t e  i s  c u t  b y  d i k e s  o f  q u a r t z  p o r p h y r y  a n d  p o r p h y r i t e .  
 

P o r p h y r i t e（ p）  
The  po rphyr i t e  occur s  a s  sma l l  d ike  in  the  Sh i ra i t a  and  Kiyo t su  Format ions .  

T h e  r o c k  i s  m e l a n o c r a t i c  a n d  f i n e-g r a i n e d .  
 

PLIOCENE TO PLEISTOCENE FORMATIONS 
N i s h i t a j i r i  F o r m a t i o n（ N y）  
T h e  P l i o c e n e  N i s h i t a j i r i  F o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  n o r t h w e s t e r n  

co rn e r  o f  t he  quadran g le  a rea  and  i s  cha rac te r i zed  by  p redominance  o f  py ro-  
c l a s t i c s  a n d  l a v a s .  T h e  F o r m a t i o n  u n c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  M u g u r a z a w a 
Format ion.  

T h e  N i s h i t a j i r i  F o r m a t i o n  e x p o s e d  t o  t h e  w e s t  o f  I s h i u c h i  c o n s t i t u t e s  
t h e  e a s t e r n  w i n g  o f  a n  a n t i c l i n e  a n d  i s  i n  f a u l t  c o n t a c t  w i t h  t h e  Ō s a w a 
Format ion.  
 

U o n u m a  F o r m a t i o n（ U o）  
E x p o s u r e s  o f  t h e  P l e i s t o c e n e  U o n u m a  F o r m a t i o n  a r e  c o n f i n e d  t o  t h e  s m a l l  

area  to  the nor th  of  Ishiuchi .  The Formation is  composed mainly  of  gravel  and  
s a n d ,  d i p p i n g  g e n t l y  e a s t w a r d .  
 

Q U A T E R N A R Y  V O L C A N O E S 
T h e r e  a r e  t w o  P l e i s t o c e n e  v o l c a n o e s ,  N a e b a  a n d  I i j i ,  i n  t h e  q u a d r a n g l e  

area .  
T h e  I i j i  V o l c a n o  i s  s i t u a t e d  w i t h i n  t h e  U o n o-g a w a  L o w l a n d ,  a n d  i s  c o m-  

p o s e d  o f  l a v a  f l o w s  o f  h o r n b l e n d e-h yp e r s t h e n e  a n d e s i t e  a n d  p y r o c l a s t i c  f l o w 
d e p o s i t s .  I t s  t o p o g r a p h y  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  l a va  d o m e s  a n d  th e  g e n t l e  s l op e  
f o r m e d  b y  p y r o c l a s t i c  f l o w s .  

T h e  N a e b a  V o l c a n o  i s  a  t y p i c a l  s t r a t o v o l c a n o  c o m p o s e d  o f  m a n y  a n d e s i t e  
l a v a s  a n d  t h e i r  p y r o c l a s t i c s .  T h e  m o s t  r e m a r k a b l e  t o p o g r a p h y  i s  s h o w n  b y  
t h e  d e v e l o p m e n t  o f  t h e  ge n t l e  s l o p e s  f o r m e d  b y  l a v a  f l o w s  t o  t h e  n o r t h  a n d 
s o u t h  o f  t h e  s u m m i t .  

A  pa r t  o f  dac i t i c  andes i t e  o f  o lde r  s tage ,  o l iv ine-bea r ing  aug i te-hypers then e 
andes i t e  l ava s  and  the i r  py roc la s t i c s  o f  the  th i rd  and  four th  s t age  o f  ac t iv i ty  
a r e  e x p o s e d  i n  t h e  w e s t  m a r g i n  o f  t h e  q u a d r a n g l e  a r e a .  
 

QUATE RNARY D E P OS IT S 
T e r r a c e  d e p o s i t s  
T h e  t e r r a c e  d e p o s i t s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  g r a v e l  a n d  s a n d  a r e  d i s t r i b u t e d  
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a l o n g  t h e  N o b o r i k a w a ,  D a i g e n t a- g a w a ,  U o n o- g a w a  a n d  K i y o t s u -g a w a .  T h e  
d e p o s i t s  a r e  s o m e t i m e s  c o v e r e d  b y  t h e  t a l u s  c o n e  o n  t h e  m o u n t a i n  s i d e s .  
 

T a l u s  d e p o s i t s  
W i d e  a n d  t h i c k  d i s t r i b u t i o n  o f  t a l u s  d e p o s i t s  i s  o n e  o f  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  

t h e  q u a d r a n g l e  a r e a .  T h ey  o c c u r  a s  t a l u s  c o n e ,  t a l u s  f a n  a n d  t a l u s ,  c o v e r i n g  
t h e  f oo t  o f  m o un t a in .  A m o ng  th e m,  t w o  k i n ds  o f  t a l us  c on e ,  P l e i s to ce ne  an d  
Holocene  in  age ,  a re  d i s t ingu ished .  
 

L o a m  b e d  
Th ick  loam beds  in t e rca la t ing  foss i l  humus  bands  wide ly  cover  the  vo lcan ic  

b e d s  o n  t h e  g e n t l e  s l o p e s  o f  I i j i  a n d  N a e b a  v o l c a n o e s .  
 

A l l u v i u m 
T h e  a l l u v i a l  g r a v e l  a n d  s a n d  a r e  m a i n l y  d i s t r i b u t e d  a l o n g  t h e  p r e s e n t  

r i v e r  f l o o r s ,  a n d  f a n g l o m e r a t e s  w i d e l y  c o v e r  t h e  m o u n t a i n  f o o t  n e a r  Y u z a w a  
Town.  
 

APPLIED GEOLOGY 
 

T h e r e  a r e  m o r e  t h a n  t e n  m e t a l l i c  o r e  d e p o s i t s  i n  t h e  a r e a ,  b u t  n o  o n e  i s  
w o r k e d  a t  t h e  p r e s e n t  t i m e .  

F o u r  h o t  s p r i n g s  a r e  f o r  u s e  i n  t h e  a r e a ,  t h e y  a r e  t h e  Y u z a w a ,  U w a n o ,  
K i y o t s u  a n d  K a i k a k e  S p a s .  T h e  t h e r m a l  o r i g i n  o f  t h e m  s e e m s  t o  b e  r e l a t e d  
w i t h  t h e  q u a r t z  d i o r i t e  p o r p h y r i t e .  



 

 

 

 

 

 

 

 

 




